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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　真ま由ゆ、罠わなにおちるのこと







「特訓をするわよ！」


　リビングに入ってくるなり、二にノの宮みや涼りよう子こが元気よく宣言した。某ぼう日じつ、二ノ宮家の洋館でのことである。


「特訓って……何のですか？」


「何ボケたこと言ってんの真ま由ゆちゃん」きょとんと首をかしげた真由に、涼子は目を三角にして、「特訓って言ったら、あなたの男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくするための訓練のことに決まってるじゃない」


　そうだった。


　彼かの女じよ、月つき村むら真由は、異性の精気を吸って生きるサキュバスでありながら男性恐怖症であるという悪あく癖へきを矯きよう正せいするため、この二ノ宮家に居い候そうろうしているのだ。


「もちろん、特訓すること自体は大いに結構だと思うけど……」


　と疑問を呈ていしたのは、真由のパートナー役を仰おおせつかっている少年、二ノ宮峻しゆん護ご。


「これまでにも特訓と称しようするシロモノを何度も繰くり返してきて、それでも月村さんの恐怖症はいっこうに直らなかった。であるからには、よほど内容の濃こいやり方じゃないと効果がないと思うんだけど……」


「愚ぐ問もんね」


　涼子は弟たる峻護の言葉を一刀両断し、


「七つの海を所ところ狭せましと駆かけ回り、六つの大陸を馬ば蹄ていにかけ、違い法ほう無法合法を問わず縦横無む尽じんの活かつ躍やくを示し、『業界』では押おしも押されぬ大立者として君臨するにとどまらず、その名を地球上の隅すみ々ずみにまで轟とどろかせてもなお飽あき足らず、今年あたりからいよいよ銀河系全土に打って出ようとすら目もく論ろんでいるこのわたし、二ノ宮涼子に対して、そんな初歩的かつ蒙もう昧まいな問いかけを投げてこようとは一体どういう了りよう見けんかしら？」


「ずいぶん大おお仰ぎようだな……っていうか姉さん、家に居ないあいだ他よ所そでそんなことしてたのか。おいたはほどほどにしておいてくれよ、でないと──」


「シャラップ！」


　叱しつ声せいにほとんど反射的に沈ちん黙もくし、聞き入る体勢に入る峻護。


　それを見て満足した様子で、涼子は再び口を開く。彼女が弟の問いに対して明確な回答をしなかったことについては、だれも気づかなかった。


「真由ちゃん」


「は、はいっ」


　涼子の真しん剣けんな声に、真由はビシッと背筋を伸のばす。


「まずはあなたの覚かく悟ごのほどから聞いておくわ。あなたはすべてをなげうってでも男性恐怖症を克服する、そのためにはどんなつらいことも厭いとわない──そういう決意でもってこの二ノ宮家にやってきた。そのことに間ま違ちがいはないわね？」


「は、はいっ、そのとおりです！　間違いありません！」


　抑よく揚ようをたっぷりつけた涼子の迫はく真しんの弁べん舌ぜつに乗せられて、真由の中に秘められたある部分が刺し激げきされつつある。


　引っ込み思案で考え込みがちな性質とは対ついを成す、単純で一本気で熱血な性質が。


「今でもその決意に変わりはない？」


「はい、変わりありません！」


「ほんとうに変わりないのね？」


「はい、ほんとうです！」


「じゃ、どんなことでもできるわね？」


「はい、どんなことでも！……って、ええと。どんなことでも……っていうと、具体的にはどういう？」


「あ、そ。ふうんそうなのね、真由ちゃんの覚悟ってのはその程度のものなのね？　正体の知れない特訓が待ち受けているかもしれないからって、怖おじ気けづく程度の」


「えっ？　あのいえ、そういうわけじゃ……」


「まさかあなたの覚悟がそんなまがい物だとは想像だにしなかったわ。残念、今回の話はなかったことに──」


「ま、待ってください涼子さん！　やります！　わたしどんなことでもやります！」


「ほんとうに？」


「ほんとうです！」


「女に二言はないわね？」


「ありません！」


「そう。わかったわ、あなたの覚悟は確かに受け取った」


　涼子は普ふ段だんに似ない、菩ぼ薩さつかと見まがう慈じ愛あいに満ちた笑えみを向けて、


「じゃあはい、これ今回の企き画かく書しよ」


「……企画書？」


　真由と、それまで黙だまって成り行きを見ていた峻護が声をハモらせる。


　彼かれらは涼子から受け取った半ペラの紙にざっと目を通し、そして。





　ふたりぶんの悲鳴が、きれいにハモりつつ二ノ宮家の洋館に響ひびき渡わたった──。





　　　　＊





　それからほどもない、神じん宮ぐう寺じ学がく園えん。


　一年Ａ組の教室を前にして、月村真由はガクガクブルブルと立ちすくんでいた。


「はうう……自分の乗せられやすさを激しく後こう悔かいしている、今日この頃ごろです……」


　扉とびらひとつ向こう、教室の中では、真由の男性恐怖症をよく知り、『特訓』に協力を申し出てくれたクラスメイトの男子たちが待機してくれている。


　そのことは、いい。とてもありがたく、感謝すべきことのはず、なのだが。


「うう、ひどいです涼子さん。こんなのってないです……」


「往おう生じよう際ぎわが悪いわね」


　真由に特訓の準備をさせ、ここまで連れてきた涼子は渋しぶい顔。


「協力してくれてるみんなを待たせちゃ悪いわ。早く覚悟を決めてお行きなさい」


「そんなこと言われても……あの、やっぱり今回の特訓は辞退してもいいですか？　だって、こんな恥はずかしいことするなんて聞いてなかったし、いくらなんでもこれは……」


「だめよ。ここで敵前逃とう亡ぼうなんてした日には、プロデューサーが頭にツノを生やしちゃうもの。あきらめて腹をくくるのよ」


「プロデューサーって……？　今回の特訓を考えたのは涼子さんじゃ？」


「世の中には、知っていいことと知らなくていいことがあるの。知らないほうが幸せなこともね。さあ、わかったら早くゴーゴー」


「えっ!?　ちょ、まだ心の準備が──きゃうっ!?」


　抵てい抗こうする真由の首根っこをつまみ上げると、涼子は教室の扉を開け、中に放ほうり投げる。


　そして。


「うおおおおおおおおお！」


「きたあああああああっ！」


　それまで真由の登場を今か今かと待ち構えていた男たちが、一気に弾はじけた。


「すげえ！　マジで『あの格好』してるぞ!?」


「こいつはとんでもないことになりそうだ……おいお前ら、今日はスペシャルパーティーだ！　思う存分に楽しもうぜ！」


　盛り上がる男たちの興奮を隠かくそうともしないテンションに、真由は早くも硬こう直ちよく気味である。男ばかりの空間に放り込まれたから、というのもそうだが、なにせ真由が着せられてる服ときたら……


「ちょ、あのタイトスカートやばすぎじゃね!?　太ももの半分も隠せてないじゃん！」


「そっちもだけど、胸むな元もととかも激しくやべえぞ!?　キッツキツのピッチピチじゃん！　しかも薄うすい生き地じのブラウスだから、下がほとんど透すけて見えて……ゴクリ」


　そう。


　真由が身につけている服というのが、黒のタイトスカートにシンプルな白のブラウス……いわゆる『女教師』スタイルなのである。


　それも成年誌むけとしか思えないような、ギリギリコスチュームであった。スカートはただ立っているだけでも足の付け根が覗のぞきそうなほどの短さ。ブラウスは真由の豊かな胸部を覆おおうにはあまりにサイズが小さく、ほとんど水着のようにぴっちりと肌はだに張り付き、ふたつのふくらみを強調している。


（み、みんな見てるぅぅぅぅ……）


　教きよう壇だんの上に立つ真由の頰ほおはすでに羞しゆう恥ちで真っ赤に染め抜ぬかれ、足はもじもじと内うち股また気味。両手はスカートのすそを握にぎり締しめて、少しでも面積を広げようとぐいぐい伸のばしている有様だ。


　ただでさえ男を魅み惑わくする容姿をもつサキュバス、月村真由である。教室にいる男どもがいよいよ歓かん声せいをあげてヒートアップしたところで、責めることなどできるはずもない。


　嗚あ呼あ……しかしいったい誰だれが知ろう。


　いかに苦手な男性からの注視を浴びたからといって、彼女がここまで羞恥を示す理由に気づく者は、この場にひとりも存在しないのだ──唯ゆい一いつ、ぐるぐる巻きに縛しばられた上に猿さる轡ぐつわまでかまされて、教室の隅すみに転がされている二ノ宮峻護以外は。


　縛いましめをどうにかして解かんと足あ搔がきつつ、峻護は先ほど見せられた企画書の中身を思い出していた。


　それが正しく実行されているとすれば──間違いなく実行されているだろうが──真由に羞恥を催もよおさせるのは、きわどい女教師スタイルだけではない。


　なぜなら彼女のはいているタイトミニは。


　涼子の厳しいお達しにより、その下に何も、





　はいてない





　……のである。


　繰くり返そう。


　月村真由は、ぎりぎりのミニスカートの下に、何も、





　はいてない





　……のである。


（────はうっ）


　状じよう況きようのあまりの絶望っぷりを改めて自覚し、真由はあやうく貧血を起こしかけた。


　短すぎるスカートの下に、なんら布製品を着用することが許されない。夢であって欲ほしいと願いたくなる、いや夢であってもこんなのは勘かん弁べん願いたいと思うタイプの、そんな仕打ちだった。


　だがしかし。


　真実のところ、自分がさらに絶望的な状況に陥おちいっていることを彼女は知っている。だからこの程度のことでくじけてはいられないのだ。この程度のことでくじけていては……くじけていては……


（────はうっ）


　また貧血を起こしかけた。


　よくよく考えてみても、いかに自分に言い聞かせてみても、これから自分がやらなければいけないことがやっぱり信じられなかったからである。
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　……そう、ここは一年Ａ組の教室である。


　そして真由のスタイルは女教師だ。


　なればそれ以上の説明は不要だろう。彼女がこれからやらなければいけないこと、それは……


「真由先生！　もじもじしてる姿も最高にかわいくて色っぽいけど、そろそろアレもお願いしまっす！」


「保健体育の授業、俺おれたちにみっちりばっちり教えてくれるんですよね!?　それはもう、手取り足取りの勢いで！」


（────はうっ）


　またもや貧血を起こしかける真由。


　そう。


　彼女に課せられたミッションは他ほかでもない。


『セクシー女教師（はいてない）の格好で、男子生徒たちに保健体育の手ほどきをする』


　なのであった。


（無理……ぜったい無理です！　こんなのわたしには……）


　絶えず襲おそってくる目まい。


　授業の始まりを今か今かと待ちかねて大はしゃぎする男子生徒たち。


　こういう時いつも真由のヘルプをしてくれる峻護も、今回ばかりは頼たよれそうもなく。


《……真由ちゃん。真由ちゃん聞こえてる？》


　内なる世界に閉じこもってしまいそうになる寸前、涼子の声が意識を引き戻もどした。


　女教師服といっしょに渡わたされて装着している、小型のインカムから声は聞こえてくる。


《しっかりなさい真由ちゃん。特訓はまだまだこれからよ》


「うう、こんなの無理ですわたし……」


《いい加減あきらめなさい。これから今回の企き画かくのプロデューサーに通信を代わるから、しっかり話を聞くように》


「プロデューサー……？」


　先ほども耳にしたその言葉に首をかしげていると、インカムから重厚で威い厳げんのある男性の声が聞こえてきた。


《やあ真由くん。聞こえるかね？》


「こ、この声は……っ!?」


《私は謎なぞの紳しん士し・ミスターＸ。今回の件を企画、運営している、いわば神とも呼ぶべき存在だ。これからこの通信で君に様々な指示を出すゆえ、神たる私を畏おそれ敬いつつ、粛しゆく々しゆくとして従うように》


「……というかこの声、思いっきり聞き覚えがあるような？」


《気のせいだろう。文庫版『二ノ宮くん』のあとがきでいつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まっている男とは、何ら関係のない別人だ》


「いえあの、どうみても同一人物だと思──」


《しゃら────────っぷ！》


　雷らい霆ていを思わせる鋭するどい叱しつ声せいに、真由は思わず身をすくめる。


《口を慎つつしみたまえ。君はラ●ュタ王の前にいるのだ》


「は、はあ……？」


《私の許可なく勝手にしゃべることは許さん。それと妙みように鋭いカンを働かせてるヒマがあったら、発言の前と後ろにサーをつけろ》


「さ、サー、イエッサ！」


《よろしい。では最初の指示を出す。まずはテンション上がりっぱなしの生徒たちを着席させるんだ。君が女教師的に色っぽく指示を出せば彼らも素す直なおに従うだろう》


「お、女教師的？　よ、よくわからないけど、わかりました。……あ、あのっ、みなさん席について！　席についてくださーい！」


　震ふるえる声で真由が叱しかると、男子生徒たちはなるほど素直に従ってくれた。これは案外、うまくやれそうな気もする。


《それでは授業開始だ。授業に必要なアイテムはすべて、教きよう卓たくの上に置いてある》


「アイテム……？」


　見れば、教卓の上には確かに、中身のたっぷり詰つまってそうな紙かみ袋ぶくろが置いてあった。


《その中に、ド素人しろうとの君でも楽々授業がこなせるコツを書いたマニュアルが入っているだろう？》


「ええと……はい、このノートみたいなものですか？」


《それだ。そのマニュアルから一ミリも外れずに授業をすれば、のろまでドジな君でも見事にミッションを果たすことができる。さあ、マニュアルに書かれていることを一ページ目から読み上げていくがいい》


「は、はい、わかりました」


　こほんと咳せき払ばらいして、真由はマニュアルの冒ぼう頭とうを朗読し始める。


「ええと……『さあみなさん、それでは保健体育の授業を始めますよっ。わたしは月村真由、ピチピチの十六歳さいの女子高生（はぁと）。なんてったって思春期の女の子だから、火照った身体からだをもてあまして夜な夜なイケナイことばかりしているの。そんなわたしだから、むしろ保健体育を教えるほうじゃなくて教えられるほうなのかも（てへっ）？　だから今日はみんなと一いつ緒しよに手取り足取り、いろーんな意味で協力し合いながら授業できるとうれしいなっ（はぁと）。さあ、わたしと一緒にレッツ・エンジョイ・オールナイト！』……って、こんなの読ませないでくださぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


《そこまで長々と読み上げておいて何を言う。それにほれ、マニュアルは正しく効果を発揮しているぞ？　生徒たちの反応を見たまえ》


　確かに、真由がのっけから示したパフォーマンスを受けて、会場は興奮の坩る堝つぼ状態。


「うおおおおお！　この授業最高！」


「真由ちゃーん！　俺の専属家庭教師になって！　夜専門の！」


　指笛の嵐あらしが吹ふき荒あれ、プロレスの会場のような怒ど号ごうが飛び交かっていた。


「あうう……こんなにウケてもちっとも嬉うれしくないのはなぜ？」


《そんなものは知らん。さあ、次のミッションに入るんだ》


「しくしく……」


　真由は泣く泣くマニュアルの続きを見る。


「ええと……今日のテーマは『二は十た歳ちから始める上級者向け性教育』ふええ……」


　マニュアルに書いてある通り、黒板にチョークで文字を連ねていく。


　そのとたん、教室のそこかしこから『おおう……』とどよめきが沸わいた。性教育関連の単語を書き連ねていくという羞しゆう恥ちプレイに耐たえている真由は、そのどよめきの理由に気づいていない。


　生徒たちは生なま唾つばを呑のみつつ、こんなささやき声を交わし合っている。


（すげえ。あの超ちようミニで教きよう壇だんに立つと……）


（ああ、相当きわどいところまできてるな。こりゃ中身が見えるよりもはるかにいやらしいぜ……）


（あのヒップラインとか反則だろ。た、たまんねえ……）


　黒板に文字を書くというだけの行動が、いかに男どもを煽せん情じようしているかも知らず、真由はいよいよ艶つやっけを振りまいている。


《うむ、いいぞ。じつに計画通り。……ところで真由くん》


「は、はい？」


《そんな低い位置に文字を書いていたら、後ろの席に座すわっている生徒たちからはよく見えないではないか》


「そ、そういえばそうですね。わかりました、じゃあ……」


　真由は目いっぱいに背せ伸のびをし、「んしょ、んしょ」とできるだけ上のほうに文字を書こうとする……それが巧こう妙みようなる罠わなとも知らずに。


（こ、こいつは……）


（やばすぎる……！）


　生徒たちのささやき声が一段と高くなった。


（み、見える。見えそう……もうちょい、あと一センチ……）


（くそっ、照明の具合でうまく影かげになってやがる。あと少しなのにっ）


（いや、俺はもう見た。心の目が確かに捉とらえた。真由ちゃんのスカートの中身、しかとこの目に焼き付けたぞ！）


　が、ささやき声がどよめきのレベルになってしまえば、さすがに真由も気づく。


「……え？　ひゃわうっ!?」


　あわてて手を後ろに回し、きわどい部分を覆おおい隠かくそうとした。


　しかしそこへ飛ぶ鋭い叱声、


《なにをしている！　そんな不安定な格好では、ミミズののたくったような字しか書けないだろう!?　手をどけたまえ！》


「うう、だ、だって……」


《弁明は聞かん。シナリオどおりに事を運べなければペナルティを科すから、そのつもりでいるように》


「ええええっ!?」


《なお、その教室は厳重な監かん視しの下もと、私の完全なる管かん轄かつ下にある。逃とう亡ぼうを企くわだてた場合はもちろん、少しでも不ふ審しんがあれば即そく座ざにペナルティだ。ＯＫ？》


「…………しくしく」


　男子たちの熱すぎる視線に耐えながら、真由は書くべきことをどうにか書き終えた。


「で、できました……」


《うむ、ご苦労。それでは次なるミッションに取り掛かかってもらおうか》


「次の……？　あの、できればもう少しお手て柔やわらかに願いたいというか、もうちょっとハードルの低いミッションにしてもらえないと、わたし耐えられ──」


《安心するがいい。次のは小学生でも気軽にできる、簡単なミッションだ》


「ほ、ほんとう……ですか？」


《疑わしそうだな？　だが本当に簡単にできることだ、もしできないと判断すれば、そこで授業を止やめてしまってもかまわない》


　ミスターＸの押おす太たい鼓こ判ばんに、真由はやや緊きん張ちようをほぐして、


「わかりました、じゃあやってみます。どうすればいいんですか？」


《うむ。まずはその場でくるりと一回転ターン。時計まわりにだ》


「い、一回転？　こうですか？」


《そう、うまいぞ。今度は反対側に一回転ターン。今度は時計の反対まわり》


「時計の反対まわり……はい、やりました。でも、これって一体どんな意味が？」


《すぐにわかる。……さあ、今のコンビネーションを二回繰くり返して。ゆっくりでＯＫだ。ほら、簡単だろう？》


　ミスターＸの指示どおりに真由は動く。ある程度の集中は要するが、確かに簡単にできることだった。頭を占しめていた不安が徐じよ々じよに解消され、単純なステップをこなすことに没ぼつ頭とうしていく。


　だがむろん、これもミスターＸの精せい妙みような罠であった。


《そうだ、いいぞ、うまいうまい。よし、次は時計まわりに半回転した後、右方向に２ステップ》


「時計まわりに半回転、それから２ステッ──きゃうあっ!?」


　単純作業に慣れさせられ、没頭させられていた真由は気づかなかった。


　一段高くなっている教壇、そのぎりぎりの端はしっこにまでいつの間にか誘ゆう導どうさせられていたことに。


「わっ、わっ……あ痛っ!?」


　あっさり足を踏ふみ外した真由はあえなくバランスを崩くずし、それでもたたらを踏んでどうにかこらえていたが、結局は床ゆかにしりもちをついてしまった。


　そのとたん、ふたたびどよめきに包まれる教室。


（見えた！　今度こそ見えたぞ！）


（おお神よ……ありがたやありがたや……）


（撮さつ影えい班！　写真はどうだ!?　ちゃんと撮とれているか!?）


　真由がコケる際、計ったようなタイミングでいろいろなところが見えてしまったのだ。


　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事ではあったが、『見える』と『見えない』の間には、『生きる』と『死ぬ』ほどの差が横たわっている。男たちは内心で歓かん喜きにむせび泣いた。


　一方の真由は、罠に落ちてまたしても涙なみだ目め。


「うええ……ひどいです、だまされました……」


《人聞きの悪い。事実、簡単なミッションだったろう？》


「そういう言葉の魔ま術じゆつ的てきな罠はやめてくださいよう……しくしく」


　さめざめと落らく涙るいする彼女はまだ知らない。


　罠の真価はこの先にこそ待ち受けていたことを。


《文句を並べているヒマはないぞ？　さっき転んだ拍ひよう子しに、チョークが床に転がってしまったじゃないか》


「あ、はい。ほんとですね」


《きちんと拾って、教師たる者の規き範はんを示したまえ》


「はい、わかりました……って、あああっ!?」


　その言葉の意味に気づき、愕がく然ぜんとなる真由。


《どうした？　早くしないか》


「あの、でも、今の格好で床にしゃがんだりすると……」


《しゃがむとどうなるんだ？》


「ひ、ひどい。わかってやってるくせに……っ」


《あくまでも教師らしく、規範となる振ふる舞まいをしたまえよ？　さもなくばペナルティだ》


「うう……わかりました……」


　真由はあえなく屈くつ服ぷく。


　熱すぎるお風ふ呂ろに入る時みたいにゆっくりと、チョークの落ちている床にしゃがみこんでいく。
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　そして教室は三み度たびどよめきに包まれた。


（おおう……こ、これはなんとも……）


（超ミニスカートで床にしゃがむ。たったそれだけのことがこれほどの色気をかもし出すとは……っ）


（ちょっとモジモジと内うち股またぎみになってるところがやばい。こいつぁフトモモの形をした核かく弾だん頭とうだぜ……）


（それだけじゃねえ。見ろ、あのブラウスの胸むな元もと！）


　そう。


　薄うす手でかつミニサイズのブラウスは、前かがみになることによって強い負ふ荷かが掛かる。真由の実り豊かな双そう丘きゆうはその負荷に耐たえかね、まるでつきたてのお餅もちのようにたゆんたゆんと形を変化させつつ、今にもこぼれ落ちそうなほどせり上がってきて──


「……え？　あっ、きゃわう!?」


　ぶちん、と。


　過負荷に耐えかねたブラウスのボタンが、ついに弾はじけとんだ。


『おおおおおおおおおおおおおおおおう！』


　本日最大の大歓声が乱れ飛ぶ。


「大サービスや！　季節はずれの売り尽つくしグランバザールや！」


「あのお方こそ、この世に下げ生しようされた弥み勒ろく菩ぼ薩さつにちがいない。そうか、お釈しや迦かさまが入にゆう滅めつされてから五十六億七千万年後、それが今日という日だったんだな!?」


「天にまします我らが主しゆよ。願わくばこの一瞬を喜びの鏨たがねにて穿うがち抜ぬき、永と遠わの額がく縁ぶちにて飾かざり立てたまわんことを！」


　お約束のポロリタイムに、男たちは我を忘れる一歩手前の狂きよう喜き乱らん舞ぶ。


《くく……ずいぶんとわがままなバストよな？　圧政に耐えかねて主君に反旗をひるがえしおったわ》


「うう……そんなこと言って、ほんとは単にこうなることを見み越こして、ボタンの留めかたをゆるくしておいたんじゃないですかっ？」


　はだけたブラウスの前を合わせながら、


「それにこれまでやってきたこと、ぜんぜん授業と関係ないし……ひたすらヘンなことばかりやらせて……」


《ほう。教きよう鞭べんをとるのがお望みかね？》


「えっ？」


　急にトーンを変えたミスターＸの声に、真由は不ふ吉きつな予感をおぼえてびくんと震ふるえる。


《いいだろう、その望み叶かなえてやる。しかし君もとんだマゾヒストよな……くくく》


「そ、それってどういう……？」


《コース料理で言えばオードブル程度のレベルでお茶を濁にごさせてやろうとの慈じ悲ひであったが、望みとあらばやむをえまい。先ほどの紙かみ袋ぶくろ、あの中身をもういちどあけてみたまえ。今の君に必要なものが入っている》


「あ、あの、わたしそういうつもりじゃなくて、さっき言ったことはつい口をついてしまったというか聞き流して欲ほしいというか──」


《もうおそい。君はパンドラの箱を自らの手で暴あばいたのだ。始末は自分でつけたまえ》


　有う無むを言わせぬミスターＸの言葉に、真由はやむなく紙袋の中に手を入れた。


　ガサゴソ中身をさぐり、手に触ふれたものを適当に取り上げる。


《うむ、まずはお手ごろなものが出てきたな。それの使用法を男子生徒諸君に説明してあげなさい。微びに入り細を穿うがって、執しつ拗ようなほどの熱意をもってな。くくく》


　それはおよそ三センチ四方のビニールに包まれた、ゴム状の何かであった。弾だん力りよくのある丸い輪っかが薄いビニールの膜まくに透すけて見える。


「説明すると言っても……」


　真由はそいつをためつすがめつ観察しながら、


「ええと、これって何に使うんですか？」


《ふぉふぉ、無知とは愛すべきことにして罪なことでもあるよな。よろしい、教えて進ぜよう》

















※説明中














《……これ、真由くん。気絶するな》


「こっ──」一瞬意識を手放していた真由、気き丈じようにも立ち直って、「こんなの説明とかできません！　むりです！　不可能です！」


《為なせば成る、為さねば成らぬ何事も。気合と根こん性じようさえあればなんでもできる、さあレッツ・チャレンジ》


「無茶です！」


　激しく抵てい抗こうする真由。度たび重かさなるセクハラの数々に、彼女の神経は悲鳴を上げ始めている。


《仕方のないお嬢じようさんだ。では明るい家族計画についての講義はいったん保留としよう。紙袋から次のアイテムを出したまえ》


「ほっ、助かりました……」


　安あん堵どの吐と息いきをつき、真由はふたたび紙袋の中をまさぐる。


　しかしそれもまた、次なる悲劇への前フリに過ぎなかったのだ。


「？　これは……」


　出てきたアイテムを手にして首をひねる真由。


「ムチとロウソク……ですよね？　ええと、これと授業と何の関係が？」


《ふふ……しらばっくれて。あやしく黒光りするムチと、実用性に欠ける巨きよ大だいサイズのロウソク。この組み合わせで連想するものと言えば、この世にひとつしかあるまい？》


「ええと……？　乗馬用のムチに、被ひ災さい時の照明として使うロウソク……ってことですか？」


《カマトトぶるんじゃねえ！》


「ひぅっ!?」


　思ったままを言ったのだが、ミスターＸはひどくお怒いかりの様子だった。


《ほんとはよーっく知ってんだろが、ああん!?　お前の辞書には保健体育関連の単語のところにばっか赤線が引いてあるくせに、その程度の初歩の初歩がわからねえとは言わせねえぞ!?》


「ぁぅ……ぇぅ……」


　豹ひよう変へんしたミスターＸの声はちんぴらのそれだ。気弱な真由は、恫どう喝かつ的な物の言いように対してうまく対応できない。


《さあ、そのアイテムの説明を存分にしてやるがいい。男子諸君は『真由先生のドキドキ課外授業☆手取り足取り教えてア・ゲ・ル☆』の始まりを今か今かと待ちくたびれている。あたかも授業をやりたいかのような発言をした先ほどの責任を取りたまえ》


「ぅ……ぁ……」


　ただでさえ神経が磨すり減っているところへ高圧的に物を言われ、真由のキャパシティは限界を迎むかえ始めていた。視界がゆがむ。目に見えるものがぐるぐると回り始める。


《くく、そのムチは文字通りの教鞭というわけだ。ウィットに富んだこの私の発言を存分に褒ほめ称たたえつつ授業を……む？　誰だね私の肩かたを叩たたくのは。今いいところなんだ、邪じや魔まをしないでくれたま──ぶはっ!?　あなたは担当編集のＫ嬢!?》


　突とつ然ぜん、インカムの声が乱れた。


　真由に対するえらそうな態度が一転、卑ひ屈くつきわまる猫ねこなで声で、


《ここで何をしているのかと仰おつしやいますか？……いえいえとんでもない、悪ふざけなどと……私めのような小物がそのような大それた……いえ、それは誤解、誤解なんです。私めは常に誠心誠意、原げん稿こうをしたためてきた次し第だいで……えっ？　次の長編の原稿？　あの、去年の私めはずいぶんと働かせて頂いたので、今年はなるたけゆるやかなスケジュールを……ま、待って、ネトゲのパスワードだけは後生ですからぎゃああああああああっ!?》


　その悲鳴を最後に、紳しん士しとは名ばかりの外げ道どうから下される卑ひ劣れつな指令は途と切ぎれた。だがテンパり具合が最高潮に達した真由は、そのことに気づいていない。


「ムチ……ロウソク……使用法……」


「真由先生、どうしたんですかっ？　早く授業を始めてください！」


　授業にインターバルがあき、待ちぼうけを食らっている生徒たちからクレームがあがる。


「先生、そのムチとロウソクは何に使うんですか？　早く教えてください！」


「そのムチとロウソクが『二は十た歳ちから始める上級者向け性教育』にどうつながるのか、早く説明を！」


「先生！」


「先生早く！」


　はやし立てる声が波状攻こう撃げきのように襲おそい掛かかる。今の真由はそれにうまく対応できない。それはただ、混乱を助長する呪じゆ文もんとしてのみ効果を発揮している。


「ムチ……ロウソク……いたい……あつい……」


「先生～！」


「真由先生まだっすかー！」


「……ムチ、ふるう。ロウソク、たらす」


「先生！」


「先生っ！」


　──それは突然、だった。


「ムチ、ふるう！　ロウソク、たらす！」


　カッとまぶたを見開き、鋭するどく叫さけぶや否いなや。


　真由は手にしたムチをふるって激しく床ゆかを叩いたのである。





　ビシィッ！


　バシィッ！





　恐おそろしくも高らかなそのサウンドに、教室はたちまち沈ちん黙もく。


　生徒たちは教きよう壇だんに立つ真由の──いや、女教師のすっかり変へん貌ぼうした姿を、まじまじと注視している。


「……あなたたち、そんなに教えてほしいの？」


　真由は普ふ段だんに似ない、低いトーンの声で言った。その目の焦しよう点てんはうつろ、しかしそれでいて妖あやしい輝かがやきを宿し、嗜し虐ぎやくの悦よろこびに濡ぬれているかに見える。


　誰かがごくり、と生なま唾つばを呑のんだ。それは女教師の威い圧あつを恐れてか、それとも匂におい立つ魅み惑わくに男を刺し激げきされてのことか。


「いいわ、お望みどおりたっぷりと教えて──あ・げ・る」


　刹せつ那な。ムチが毒どく蛇へびのようにしなり、男子生徒のひとりを打ち据すえた。


　悲鳴を上げてうずくまる男子生徒。その背中に真由は踵かかとをのせてぐりぐりと踏ふみにじり、さらに火をつけたロウソクを首筋に垂らす。


「どわあああああああっ!?」


「どう？　感想は？」


「あ、熱──」


「そう。まだ足りないのね」


「のぎゃああああああっ!?」


　さらに追加されるロウソクに、他の生徒たちは声もなく見守るしかない。


　やがて、ロウまみれになって踏みにじられていた男子生徒の瞳ひとみが、焦点を失い始めた。


　だけでなく、彼のあげていた悲鳴が痛み以外のものに取って代わっていく。


「どう？　感想は？」


「き、きもちいい……も、もっと、もっとくださ──」


「ふふ、いい子ね」


　とどめとばかり、真由は思いっきり男子生徒を踏みつけた。不幸、あるいは幸福なる犠ぎ牲せい者しやは、快楽の叫さけびを上げてあえなく失神する。


「さあ。次は誰の番かしら？」


　硬こう直ちよくしている残りの生徒たちの方を向き、真由はとびきり妖しく微笑ほほえむ。


　それがパニックの引き金となった。


「──に、逃にげろッ！」


「おい押おすな！　横入りするんじゃねえ！」


「馬ば鹿か野や郎ろう、俺の方が先だ！」


「うおお、扉とびらにカギが掛かってやがる!?」


「逃げられねえ!?　うわああああああ!?」


　追い詰つめられた犠いけ牲にえの羊たちに、真由はゆっくりと近づいていって──





　その日最大の絶ぜつ叫きようが、天まで届かんばかりにこだました。





　　　　＊





　……目が覚めると、そこには白い天てん井じようがあった。


「うう……ここは、保健室？」


　ベッドから身を起こしつつ、真由は頭を左右に振ふる。ひとつ振るたび、ぼんやりしていた意識が覚かく醒せいし、記き憶おくが容よう赦しやなくよみがえってくる。


「あー……うー……？　あ……みぎゃあああああっ!?」


　先ほどのご乱行を思い出したらしい。頭を抱かかえてうずくまり、真由はいやいやをした。


「わ、わたしなんてことを……いくらテンパってたとはいっても……あううううう」


　特とく殊しゆな状じよう況きよう下かにあったとはいえ、内に秘められていたよからぬ人格が表に出てしまったようだ。そのことにいちばん驚おどろいているのは他ほかならぬ真由であったろう。彼女もまさか、自分にそんな一面があるとは思いもよらなかったのだ。


「ど、どんな顔してクラスのみなさんに会えば？　うううああううう……」


　絶望的なその状況を想像し、ほとんどのたうちまわるように身もだえして──そこでふと気づく。
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「……でも、あの後どうなったんだろう？　思い出せるのは途中までで……クラスの皆みなさんを追い詰めたあたりから記憶が……」


　と、その時。


　ガラリと保健室の扉が開き、ぞろぞろと人ひと影かげが踏み入ってきた。


「はうっ!?」


　真由の表情が硬直する。入ってきたのはいずれも、先ほどの特別授業に出席していた男子生徒たちであった。


「あっ、あの、みなさん、ええと……」


　口ごもっている真由を尻しり目めに彼らはぞろぞろと雁がん首くびを揃そろえて進入してくる。いずれの表情もひどく硬かたい。


　あやまらなきゃ、と思った。とんでもないことをしてしまった後始末をつけねばならない──その一念が、男に囲まれて身動きが不自由なはずの真由をつき動かす。


「すっ、すいませんでした、みなさん！」


　ベッドから降り、深々と頭を下げる。


　ぎゅっと目を閉じ、どうすれば許してもらえるかを一心に考えながら言葉をつむぐ。


「あんなことしてしまって、なんてお詫わびしたらいいか……わたし、どんなことでもします！　ですから──」


「真由先生」


　ひどく穏おだやかな声がした。


　想定外な反応に「えっ？」と顔を上げ、その目の前にずいっと何かが差し出されて。


　真由は、別の意味で硬直する。


「すばらしい──経験でした」


　先ほど使用したムチとロウソクをうやうやしく差し出しながら、男子生徒のひとりが口を開いた。その表情は恍こう惚こつのそれに彩いろどられている。


「そのムチさばき、ロウソク責めの冴さえ、そしてののしり声──我らみな、そのすべてに心しん酔すいいたしました」


「…………ぇ」


「我ら一同、すべてあなた様のシモベ。髪かみの一本から爪つめの先に至るまであなた様の所有物です。今後は我らのことを犬と呼んでさげすみ、いつでもお好きな時におしおきを与あたえてくださいませ。そしてどうかお許し願いたい、今後はあなた様のことを女王様とお呼びし、この命つきるまであなた様に忠誠を捧ささげることを！」


「はぅっ……!?」


　興奮に頰ほおを染めてじりじり迫せまってくる男たちに、真由は思わず後じさり。このままではとんでもないことになってしまう、いったいどうすれば、どうすればこの危機から抜ぬけ出せるのか──


　とその時、救世主の姿が目に入った。


「に、二ノ宮くんっ!?」


　自じ称しようシモベたちの一番うしろにいたのは、決して見まがうはずもない、真由がもっとも頼たよりにしている少年。


「二ノ宮くん助け──」


　安あん堵どの笑みをうかべて救いを求めようとした真由の表情が、またしても硬直した。


　峻護は──あの堅かた物ぶつで責任感の強い正義漢が、真由のヘルプ要よう請せいを受けたにもかかわらず目を逸そらし、そればかりかうっすらと頰を染めているではないか。ほかの有う象ぞう無む象ぞうの男たちと同じ色に。


　信じがたいことだが、まさか彼まで毒どく牙がに──？


「に、二ノ宮く……？」


　絶望の色に染まる真由に、男子生徒たちはなおも迫ってくる。「お願いします！」「さあ、このムチでさっきのプレイのつづきを！」「いや、むしろこっちのロウソクで！」「女王様、三角木馬も用意しましたので、ぜひそちらも！」「さあ！」「女王様！」「女王様っ！」


「もっ──」


　真由はくしゃくしゃに顔をゆがめ、情けない声で悲鳴をあげた。


「もおいやああああああああああッ！」





　悪夢はいまだ、覚めやらない。







おしまい
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　峻しゆん護ご、あやしげなブツを受け取るのこと







　事の発ほつ端たんは、ごく些さ細さいなことだった。


「よう二にノの宮みや」


「ちょっと時間いいか？」


　吉よし田だと井いの上うえというふたりの悪友が声をかけてきたこと。それがまさにクライシスの始まりであり、この時点で峻しゆん護ごはすでに、偶ぐう然ぜんの邪じや神しんがもたらす悪あく辣らつな陥かん穽せいに深々とはまっていたのだ。


「ああ、別にいいけど？」


　そんな運命の岐き路ろに立たされていることなど露つゆ知らず、峻護は能天気に返事をする。


「なんなんだ一体？　そんなニヤニヤ笑って」


「なあに、ちょっとしたいい話を持ってきただけさ」


「お前にはいつも世話になってるからな。たまには恩を返しとかないと、って思ってよ」


「恩返し、ね……」


　とたんに胡う散さん臭くさげな顔をする峻護。


　ここ神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの問題児学級・一年Ａ組の生徒の中でも、もっともお祭り好きでもっともお調子者な悪ガキども。それが吉田平へい介すけと井上太た一いちである。彼かれらふたりの言う『恩返し』とやらの中身は知る由よしもないが、無む邪じや気きに喜べるほど峻護もお人よしではなかった。


「おいおいそんな顔するなって」


「ホント疑り深いな、お前ってやつはよ」


　吉田と井上が苦く笑しようしつつ、口々に、


「俺おれらだって仁義ってもんは知ってるつもりだ。こういう時にお前を罠わなにハメて遊んでやろうとか、そんな不ふ埒らちな考えは持たないさ」


「それによ、そろそろ借りを返しておかないとこっちも気持ち悪りィんだよ。俺らがお前に世話になってる回数と、お前が俺らに世話になってる回数を比べたらさ、ずいぶん収支に差がついちまってるだろ？」


「その点についてはまったく同感だけどな」


　金を貸したりとか、いろんな悪事の身代わりになったり（させられたり）とか、テストのヤマを教えたりとか──峻護が悪友ふたりに便べん宜ぎを図ること、十や二十ではとてもきかない。


「まあちゃんとしたものを返してくれるというなら、それはそれでありがたく受け取りたいんだが……」


「おう任せろ。バッチリ期待に応こたえてやる」


　と太たい鼓こ判ばんを押おして、悪友ふたりは峻護を教室の隅すみに連れて行った。


　クラスメイトたちの目を憚はばかるように周囲を警けい戒かいしつつ、


「ほれ、これがそのブツだ」


「受け取ったらすぐ服の中に隠かくせよ？」


　あたかも麻ま薬やくの密売人のように声を低め、せかしてくる。


「なんだか仰ぎよう々ぎようしいな……って、んんん？」


　差し出された『ブツ』とやらを目にした峻護の顔が、先ほどに輪をかけて胡散臭げになった。


『流出モノ』とか『全部見せます！』とか『ギリギリの限界に挑ちよう戦せん』とか『これであなたもムフフなことに[image: ]』とか、いかにも怪あやしげなアオリをあしらった、どピンク色の冊子である。


「おい、これってまさか……」


「ああ。そのまさかだ」


「見りゃわかんだろ？　聞かなきゃわからないなんざ、お前も無ぶ粋すいな奴やつだな」


　ニヤニヤ笑いで答える吉田と、親指を立ててウインクしてくる井上。


「バッ──こんなの学校に持ってきて──！」


「シッ。声がでかい」


　あわてて峻護の口をふさぐ吉田。


「激ヤバなブツだからな、他の連中には見られたくないんだ」


「そうそう。これは俺と吉田の、血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようだからな」と、相変わらず周囲を警戒している井上。「本来なら俺と吉田だけで独どく占せんすべきものなんだけどよ、今回は特別だ。そこんとこよろしく頼たのむぜ？」


「いやいや待て待て」


『ブツ』の中身を察した峻護は渋じゆう面めんを作って、


「こんなもの要いらないから。恩ならもっと別の、まともな方法で返してくれ」


「なんだ、優等生の二ノ宮くんにはこんなの必要ないってか？」


「きちんとしたルートで手に入れたものだから心配すんなって」


「いやいやいやいや」


　品行方正で通っている峻護としては、まさしくありがた迷めい惑わくというやつだ。


「要らないって。いやほんと要らないから勘かん弁べんしてくれ」


「まあそう言わず受け取れって。ぜったい二ノ宮の期待に応えられるシロモノだから」


「別におれは何の期待もしてないし。変に誤解されるようなこと言うのはやめてくれ」


「いいからいいから。ほんとマジ後こう悔かいさせねーって」


「いや、期待とか後悔とかほんといいから。いや、冗じよう談だん抜ぬきにほんと要らないから」


「まあまあそう言わず」


「そうそう。騙だまされたと思ってさ」


「いやだから──」





　　　　＊





　けっきょく押し切られた。


「ったく、強引なやつらだ……」


　その日の放課後、二ノ宮家。


「迷惑だって言ってるのに聞きやしないんだから。『ぜったい自信あるからよ！』とか『１００パーセント大ヒットだって！　いやマジで！』とか……」


　峻護は教室での一幕を思い出し、大きなため息をついていた。


「まあ『中身をしっかりむさぼり読んだらちゃんと返せよ？　貴重な一品モノだからな』ってことだったし。適当な時機をみて突つっ返せば済む話か」


　そう納なつ得とくし、押し付けられたブツをソファの上に放ほうり投げた。


　──時に、ここ二ノ宮家の洋館には峻護用の『勉強部屋』なるものが存在する。


　というのも二ノ宮家に暮らす住人のうち、二ノ宮峻護、月つき村むら真ま由ゆ、北ほう条じよう麗れい華かの三名は紆う余よ曲きよく折せつの末、ひとつ屋根の下に同どう棲せいする形となっている。歳とし若い少年少女──それも極きわめて微び妙みような関係下にある──が同棲ともなれば、ありとあらゆるすったもんだが日々繰くり広げられることになるわけで、そうなると学生の本分たる勉学に没ぼつ頭とうするのがほとんど不可能になってしまう。


　というわけで設けられたのがこの勉強部屋であり、峻護は勉学のためにのみここの利用を許されている。勉強部屋は何かと騒そう動どうの多い二ノ宮家における一種の中立地帯、緩かん衝しよう地帯として機能しており、峻護にとってある意味では安息の地ともなっているのだ。


「さて、宿題でもやるかな。そろそろ抜き打ちのテストなんかもありそうな感じだし、今日はしっかり勉強することにしよう。うんそうしよう」


　そうひとりごちると、峻護は「よしっ」と気合を入れて机に向かった。


　一時間が経たち、二時間が経ち、三時間が経った。


　……だが、いつまでたっても勉強に身が入らない。


「むう……っ」


　彼にしてはめずらしく、苛いら立だたしげに髪かみをかきむしった。


「いかん。ぜんぜん集中できない……」


　深々と吐と息いきし、椅い子すの背にだらしなくもたれかかる。


「……そう、今日は疲つかれているんだ。というか基本、おれって疲れる毎日ばかり送ってるし。だったらその疲れが急に表に出てきても不自然じゃないわけで。ああそうとも、他に理由なんてあるわけがないさ」


　ひとり納得して頷うなずいてみる。


　しかし納得したところで集中力の欠けつ如じよはいかんともしがたく、なぜだか気もそぞろになっている自分が確かにいるわけで。


「ちょっと休きゆう憩けい、しようかな。疲れてる時に無理にやろうとしてもいい結果は出ないし。うん、そうだ。そうしよう」


　席を立ち、ふらふらとソファに向かう。


　ぼすん、と音を立てて腰こし掛かける。


　なんとなく壁かべにかけてある時計を眺ながめながら、意味もなく口笛など吹ふいてみる。


　そのまましばし。


「────はっ!?」


　気づくといつの間にか──あくまでいつの間にか、だ──手に何かが触ふれていた。
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　ソファよりもだいぶ硬かたい、四角い形をした薄うすい何かに。


「だめだだめだだめだだめだ！」


　あわてて峻護はその危険物から手を離はなした。


「ふう、危なかった……」


　深々と吐息をつく。いつの間にかにじみ出ていた額の汗をぬぐう。


　充じゆう実じつした学習時間──別にいかがわしい冊子から気を逸そらすために勉強に集中していた、というわけではない、断じて──を送った末に就しゆう寝しん、という美しい計画はどうやら水すい泡ほうに帰したようだ。


　さて、図らずも余ってしまったこの時間をどう使うべきか。


　峻護は何気なく──あくまで何気なく、だ──先ほどまで手に触れていた物品に目をやった。


　怪しげなアオリ文句の躍おどる、どピンク色の冊子が、胡う散さん臭くさげにソファの上に打ち捨てられている。


「……思えば悪友とはいえ、吉田と井上との付き合いは決して浅くはないよな……」


　ふとそんなことを考える。


　確かに、あのふたりから多種多様な迷惑をこうむること数あま多たの峻護である。だが吉田と井上こそが、良くも悪くも最も付き合いの深いクラスメイトであることも事実だ。


　そんな友人ふたりが、おそらくは彼らなりに峻護のためを思って用意してくれた物品である。


　果たしてこのまま無下にしていいものだろうか？　彼らふたりとの友情に照らし合わせて、その行動は胸を張れるものなのだろうか？


　答えは否いなである。


　二ノ宮峻護はひとりの男として、友情に応こたえるべく行動しなければいけない。


　そう、友情を守るためなのだ。


　こうして震ふるえる腕うでを伸のばして忌いまわしき贈おくり物を手に取り、禁断のページを開こうとしているのも、すべては熱き友情の為なせる業わざ──


「二ノ宮くん？」


「何をしていますの？」


　いきなり掛けられたふたつの声に、峻護は文字どおり飛び上がるほど驚おどろいた。


　部屋のドアのところに立って小首をかしげているのは、ここ二ノ宮家の同居人。月村真由と北条麗華である。


「どどどどどどどどうしたんだい月村さん、それに北条先せん輩ぱいッ!?」


「いえあの、どうしたというか……」


　狼ろう狽ばいしまくっている峻護に困こん惑わくしつつ、真由が遠えん慮りよがちに、


「お風ふ呂ろが空いたので呼びに来たんですけど。勉強のお邪じや魔までしたか？」


「いやまさかそんな！　邪魔だなんてそんな！」


　ぶんぶん首を横に振ふりつつ、こそこそ腰の位置をずらして危険なブツを隠かくしつつ、


「わざわざ知らせてくれてありがとう。うん、そうだな、今日はたくさん勉強して疲れたことだし、ゆっくりお湯に浸つかってリフレッシュしようかな！　うんそうだそうしよう、ほんと知らせてくれてありがとう月村さん！」


「……あの、だいじょうぶですか二ノ宮くん？　なんだかものすごい脂あぶら汗あせが出てますけど。ひょっとしてわたしたち、何かまずいことしちゃいました？」


「いやまさか！　まずいことなんて何も！　いやほんとに！」


「だったらいいんですけど……」


　柳りゆう眉びをハの字にして見つめてくる真由。不ふ審しんを嗅かぎ取ったというよりは、峻護のただごとならぬ様子が心配になったらしい。


「あの、ほんとに何かあったら遠慮なく言ってくださいね？　二ノ宮くんにはいつもいつもお世話になりっぱなしだし、こういう時ぐらい恩返しできないと」


　ここで大人しく引き下がってくれるのが一番の恩返しだよ、とはさすがに言えなかったが、


「いや、ほんとにだいじょうぶ。心配しないで。なにか困ったことがあれば遠慮なく言うからさ。うん」


「ほんとうに……？」


「ほんとほんと。いやほんとに」


　脂汗をぬぐいつつ精せい一いつ杯ぱいの作り笑いで頷くと、お人よしで単純にできている真由は信じてくれたようだ。


　心配げな表情が一転、花の開くような笑え顔がおになると、


「はい、わかりました二ノ宮くん。じゃあお風呂、冷めないうちに入ってくださ──」


「お待ちなさい月村真由」


　ここで選手交代。


　峻護と真由のやりとりを黙だまって観察していた麗華が、ずいっと前に出て、


「二ノ宮峻護。あなた、何かわたくしたちに隠し事があるのではなくて？」


「か、隠し事ですか？」


　ホッと一安心しかけていた峻護は、麗華の強い視線に射すくめられて再び狼狽。


「べ、別に何も？　隠し事なんて、そんなまさか」


「ほんとうかしら？」


「ほ、ほんとうです」


「お天道さまに向かって誓ちかえますこと？」


「もちろん。誓えます。はい」


「……そう。だったらいいのですわ。行きますわよ月村真由」


「えっ？　あ、はい麗華さん」


　なにしろ北条麗華は神宮寺学園の生徒会長であり、北条コンツェルンの次期総そう帥すいでもある。その頭の回転のよさで右に出る者はいないわけで、峻護は内心冷や汗ものだったのだが、どうやらごまかし切れたようだ。


　同居人ふたりが部屋を出て行くのを確かく認にんしてから、


「ちょっとうかつすぎたかな……ひとり暮らししてるわけでもないんだし、危険な物品を持ち込むからにはもっと警けい戒かいするべきだった。ふむ……」


　しばし考えたのち、峻護は行動に移った。


　やはり吉田と井上から預かったこの品、下手に保持するのは危険すぎる。明日の朝にでも返へん却きやくするのは当然として、問題は今夜一晩だ。二ノ宮家の住人たちに危険物が露ろ見けんしないよう、手を打っておく必要がある。


　峻護は慎しん重ちような彼らしく、もっとも安全かつ確実な方法を選んだ。


　この部屋に閉じこもって一夜を明かすことである。


　誰だれも中に入れず、峻護も部屋から一歩も出ない。用を足すのも我が慢まん、入浴ももちろん取りやめである。代だい償しようは小さくなさそうだが、誰にもブツを見られたくないのであればこの作戦を採用するのが一番だ。


「ふむ」


　さらに慎重を期すならば、この部屋を外からも内からも密閉してしまうのが吉きちだろう。


　善は急げ、さっそく峻護はドアに向かった。


　ドアノブに手をかけ、鍵かぎをかけようとして──


「……ん？　あれ？　鍵が掛かからない？　おかしいな、長らく使ってないからさび付いてるとか……？」


「さびではありませんわ。部屋を出る際、少々ドアに細工をしておいたのです」


　当然の疑問に対する突とつ然ぜんの返答。ドアの向こうからである。


「この声──北条先輩!?」


「予想どおりに動きましたわね、二ノ宮峻護」


　声はひどく冷静だった。


「どうも怪あやしいと思って罠わなを張っておいたのですが……普ふ段だんは部屋に鍵をかけないあなたが、今夜に限って鍵を掛けようとする。やはり何か後ろ暗いところがあるようね？」


　呆ぼう然ぜんとする峻護の目の前で、がちゃりとドアが開く。


　もともと吊つり目がちの目を鋭するどい三角にした麗華と、おろおろ困り顔をしている真由が、物問いたげに見つめてくる。


「あの、二ノ宮くん。やっぱり何かあるんですか……？」


「白状なさい。隠しごとはためにならなくてよ？」


「くッ……」


　もはやこれまで、と峻護は悟さとった。


　きびすを返してダッシュ。


　ソファに置いてあった危険物を素す早ばやく腹の中に仕し舞まうと、そのまま開け放してあったガラス窓から外へ飛び出そうとして──


「そうは問屋が卸おろしませんことよッ！」


　見事な反応だった。


　あらかじめ十分に警戒していたのだろう。麗華が目の覚めるような動きでガラス窓の前に立ちふさがり、退路を断つ。


「このわたくしからそう簡単に逃にげられると思ったら大おお間ま違ちがいです。いま隠したものは何ですの？　お見せなさい」


「…………ッ」


　電光石火の対応に舌を巻きつつも、峻護は無言。


　この状じよう況きようで下手な言い訳をすれば、馬ば脚きやくを露あらわすことになりかねない。まずは腹に抱かかえた危険物を処分しないことには。証しよう拠こさえ隠いん滅めつしてしまえばあとはどうとでもなる。


「二ノ宮くん……何を隠かくしたんですか……？」


　背中から真由の悲しそうな声。


「それは、わたしや麗華さんに見せられないものなんですか？　秘密にしなければいけないようなことなんですか？」


「…………」


「だとしたら、ちょっと悲しいというか、さびしいというか……だって、わたしたちってこうしてひとつ屋根の下に暮らしてるのに。だったらもう少しこう、お互たがいを信しん頼らいしあって、心を開き合えるみたいな感じになればいいな、って思ってて……」


「…………」


「あの、やっぱりダメですか？　見せてはもらえませんか？」


「ふん。どうせ女関係の隠し事に決まってますわ」糾きゆう弾だんするような麗華の声。「この男、人じん畜ちく無害なようでいて意外とだらしないのだから。大方そういう理由でひた隠しにしているのでしょう」


「そ、そうなんですか二ノ宮くん!?」


　いやそれは誤解だ、と言いたかったが、いやでもある意味そうかも、と思ってやっぱり口をつぐむ。


「どうやら図星のようですわね」


　麗華がすうっと目を細めた。誤解は解けるどころかいよいよ深まっている。


「もはやどうあっても見過ごすわけにはいかなくなりました。覚かく悟ごなさい二ノ宮峻護、わたくしはどんな手段を使ってでもあなたの隠し事を暴あばいてみせますわよ？」


　この令れい嬢じようは言葉どおりのことをするだろう。彼かの女じよはそれだけの意志の強さと実力を持ち合わせている。


　麗華の壁かべを突とつ破ぱないし無力化するのはきわめて困難。残る選せん択たく肢しは──


「だ、だめですよ二ノ宮くん」


　峻護の意図を察したらしい真由が、ふるふると首を振ふる。


「そんな話を聞いちゃったら、ここを通すわけにはいきません。隠したものを見せてください」


　人畜無害そうな顔を精一杯しかめてみせながら、じりじりと峻護に迫せまってくる。


　背後からは同じく、隙すきをうかがいつつじりじりと間合いを詰つめてくる麗華が。


　二ノ宮峻護、絶体絶命。


「────ああっ!?」


　ふいに峻護は大声を出し、窓の外を指差して、


「何だあれは!?　ヒグマとジャイアントパンダがモンゴル相撲ずもうで勝負してるぞ!?」


「ええええっ!?　ど、どこですどこです!?」


　真由が目をまん丸にして窓の外に注意を逸そらした。むろん峻護はその隙を見み逃のがさない。


「馬ば鹿かっ、月村真由！」


　麗華が鋭い声をあげるのに構わず、峻護は真由の脇わきを通ってドアをすり抜ぬけようとして、


「ああっ!?　だましましたね二ノ宮くん！」


　麗華の素早い叱しつ声せいが効いたのか、あるいは真由も彼女なりに警けい戒かいしていたのか。


　思いのほか早く立ち直ると、逃とう走そうしようとする峻護にがむしゃらにしがみついてきた。


「うおっ……!?」


　不覚にも対処しきれず、バランスを崩くずす。


　真由とふたり、もんどりうつようにして床ゆかに倒たおれこんだ。


「くっ──」


　急いで起き上がろうとするが、真由はがっちりと腰こしまわりに腕うでを巻きつけて峻護を放そうとしない。


　まずい。このまま身動きが取れなければ、自由に動ける麗華によって危険物の正体を暴かれてしまう……と思ったのだが。


「ちょっと月村真由！　どさくさに紛まぎれて何をやってますの!?」


　想定外の叱声が麗華の口から飛んだ。


「な、何をって……こうして二ノ宮くんを押おさえてるんですけど……？」


「そんなの見ればわかります！　わたくしが問題にしてるのは、あなたと二ノ宮峻護の接地面積がいかにも広すぎることですわ！」


「えええっ!?　で、でもこうしてないと、二ノ宮くんは男子だし、わたしそんなに力強くないから逃げられちゃいま──」


「言い訳無用！　これみよがしにべったりくっついて、なんと浅ましい！　どうせならわたくしと交代して──もとい、いいからちょっとお離はなれなさい！」


「はわうっ!?　麗華さん、目的を見失わないでくださいよう！」


　峻護から真由を引き離そうとする麗華と、引き離されまいとしていよいよしがみつく真由。


　ブツを隠いん蔽ぺいしなければという必死さのあまりテンパっている峻護には、麗華が何を怒おこっているのかもわからないし、少女ふたりが仲間割れを始めた理由もわからない。わかっていることはひとつ、このチャンスを逃しては後がないということ。


「ぬおおおおおうッ！」


　もみ合いの最中で真由の腕の力がゆるんだ隙を突つき、拘こう束そくを振りほどくことに成功。


　そのままノータイムで立ち上がり、逃とう走そうを再開しようとしたところへ、


「逃にがしませんわよッ！」


　今度は麗華が腰にタックル。細身に似合わぬその威い力りよくに、峻護はまたしても不覚を取って床に伏ふせる。


「このわたくしから逃れようなど浅はかの極きわみ。さあ二ノ宮峻護、観念して隠したものを見せなさ──」


「ちょっと麗華さん！　それはひどくないですか!?」


　またしても絶体絶命のピンチ、というところで今度は真由が猛もう然ぜんと抗こう議ぎの声をあげた。


「わたしにはくっつくなとか言っておいて、わたしよりよっぽどしっかりくっついてるじゃないですか！」


「そ、それはそれ、これはこれですわ。いいからさっさとこの隙に、二ノ宮峻護が隠したものを──」


「い・い・か・ら・は・な・れ・て・く・だ・さ・い」


「ちょ、ばか、物事には優先順位ってものが──今はそんな場合じゃ──」


　麗華を大根でも抜くように引っ張り、峻護から引き剝はがそうとする真由。そうはされまいとがっちりしがみつく麗華。


　なんだかよくわからないがまたしてもチャンス。少女ふたりが諍いさかい合ってるうちに、どうにか拘束を振りほどくのが最上の手。


　真由と麗華の気がそれた瞬しゆん間かんを見計らい、峻護は渾こん身しんの力でいましめを解こうとして、


「そうは！」


「問屋が卸おろしません！」


　今度はふたりしてタックルをかましてきた。こういう時だけ息を合わせて妨ぼう害がいしてくるのだから始末が悪い。


「は、放してくれふたりとも！」


「誰が放すものですか！　大人しく隠したものを見せなさい！」


「嫌いやです！　死んでもガードします！」


「このっ、ダンゴムシみたいに丸まって！　ならば……こうですわっ！」


「ああっ!?　麗華さんまたそんなくっついて！　どさくさ紛まぎれもちょっとひどすぎるんじゃないですか!?」


「お黙だまりなさい、こうでもしなければこの男のガードをはがせないのだから仕方ないでしょっ！」


「麗華さんがその気なら──わたしはこうします！」


「うひゃっ!?　ちょ、月村さ、くすぐった、やめ──」


「ちょっと月村真由ッ!?　それはいくらなんでも度が過ぎましてよッッッ！」


「先にやったのは麗華さんのほうです！」


「こンの小こ娘むすめ──そもそもわたくし、あなたのことは前から気に食わなかったのですわ！　なんなら今ここで決着をつけてもよくってよ!?」


「望むところです！　受けて立ちます！」


「い、今のうちに逃げ──」


「そうは！」


「問屋が卸しません！」


　…………次し第だいに状じよう況きようはカオスの態ていをなしてきた。


　目的が当初の時点からだいぶズレてきて、あるいは複数の目的やらしがらみやらが混同してきて、くんずほぐれつの大おお騒そう動どうである。


　真由も麗華も肩かたが露ろ出しゆつしたりスカートがめくれてふとももが露あらわになったりしているが、当人たちはそれどころではないとばかりに峻護に組み付き、あるいはお互たがいを牽けん制せいしあってたりして。


　一方の峻護は必死に腹の中のブツを守らねばならず、しかし三者三様に組み合ってる状況ではそれもままならず、逃走を図ろうにもそういう時に限って少女ふたりが息を合わせてくるため果たせず、完全にジリ貧状態だった。女の子ふたりのやわらかいアレやコレがいろんなところに触ふれてくる恩おん恵けいなどは無論、この際はさしてうれしいものでもない。


　そして当然のごとく、その瞬間はやってきた。


「ええいしつこい──でも今度こそ、逃げるッ！」


「そうはいかないと何度言えば！」


「ぜったい逃がしま、せんっ！」


　もう何度目になるか知れない渾身の力を振ふり絞しぼって、脱だつ出しゆつを試みる峻護。意地でもそうはさせまいとすかさずしがみついてくる真由と麗華。
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　そして、





　びりっ





　嫌な音がした。


　度たび重かさなる負ふ荷かに耐たえ切れず、峻護の着ていた服がついに上げた悲鳴だった。


　びりびりびりっ、と連続音を立てて裂さけていく布地。


　スローモーションのように流れる時間の中、峻護が腹に隠かくしていたものが露わになり、宙を舞まい、三人が見つめる中、ぱさりと床ゆかに落ちる。


『流出モノ』とか『全部見せます！』とか『ギリギリの限界に挑ちよう戦せん』とか『これであなたもムフフなことに[image: ]』とか、いかにも怪あやしげなアオリをあしらった、どピンク色の胡散臭い冊子が。


　────時が凍こおりついた。


「…………」


「…………」


「…………」


　峻護も真由も麗華も沈ちん黙もくを強しいられる。それぞれに異なった表情で。


　大おお騒さわぎが一転、居い心ごこ地ち最悪の静せい寂じやくが部屋を満たす中、最初に口を開いたのは真由だった。


「────こ、これってまさか、えっちな────むぐぅ!?」


　思わず、といった感じで悲鳴を上げてしまった真由の口を、麗華があわてて塞ふさぎながら、


「ちょ、ばか、月村真由！　もう少し気き遣づかいというものを……」


「あっ!?　す、すいませんっ、あのでもわたし、こういう状況に遭そう遇ぐうするのって初めてで……」


「わ、わたくしだってそうですわよっ！」


　真由も麗華も初う心ぶの見本のような少女だが、この状況の気まずさがいかほどであるかを悟さとれるぐらいには世慣れていた。


　年とし頃ごろの男の子が、着衣面積の極きよく端たんに少ない女性たちが多数登場する書しよ籍せきを所持し、それを同居人の少女の前で暴あばかれる──これほどやるせない状況もそうあるまい。


　一方の真由と麗華もまた、苦しい立場に立たされていた。ひそかに思いを寄せている少年がひた隠しにする秘密、さてはどこの馬の骨とも知れぬ女の影かげがちらついているのかと信じて暴いてみればこの結果である。


「ええとその……」


「あー、ええと、これは何と言いますか……」


　少女ふたりは、ひどくもじもじしている。


　堅かた物ぶつだとか晩生おくてだとかさんざん言われている峻護も、なんだかんだいってきっちり『男』だったのだ、という証しよう拠こを見せ付けられ、なにやら急にいろいろなことを意識してしまったのだ。


「────お、男の子ですもん！」


　ややあって力説し始めたのは真由だった。


「二ノ宮くんがそういうことに興味があったとしても、わたし平気です！　ほんとに！　ぜんぜん！」


「わ、わたくしだってそうですわ！」


　遅おくれてはならじと、麗華もうんうん頷うなずきながらフォローに入る。


「男性がこういう物品に興味を示すのはごく自然な流れ、一個の生命としての必然！　何も恥はじ入ることなどないのですわ！　ええほんとに！」


「そうですよ二ノ宮くん！　こういうのはあれです、男の甲か斐い性しようってやつです！　だからぜんぜんオーケーなんです二ノ宮くんは悪くないです！」


　口々に労いたわりの言葉を並べてくる少女ふたり。


　しかし峻護は、まるで大逆を働いた罪人であるかのように口を引き結び、床を睨にらみつけている。


　ややあって、


「いいんだふたりとも、そんな一生懸けん命めいフォローしてくれなくて。そうさ、おれは決して清せい廉れん潔白の身なんかじゃない。いや、ずっとおれはそのつもりでこれまで生きてきたんだけど……でももうおれのこの両手は、薄うす汚ぎたない何かで汚よごれてしまった」


「そ、そんなことないです！」


「自分を責めるのはおよしなさい二ノ宮峻護！」


「ふたりともそう言ってくれるけど……でもだったらどうして、さっきから目を逸そらしつづけているんだい？　おれと目を合わせようとしてくれないんだい？」


「うっ──」


「そ、それは──」


　言葉に詰つまる真由と麗華に向けて、峻護はゆっくりかぶりを振る。


「いいんだ。おれはもう、自分の本ほん性しようを隠して生きるのはやめた。そして薄汚れたまま、地べたを這はいずり回って生きていく。今日はその記念すべき日……穢けがれた泥でい濘ねいの中に生まれ落ちた忌いまわしき悪あく魔まが、破は滅めつの産うぶ声ごえを上げた悪夢の一日として歴史に刻まれるのさ──」


　そう言って峻護は顔をあげる。その両目に爛らん々らんと輝かがやくのは、背徳の生を歩むことを受け入れた暗い光。


「に、二ノ宮くん……？」


「いったい何を……？」


　例の胡散臭い冊子を自ら手にとった峻護を見て、真由と麗華が怯おびえたように身をすくめる。


「や、やめてください二ノ宮くん」


「そ、そうですわ。いいんですのよ、そんな、自らを貶おとしめるような真ま似ねをせずとも──」


　忠告も労わりも届きはしない。


　峻護はかっと目を見開き、冊子を突つき出して、


「さあ、とくと見るがいい！　ああ軽けい蔑べつするならしてくれていいさ！　なぜならこれがおれの真実の姿なんだから！」


「────っ!?」


　そろって声にならない悲鳴を上げ、真由と麗華は手のひらで顔を覆おおう。


　だが人間、好こう奇き心しんには勝てやしない。指の隙すき間まからこっそりと冊子の中身を盗ぬすみ見て──


「…………え？」


「…………あら？」


　きょとん、とした声を上げた。


　その反応は予想外、ちょっとしたダークヒーローのような気分で己おのれの恥はじをさらした峻護も、「……？」と冊子の中身を覗のぞいてみた。


「…………え」


　今度は峻護の口から漏もれるきょとん声。


　悪友ふたりからいかにも思わせぶりに渡わたされた、いかにもそれっぽい雰ふん囲い気きのあやしい冊子、そのページを開いた中には。


　方程式を解くコツやら、歴史の年表の重要項こう目もくやら、化学合成の化学式やら──いやらしさのいの字もない、むしろ真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうな、勉学に関する情報が所ところ狭せましと記述されていたりして。


「あ、あれ……？」


　次のページをめくっても、さらに次のページをめくってもやっぱり同じ。


　どうも様子が変だと察して顔を寄せてきた真由と麗華といっしょに、すべてのページを確かく認にんしてみたが、どこを開いてもやっぱり同じ。


「…………」


「…………」


「…………」


　超ちよう微び妙みような空気。


　三人が三人ともお互たがいの勘かん違ちがいを理解して、つい先ほどまでの盛せい大だいな空回りを思い返して、その結果たる現状を目まの当たりにして、ひたすら居たたまれない感じである。


「…………け、軽蔑してくれていいさっ」


　と、無理やり沈ちん黙もくを破って峻護。


「こんなヤマを張らなきゃ点数を稼かせげないおれなんて、しょせんはこんなもの……みたいな？」


　峻護の自己フォローに、真由も麗華もあわてて相乗りする。


「そ、そうですよ二ノ宮くん。こんなアンチョコ作らないとテストの点が取れないなんて、もっとちゃんと授業を聞かないとですよ！……みたいな感じ？」


「まったくそのとおりですわ二ノ宮峻護！　今回のことを教訓にして、今後はよりいっそう勉学に励はげむよう。よろしいですわねっ!?……ということで、ここはひとつ？　という感じ？　かしら？」


　お互いに顔を見合わせながら確認（？）しあう三人。


　ある種の合意が成り立ったような成り立ってないような、いずれにしても微妙な空気はいよいよ微妙さを増しているような少しはマシになったような。





　ともあれ、こうして未み曾ぞ有うの危機は去ったのである……。





　　　　＊





　翌日、一年Ａ組の教室。


「よーう二ノ宮」


「どうだった例のブツは？」


　机に突っ伏ぷしてぴくりとも動かない峻護に、吉田と井上がにやにや顔で声をかけてくる。


「俺と井上が全知全能をもってヤマを張った、乾けん坤こん一いつ擲てきの虎とらの巻だ。いいセンいってただろ？」


「ほかの連中にはぜったい見せるんじゃねーぞ？　あれで勉強しとけば最低でも九十点は取れるはずだからな。あんまり平均点は上げたくねえ」


「それとついさっき情報が入ってきた。おあつらえ向きなことに今日、抜き打ちテストがあるそうだ」


「よかったな二ノ宮、さっそく例のブツの威い力りよくを発揮する時がきたみたいだぜ？　そんだけヘロヘロになってるってことは、昨日は例のブツでずっと勉強してたんだろ？」


「…………吉田。井上」


「おう」


「なんだ？」


「なんというか……役に立つ気があるならちゃんと立ってくれ。もっと普ふ通つうの、紛まぎらわしくない方法で」


「？」


「何の話だ？」


　不思議そうに顔を見合わせる悪友たちに、峻護はもうそれ以上なにも言う気になれなかった。





　　　　＊





　ちなみに抜き打ちテストの結果、吉田と井上は初のクラス首位。


　前日のドタバタで体力を使い果たした峻護の成績は推おして知るべし、である。







おしまい
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　真由、また追われるのこと







　私立神じん宮ぐう寺じ学がく園えん。


　とある筋の私財によって設立された、『どんな意味でもいいからオモシロイ人物』を集め育てるための、一大学校法人である。


　午前二時、深夜。


　猫ねこの子一匹ぴきいない闇やみに沈しずんだその学園に今、大争乱の源となる三者が──まさしく学園の設立者の思おも惑わく通りの人物たちが、集結しようとしていた。





　かつてひとりの少女に仏ぶつ罰ばつを下さんと欲ほつし、敗れ去った者がいた。


「──ようやく『奴やつ』の気配にたどりついたか」


　漆しつ黒こくの僧そう衣いをまとい、編み笠がさを深く被かぶった男が静かに呟つぶやく。


「このような町中に堂々と潜ひそんでいようとはな。その隠おん形ぎようの業わざの老ろう獪かいさ、さすがは我わが流派を壊かい滅めつ寸前にまで追い詰つめた大だい妖よう怪かいと言うべきか」


　しゃら……ん


　と。男は手にした錫しやく杖じようを軽く揺ゆらし、口元に笑えみを貼はり付けた。


　男の背後には、彼かれと同じような装よそおいの僧たちが十数名。


　いずれも歴戦の強つわ者ものと思おぼしき気配をみなぎらせ、並々ならぬ覚かく悟ごのうちに無言で控ひかえている。


「しかし今回は前のようにはいかぬ。特別な編成と訓練を積んだ我らが必ずや、貴様の息の根を止めてくれる！　そう、今こ宵よいこそは必ず！」





　かつてひとりの少女を霊れい的てきに消しよう滅めつせしめんと欲し、果たし得なかった者がいた。


「……久しぶりです。この学園に戻もどってくるのは」


　巫み女こ装しよう束ぞくをまとい、ひと振ふりの日本刀をひっさげた小さな少女が、感情の起き伏ふくに乏とぼしい声で静かに呟く。


「度たび重かさなる除霊の失敗を恥はじ、長くつらい修しゆ行ぎようを積み直して霊能者としての格を上げてきたわたしは、もうかつてのわたしではありません。生まれ変わったわたしの辞書からは、もはや失敗の二文字は消え去ったと言っても過言ではないでしょう」


　言って、巫女少女は相棒たる刀をすらりと抜ぬいた。


　満月を映し、本来はただの鉄の塊かたまりでしかないはずの刀が、人ひと斬きり包丁の本ほん性しようをあらわにしてギラリと輝かがやく。


「今宵の鬼おに断たち丸まるは絶好調の気配。今度こそ月つき村むら真ま由ゆさんを仕留め……もとい、除霊を果たしてみせます」





　かつて、まったくの誤解から生命の危機に瀕ひんし、その都度危あやういところを逃のがれてきた者がいた。


「はうう……深夜の学校って、思ったよりもずっと暗くて怖こわいです。やっぱりひとりで来るのはやめたほうがよかったかな……」


　気弱そうな顔であたりをキョロキョロ見回し、へっぴり腰ごしで学園の敷しき地ちを歩いている少女が、震ふるえる声で呟く。


「二にノの宮みやくんに内ない緒しよでここまで来ちゃったけど、いつもいつも頼たよってばかりじゃいられないし。そもそも忘れ物くらいはひとりで取りに行かなきゃだめだと思うし──うう、でも早く帰りたいなあ」





　草木も眠ねむる丑うし三つ時。


　血で血を洗う激しい死戦の気配が、ゆるい夜風に乗って、夜の学園をじわりじわりと満たしつつあった──。





　　　　＊





　午前二時十分。


　戦いの火ぶたは切って落とされる。


「はうー、よかったです。ちゃんと体操服を持って帰れそうです」


　目的の物を抱だきかかえた月村真由は、校門へと向かう道を急ぎ足で駆かけていた。


「体育の授業のあと色々ばたばたしてて、教室に持って帰るの忘れてて、それで家に持ち帰るのも忘れちゃったんですよね」


　恐きよう怖ふを紛まぎらわすため＆ミッションを果たした安心感から、ひとりごとの声はいよいよ大きくなっている。


「グラウンドの隅すみっこに忘れてたのは不幸中の幸いでした。校舎にはカギが掛かかってるし、教室に忘れてたらアウトですもんね。それと体操服に気付いた誰だれかが持っていったりしてもアウトでした」


　照明に照らされた裏門が見えてきた。


　真由の表情がホッとゆるみ、さらに足を速めて一気に外へ出ようとして、


「きゃうっ!?」


　いきなり何かにぶつかり、為なす術すべもなく後ろにすっ転んだ。


「いたたた……な、何？　何にぶつかったの？」


　涙なみだ目めになって鼻っ柱をさすりさすり、真由は自分の進行を妨ぼう害がいした何かを見み出いだそうとして目をこらす。


　急ぐあまり、そして闇が深いあまり、自分の目が何かを見逃したのかと思ったのだが、


「……？　何もない……？」


　文字通りそこには何もなかった。


　壁かべがあるわけでも棒があるわけでもない。ただ空気の層と、それを透すかして見える、照明にあぶり出された裏門があるのみ。


「──奥おう義ぎ、羅ら漢かん封ふう殺さつ界かい」


　その時、静せい謐ひつな声が夜の闇に響ひびき渡わたった。


「門外不出とされてきた数々の甲こう種しゆ禁きん呪じゆのうちでも、その規模と堅けん固ごさにおいては右に出るもののない法ほう呪じゆ。何なん人ぴとたりともこの結界を破ることは叶かなわぬ──たとえ稀き代だいの大妖怪たる貴様であっても、な」


「!?」


　聞き覚えのある声に真由があわてて振り返ると、そこには十数人からなる僧体の男たちがズラリと並んでいる。


　その列から一歩進み出た男が編み笠を上にあげ、鋭するどすぎる眼まな差ざしを露あらわにした。


　怜れい悧りかつ獰どう猛もうな笑みを口もとに刻む男──かつてひょんなことから訪おとずれた寺院にて一戦まじえた、法ほう舜しゆんと名乗る若き法力僧であった。


「ただひとり、貴様を仕留めるために復活させ、我らが血ヘドを吐はく思いで習得した呪しゆだ。この結界の内にある限り、貴様は籠かごの中の小鳥も同然」


「！　そ、そんな……はわわわわ!?」


　突とつ然ぜんの展開による混乱よりも、普ふ段だんのおっとりした気質よりも、かつての苦い経験からくる危機感が勝まさった。


　大わらわで法力僧たちに背を向け、真由は体操服を抱かかえて走り出す。


　目指すは裏門の向こう。平和と安あん寧ねいをもたらしてくれるはずの、正常な世界──


「きゃわっ!?」


　だが次の瞬しゆん間かん、先さき程ほどと同じ光景がふたたび繰くり返された。


　何かにぶつかり、あえなくすっ転ぶ真由。目には映らないが、彼かの女じよの行く先を阻はばむ何かが、確かにそこにはあるらしい。


「無む駄だだと言ったはずだ」トーンの低い法舜の声。「この呪に特化した修行を積んだ法力僧たちが、魂たましいを削けずって編んだ結界。そいつがこの学園の敷地すべてを隙すき間まなく覆おおっている。アリ一匹ぴきとて外には出さぬよ」


「……あ、あのう……」


　引きつった笑え顔がおで真由は振ふり返り、


「前の時も何度も言いましたけど、誤解なんです。ほんとにもう、まったくもって一分の隙もないほどの誤解なんです。わたしは妖よう怪かいなんかじゃなくて、ただの人間で。それは確かにサキュバスっていうちょっと変わったタイプの人間で、そのサキュバスの中でもさらにまたちょっと変わったタイプだけど、それでもやっぱり歴れつきとした人間で、一いつ般ぱん人じんなんです。ですから──」


「法術の流派ひとつを壊かい滅めつに追い込める一般人など、この世のどこにも存在せぬ！」


「はうっ!?」


　法舜の喝かつ破ぱはまあ、当の真由からしても至し極ごくまっとうなものであった。


「さあ、いい加減に覚かく悟ごを決めよ妖怪」


「ううう……」


「遺ゆい言ごんを述べる時間くらいは与あたえてやる。言い残すことがあれば言え」


「…………………………と」


「と？」


「とりあえず、逃にげます！」


　経験は何にも勝る強みである。


　真由は説得も抵てい抗こうもあっさり放ほう棄きし、一目散に逃げ出した。


「ふん、愚おろかなり妖よう魔まの類たぐい。奇き襲しゆうを受けた前回ならいざ知らず、万ばん端たんの備えをして臨のぞんだ我らから逃れられると思うてか！」


　わずかに失笑を漏もらした後、法舜ら法力僧の一団がすかさず追ってくる。


　集団行動ながら、その統制と規律は精せい鋭えいの軍隊をも凌りよう駕がしていた。頭目格たる法舜を頭脳とし、一個の機械のような精密さで動く異能者たち──言葉通り、彼らは万端の備えでもってこの一戦に臨んでいるのだろう。


（はわわわわわわわわわわ！）


　初めから火事場の馬ば鹿か力ぢからを発揮し、逃げ足フルスロットル、普段の真由からは想像できないようなスピードで距きよ離りを取るべく試みる。


（あううう。誤解だって言ってるのに、なんでまたこんな……で、でも）


　あわあわしながらも、真由の表情にはまだほんの少しの余よ裕ゆうがあった。相手がとてつもなく手て強ごわいことは承知しているが、それでも前回はどうにかうまく立ち回って逃げ切った実績がある。


（だから前と同じように逃げてれば、きっとどうにかなるんじゃないかな、って──えええええええええっ!?）


　ほのかな楽観は次の瞬間、粉々に打ち砕くだかれた。


　走りつつチラリと振り返った真由の視界に、僧たちの姿がなかったのである。


　といって彼らが消え失うせたわけではない。


　視線をわずかに上に向けたその先。


　刺し客かくの男たちが黒き化け鳥ちようのごとく飛ひ翔しようしているのが、見えた。


「そ、空を飛んでる!?」


「ふん、さして驚おどろくようなことでもあるまい」


　と法舜（飛行中）。


「大妖怪たる貴様からすれば、この程度は児じ戯ぎに等しかろう？　もっとも我らがこれを習得するには、様々なものを引き替かえにせねばならなかったがな」


　その弁に啞あ然ぜんとなる真由。


　なんだかよくわからないけど、ひとつだけはよくわかる。


　今の状じよう況きようが思ったよりもずっともっとヤバげらしい、ということだけは。


「我らを以前の我らとあなどるなよ？　いざ、往生すべし！」


　法舜の号令の下もと、法力僧たちがいっせいに念を凝こらす気配。


（みぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?）


　さらに逃げ足のピッチを上げる真由。


　だが真由が刺客たちの射線上から逃れるより一瞬早く。


　無数の火球がどこからともなく現れて僧たちの周囲に浮ふ遊ゆうし、間かん髪はつ入れず獲え物ものを穿うがたんと発射された。





　　　　＊





「…………む？」


　同時刻、二ノ宮家の洋館。


　ちまちまと針仕事をしていた二ノ宮峻しゆん護ごは、ふいに何かの予感を覚えて顔を上げた。


「月村さん？」


　と口にしてから、峻護自身おどろいた。


　同居人にして被ひ保護者である少女の名前が、どうして今この瞬間に口をついて出たのだろうか。


「ふむ……？」


　首を傾かしげていたのも数瞬、峻護はすぐに立ち上がり、同じ屋根の下のどこかにいるはずの少女の名前を呼んだ。


「月村さん。月村さーん」


　声は次し第だいに切せつ迫ぱくし、同居人の姿を求めて洋館を駆かけ回る足も速くなって──。





　峻護が着の身着のまま玄げん関かんを飛び出したのは、異変を察知した二分後のことである。





　　　　＊





「ええい、相変わらず逃げ足の速い！　いい加減に往生するがいい！」


「ひーん!?　そ、そんなこと言われても───────っ！」


　結界によって閉じられた空間の中で、濡ぬれ衣ぎぬを着せられた少女と法ほう力りき僧そうたちとの命がけの追いかけっこが続いている。


「五ご行ぎようノの六ろく目もく・紅ぐ蓮れん散さん華げ！」


「にゃひぃぃいぃぃぃぃぃぃっ!?」


　ちゅどーん！


　法力僧のひとりが放った霧きり状の炎ほのおによって死の抱ほう擁ようを強制されそうになり、真由は地を這はうような格好で辛かろうじて逃げ出す。


「二行ノ九目・氷ひよう針しん幻げん舞ぶ！」


「みにゃあああああああああっ!?」


　さくさくさくさくっ！


　また別の法力僧が放った無数の針のカーテンが、悪夢のごとき動きでうねり迫せまってくる。真由はコントじみた見み栄ばえの悪い動きで、しかしある種の昆こん虫ちゆうのようにすばしっこく移動して、死の匂においをまき散らす法術の手からどうにか逃のがれる。


（だ、だめです、このままじゃ……！）


　心肺機能のあげる悲鳴を聞きながら、真由は状況の絶望っぷりをかみ締しめていた。


　かろうじて致ち命めい的てきな一いち撃げきからは逃れきっているものの、このまま事態が推移すればいずれエンドマークがつくことは目に見えている。


　何か。何か打開策はないか。


（こ、こうなったら……）


　涙目になりながらも思考する。


　唯ゆい一いつこの自分に切り札が残されているとしたら。


　それはもう、意識の上では自覚し得ない、潜せん在ざい能力をおいて他ほかにはない。


　そう、以前法力僧たちとひと悶もん着ちやくあったときに発現したらしき、己おのれの力である。


（ぜんぜん記き憶おくには残ってないけど、前回の時はわたしが自力でこんな状況をなんとかしたみたいだし。もしその力をうまく発揮できれば……）


　だがこの自分に、月村真由に、そんな都合のいい力が果たして眠ねむっているものだろうか？


　いやちがう、信じるのだ。


　己に宿るはずの、無限大の力を。


　これだけのピンチに陥おちいれば、そんな力をもれなく引き出せるはずである──そう、信じようではないか。信じることによってのみ、普ふ段だんは眠っている力を意識的に引き出すことができるはずだから。


「……よおおおおおおし！」


　瞳ひとみに気力がよみがえる。


　柳りゆう眉びが凜り々りしく跳はね上がり、口もとには不敵な笑えみすら浮うかぶ。


　戦せん闘とう開始からずっと背中を見せてきた少女が踏ふみとどまり、敵に対して初めて正面を向いた。


「────っ！」


　宙を舞まいつつ激しく追い立ててきていた法力僧たちが目を見開き、あわてて踏みとどまろうとする。


　彼らは以前、覚かく醒せいした真由の反則的な戦闘能力の前にさらされ、ぶざまに敗北を喫きつしている。いきなり自信満々に転じた彼女の表情に、苦い記憶が残像となって蘇よみがえったのだろう。


「ひるむな！　敵はただのひとりぞ！」


　法舜が鋭するどく叱しつ咤たするが、一度脳のう裏りに焼きついた残像はすぐには消せない。


　そして激しく獲物を追い立てていた勢いは、勢いがあるだけに、また意表をつかれたがゆえに、急には止まれない。


　その間かん隙げきを、真由は見事についた。


　時間にしてせいぜい一秒前後。


　だがそれだけあれば、たとえ覚醒前の真由であっても見逃しはしない。ましてや今の彼女であれば──！


「むむむむむむむむうううううううっ！」


　何かを念じるようにうなりつつ、両の手のひらを天に掲かかげる真由。


　その構えは決定的な何かを予感させ、しかし歴戦の法力僧たちをしてもこのタイミングでは回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能、


「え────────い！」


　気合一いつ閃せん。


　高らかな声と共に真由が両手を勢いよく振ふり下ろし、しかし法力僧たちにできることといえば、強くまぶたを閉じるか、南な無む三さんと唱えて億にひとつの幸運を恃たのむことのみ──。


「…………あ、あれ？」


　だが。


　静せい寂じやくを破った音は、燃え盛さかる炎の立てる音でもなく、凍いてつく吹雪ふぶきが立てる音でもなく。


　月村真由のきょとんとした声であった。


「お、おかしいな……えいっ！　とおっ！　やあっ！」


「…………」


　何度も気合の声をあげて、一生懸けん命めいに腕うでを振り下ろす真由。


　目を瞬しばたたかせてそれを見つめる法力僧たち。


　そんな光景が何秒も続いていたが、やがて真由が照れ笑いしつつ、


「あはは……や、やっぱり無理だったみたいで──きゃああああああっ!?」


　肩かた透すかしを食らった怒いかりに、法力僧たちは以前にもまして猛もう然ぜんと迫ってきた。
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　真由はあわてて方向転てん換かんしつつ、完かん璧ぺきだったはずの作戦のどこに穴があったか考える。


　つまりはまだ、正真正しよう銘めいのピンチではないということだろうか？　でもこれ以上のピンチになることは、ひとつきりしかない命をチップにする、あまりにリスキーな大バクチなわけで、


「──あうー、やっぱりそんなの無理ですうううううっ！」


　けっきょく真由にできることは、力の限り逃にげ回ることしかない。


　そんな怨おん敵てきのぶざまな姿を見て、法舜は口もとに粘ねばっこい笑みを貼はり付けた。


（一いつ瞬しゆんどうなることかと思ったが……どうやら決着は近いようだな）


　かつては幾いく度ども不覚を取った相手だが、状じよう況きようがここまで煮に詰つまればもはや逆転はあるまい。


　確実に、着実に、その時は迫っている。


（今こそが勝機！　いざ！）


　鈍にぶく光る錫しやく杖じようを振り上げ、天から一直線に法舜が舞い降りる。あたかも獲え物ものを狩かる猛もう禽きん類のように。


　その先には背を向けて逃げる真由。


　疲ひ労ろうのあまり、逃げることに夢中になるあまり、法舜の剝むいた牙きばには気づいていない。


（討うち取った！）


　勝利を確信した法舜の顔が喜き悦えつに満ちた、その時。


「むうっ!?」


　急降下の勢いに任せ、あとは標的を仕留めるのみだった法舜の顔がゆがんだ。


　さらに次の瞬間、横合いから弾だん丸がんのような速度で飛び込んでくる影かげがひとつ。


（────!?）


　息を呑のむ真由の目の前で、影はすさまじい勢いで法舜と衝しよう突とつ。真由を狙ねらう射線上から引きはがし、勢いそのままに真っ直すぐ校舎へ──





　どぐゎん！





　すさまじい音を立ててコンクリートの壁かべに突つっ込こんだ。


　ほとんど爆ばく発はつと表現していい勢いでまき散らされた破は片へんと煙けむりが、呆ぼう然ぜんとする真由の顔に降り落ちてくる。


「な、な、な、な」


　死への覚かく悟ごと、それを覆くつがえした予想外の出来事に、言語機能が喪そう失しつ気味になる真由の前で。


　思いのほか小さな影が、粉ふん塵じんの中からむくりと起き上がった。


「意気軒けん昂こう、久々に学舎の地へ足を運んでみれば……これはいったい何事でしょうか」


　黒くろ髪かみのおかっぱ頭。


　純白と緋ひ色いろの巫み女こ装しよう束ぞく。


　短い手足の幼児体型に、表情のとぼしい目鼻立ち。


「く、久く遠おん院いんさん……？」


「はい。久遠院まつりです。お久しぶりですね月村真由さん」


　真由と同じ一年Ａ組の生徒にして、自じ称しよう・霊れい能のう巫女の少女であった。


「お、お久しぶりです久遠院さん……というかしばらく姿を見かけなかったけど、今までどこに？」


「今度こそあなたにとりついた悪あく霊りようを除霊するため、修しゆ行ぎようの旅へ。とはいえ今はそんな話をしている場合ではなさそうですね」


「え？……ひゃわうっ!?」


　言い終えると同時に急きゆう迫はくしてきたまつりに、真由は思わず目を閉じてすくみ上がる。


「ぬうっ!?」


　と上がった驚きよう愕がくのうめきは、真由の背後から。


　見れば、粉塵を払はらいのけて起き上がりざまに一いち撃げきを加えてきた法舜を、まつりが愛用の日本刀で受け止めていた。


「せっかく力をたくわえて戻もどってきたというのに。これではおちおち月村さんを除霊することもできません」


「貴様……」


　と歯ぎしりする法舜。


「いったい何者だ？　我わが一撃を食い止めたことといい、歳としに見合わぬその手て練だれぶりといい……面めん体ていからして神職の能力者なのであろうが、どうやってここへ入ってきた？　この付近一帯に張り巡めぐらせた結界は、やすやすと破れるものではないはずだぞ？」


「結界などいくら編んだところで、このわたしにとっては紙の壁も同然。好きなように好きなだけ出入りすることができます」


　あくまで無表情のままの、まつり。その余よ裕ゆう綽しやく々しやくぶりに、法舜の眉み間けんに深いしわが刻まれていく。


　だがこの久遠院まつり。霊能者を自称しているものの、実際は自分にその手の能力が宿っていると思いこんでいるだけで、実際の霊的素養はまるで素す寒かん貧ぴん。法舜のような本職と比べれば月とスッポンもいいところである。


　もっともその思いこみの激しさと、図ず抜ぬけた身体能力の高さ、そしてちょっとばかり奇き矯きようすぎる価値判断基準により、そんじょそこらの霊能者よりもはるかに厄やつ介かいな存在であることも確かなのだが。


「……いずれにせよ問答は無用だな。貴様が我らの大たい願がん成じよう就じゆを妨さまたげる邪じや魔ま者ものであることには変わりない」


　憎にく々にくしげにうめく法舜に、まつりはあくまでもローテンションで、


「同感です。月村真由さんはわたしの獲物……もとい、わたしの依い頼らい人にんです。彼女に手を出そうとする邪魔者は排はい除じよするのみです」


「ほざけ！　それはこちらの科白せりふよ！」


　法舜の怒ど号ごうに合わせて、それまで注意深く成り行きを見守っていた法ほう力りき僧そうたちが一いつ斉せいに躍おどりかかった。


　まつりもそれに応戦すべく日本刀を構えて、


「……といきたいところですが。今は退ひくべき時」


「え？　ひゃわっ!?」


　状況展開の意外さに呆然としていた真由の手を引っ張り、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。


「待て貴様！　口ほどにもない！」


　むろん法舜たちも黙だまって見てはいない。


　むしろ真由のみを追っていた時よりもはるかに旺おう盛せいな戦意でもって、ふたりの少女を追つい跡せきしてくる。


「……ふむ。いい追いっぷりです。特にあの法舜なる男性、彼は相当に厄やつ介かいですね」


　後ろをちらりと振ふり返って感心するまつりに、真由はあわあわと、


「あの、でもどこへ逃にげれば？　あのひとたちが結界とかいうのを張っていて、この学校から出られないようになってるんですけど……」


「そうですね、わたしひとりなら外にも出られますが」


　表情にとぼしい顔のまま、まつり。


「あなたを彼らの毒どく牙がから逃がそうとするなら一ひと工く夫ふうが必要。何か策を考えなければなりませんが、彼らがいずれも手ごわい相手であることは自明。簡単にはいきませんね」


「ど、どうしましょう……？」


「ひとつ、妙みよう案あんがあります」


　まつりの言葉に、真由の顔がぱあっと輝かがやいた。


「そ、そんな方法があるんですか!?　それはどんな!?」


「はい。妙案は妙案ですし、効果はかなり期待できますが、それなりにリスクも伴ともなう方法です。それに加え月村真由さん、あなたの協力も必要不可欠となります」


「わたしの……？」


「はい。協力してもらえますか？」


「は、はい、わたしにできることなら何でも。それで、一体どんな？」


「まあ、あなたも案外頑がん丈じようにできているようですし、大だい丈じよう夫ぶでしょう」


　真由の問いに、まつりはハッキリとは答えず、


「それでは失礼して」


「え」


　おもむろに腕うでを伸のばし、真由の襟えり首くびをむんずと摑つかんで、


「え？」


　見た目の小こ柄がらさに似ない馬ば鹿か力ぢからを発揮して、真由を軽々と振り回し、


「ええええええええええええ!?」


　そのまま思いっきり、後ろを追ってくる男たちに向けてブン投げた。


「ひいいいいいいいいいいい!?」


　弾丸のように向かってくる真由に、法力僧たちも一いつ瞬しゆんたじろぎ、たじろいだがゆえに思考は一瞬停止する。彼らは危険に際し、本能の赴おもむくままに弾丸を避さけるしかない。


　真由は法力僧たちの間を抜けて真っ直ぐに飛び、グラウンドに張ってあった野球用のネットにぶちあたり、勢いを殺しきれずにそれをも突き破り、その向こうの金かな網あみにぶつかってようやく止まり、


「ふみゃあっ!?……はうう……」


　目を回してパタリと地に倒たおれた。


　が、法力僧たちはその顚てん末まつを最後まで見届けることはできなかった。


　人間弾だん頭とうが通過したのとほぼ同時、すさまじい踏ふみ込こみで間合いを詰つめてきた巫み女こ姿の少女が背中に手を入れて、


「凡ボン頭ズ丸まる」


　次の瞬間、小さな手のひらに握にぎられて姿を現す、あちこちがべっこべこに凹へこんだ傷だらけの金属バット。


「んな──」


　死の匂においを察したか、あわてて応戦しようとする法力僧たち。


　だが時すでに遅おそし。


「神しん敵てき退散」


　静かな死し刑けい宣告の声と共に、凶きよう器きがすさまじい勢いで一いつ閃せんされた。


『ぐぎゃああああああああっ!?』


　ただの一閃で根こそぎ刈かり取られ、ゴムボールか何かのように吹ふき飛ばされる法力僧たち。いかに屈くつ強きようの者どもとはいえ、こんな一いち撃げきを無む警けい戒かいに食らってはひとたまりもないだろう。


　コンクリートやらアスファルトやらに身体からだをしたたかに打ち付けられ、沈ちん黙もくする法力僧たち。


　死し屍し累るい々るいたるありさまの夜の校内、あくまでも平静なまつりがポツリと一言。


「……ナイスショット」


　とぼしい表情をわずかに動かし、満足の度合いを表明したところで、


「──甘あまいわ！」


　刹せつ那な、死角から突とつ進しんしてくる影かげがひとつ。


「む？」


　だがまつりの反応も早い。


　金属バットを素す早ばやく構えなおし、向かってきた影ボールをふたたびホームランにしてやるべく叩たたきつける。


　ギィィィィィン！


　金属同士が激しくぶつかる耳みみ障ざわりな音と、飛び散る火花。


　交差するバットと錫しやく杖じようを挟はさんで、ふたりの異能力者が額をこすりつけ合う。


「……まだ動けましたか」


　無表情の中にも驚おどろきをまぜて、まつり。


「手加減したつもりもなかったのですが」


　対する影──法舜は舌打ちを交えながら、


「不覚……まさかああいう形で女妖よう怪かいをオトリに使うとは。それに加えてあの一撃の威い力りよく……集団式の甲こう種しゆ法術の中にも、あれほどの技わざは数少ないというのに。どうやら貴様に対する認にん識しきを改めねばならんようだな、巫女の小こ娘むすめ」


「あなたこそ、よくあの一撃を受け止めましたね」まつりはやっぱり無表情のまま、「『凡ボン頭ズ丸まる』の直撃を食らってまだ動ける人間はあなたが初めて。認識を改めなければならないのはこちらも同様のようです」


　激しく睨にらみ付ける男と、静かにそれを受け止める少女。


　ふたりの間で、ある種の合意が成立したようだった。


「──どうやら貴様を排はい除じよせぬ限り、悲願成じよう就じゆは叶かないそうにないな！」


「同感です。わたしは自分の獲え物ものを譲ゆずるつもりも分け合うつもりもありません。果実をもぎ取るのはひとりで十分です」


　夜風が吹ふく。


　さらなる死戦の気配をはらんで不ふ吉きつに、煽あおるように。


「──八行ノ七目・風ふう刃じん両断！」


　法舜が錫杖を地に突つき立てると、周囲の空気が揺ゆらめいて透とう明めいな刃やいばを形作る。


「挽ひき肉にく丸まる」


　それを迎むかえ撃うつべく、まつりが袴はかまの中から無骨なチェーンソーを取りだしてエンジン点火。無ぶ遠えん慮りよな咆ほう吼こうを夜よ闇やみにまき散らす。


　結界によって封ふうじられた空間に、勘かん違ちがい野や郎ろうふたりが巻き起こすエネルギーの嵐あらしが吹き荒あれる──。





　　　　＊





　焦あせるあまり思考の精度が落ちていたのは否いなめないが、それにしても遅おそきに失したと言うべきだろう。


　町中のあちこちをかけずり回って同居人の少女を捜さがし回っていた峻護は、ようやく正解の地へと足を運んでいた。


「くそっ、手間取ってしまった。月村さんが行きそうな所といえば、あとはここぐらいしかないんだが……って、なんだなんだ!?」


　徐じよ々じよに近づいてきた神宮寺学園の様相が明らかになるにつれ、峻護の目が点になっていく。


　母校たる学まなび舎やは、空くう爆ばくを受けた後のようにボロボロであった。


　ある場所は黒こげになって煙けむりを上げ、ある場所はひび割れて崩ほう落らくし……もはや原形を留とどめている箇か所しよのほうが少ないほどだ。


　しかも今もってなお、新たなる爆ばく煙えんが上がっているようである。


　峻護は疾しつ走そうするピッチを上げた。


　無人の道を駆かけ抜ぬけ、学園に至り、


「月村さん！　月村さんは──!?」


「こちらですわよ峻護さん」


　ふいに聞こえた声にハッと振ふり向き、そこにいた人物を見てもういちど目を点にした。


「君きみ江えさん!?」


「はい。お久しぶりですわね峻護さん」


　紅白の巫女装しよう束ぞくに身を包んだ妙みよう齢れいの女性が、穏おだやかな微び笑しようを向けてくる。


　久遠院君江。


　久遠院まつりの母親にしてブレーキ役。そして生身の身体を持たぬ幽ゆう体たい。


「ご、ごぶさたしてます……というかあなたがここにいるということは、ひょっとして娘のまつりさんも……？」


「ええ。とはいえ積もる話の前に、まずは真由さんを。ただの脳のう震しん盪とうですから問題ないでしょうが」


　と、君江が指さす先で、尋たずね人が伸のびていた。


　あわてて駆け寄り、抱だき上げる。


　ざっと診しん断だんしてみるが、確かに君江の言うとおり大事はなさそうだ。


「ある意味いいタイミングでしたわね、峻護さん。たった今、現うつし世よと隠かくり世をへだてていた結界が消しよう滅めつしたところですわよ。もし結界が残ったままだったら、峻護さんがここへ至ることはできなかったでしょう」


「結界？　何の話です？」


「ちなみにうちの娘が結界の中に進入できたのは、霊れい的てき素養が完かん膚ぷ無きまでにゼロゆえ、霊的な影えい響きようも一いつ切さい受けずに済むから、という理由なのですが……まあ結界が途と切ぎれている今となってはどうでもいいことですわね」


「…………？」


　まったく事情を摑つかめていない峻護に理解を促うながすように、君江はちらりと視線を走らせた。


　つられて視線を向けた峻護がアッと息を呑のむ。


「それにしてもタフな方ですわねえ。体力だけが自じ慢まんのあの子と正面切ってぶつかって、なお互ご角かくとは」


　そこにひと組の男女がいた。


　峻護もよく見知った少女、久遠院まつりと──それともうひとり、こちらも見かけた記き憶おくのある男だった。以前に真由とトラブルになったことのある若い僧そう侶りよだ。


　お互たがいに着衣をぼろぼろにし、力ちから尽つきた様子でがっくり膝ひざをつき、しかしそれでもなお瞳ひとみには確かな力が宿っているように見えた。


「あのふたりが戦った……？　いったい何が……」


「まあ、さすがにこれ以上の戦せん闘とうは無理でしょうね」と君江。「両者ともにガス欠なのは明らか。あの僧侶の方が扇おうぎの要かなめよろしく支えていたらしき結界も消滅した今、勝負は後日に仕切り直すしか──」


「まだ、だ」


　君江の呟つぶやきが聞こえたものか。


　ほとんど風前の灯ともしびな法舜の声が、断固たる否定の言葉を紡つむいだ。


「まだ、やらねばならんことがある」


　歯を食いしばり、手も足もがくがくと震ふるわせながら。


　半ば這はうようにして、法舜は敵手たる少女に近づいていく。


「拙せつ僧そうは若くして流派の将来をになう器うつわと評され、その才さい腕わんをみずから自負もしてきた。妖よう魔まに不覚をとった後はよりいっそうの厳しい修しゆ行ぎようを重ね、流派最強と呼ばれるまでに己おのれを磨みがき上げてきた」


「…………」


　対する久遠院まつり。


　こちらは表情こそとぼしいながらも、わずかに視線を逸そらすこともなく屈くつ強きようの敵手を見返している。


「その拙僧がまたしても不覚を取るとはな。しかもこのような、童わらわとしか見えぬ小娘相手に」


「その小娘ひとりもねじ伏ふせられなかったのは、どこのどなたでしょうか」


　まつりも負けていない。


　指一本動かすのはおろか、くちびるの端はしを震わせるのも億おつ劫くうにちがいないが……それでもあくまで無表情のまま、神経をえぐるような毒舌を吐はいてくる。


「ましてこちらはわたしひとり、そちらは十数人からなる法力僧の集団。これだけの戦力差で引き分けたことに対してどのような言い訳が出てくるか、とても興味があります。油断だった、本調子ではなかった、といった定番以外の言い訳を聞かせてもらえるものと期待してやみません」


「…………」


　瞳に炎ほのおのゆらめきを灯ともしたまま、じりじりとまつりに近づいていく法舜。


　まつりもまた、少しも引く様子はない。


　お互いの息が吹ふき掛かかるような至し近きん距きよ離りまで近づいた。


　転てん瞬しゆんの後には死が訪おとずれてもおかしくない、魔の領域。


　これはこの場で再戦か？


　と危き惧ぐした峻護が一歩前に出ようとした、その時。


「言い訳はせぬ。だが、かわりに言わねばならぬことがある」


「…………？」


　法舜は真しん剣けんそのものの顔で。


　その瞳に炎のゆらめきを──敵意のそれではない、情熱のそれを灯して。


「拙僧と結けつ婚こんしてほしい」


　聞き間ま違ちがえようのない音量と発音で、確かにそう言ったのだった。


「…………は？」


　と峻護が目を点にしたのは、無理からぬことだろう。彼だけではない、隣となりにいた君江ですらそうである。


　無論、プロポーズされた当人である久遠院まつりも。


「…………」


　峻護は、まつりの表情らしい表情を初めて見た。


　下手をすれば見た目小学生の巫み女こ少女は、ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったみたいにキョトンとしている。


「この法舜ひきいる僧兵団を相手に一歩も引かず渡わたり合うその力量……見事だった。惚ほれたよ。完膚無きまでに惚れ込んだ。拙僧が将来の伴はん侶りよとすべき相手は、貴女あなたをおいて他ほかにない」


　……一世一代の大ボケか？


　と思ってまじまじと法舜の表情を見直してみた峻護だが、若き法力僧はどこからどうみても本気であった。


　しかしまつりはまだ高校生の若さで、おまけに見た目は高校生以下。加えてあの性格からして、一いつ般ぱんの人が普ふ通つうに持っているであろう、恋れん愛あい感情その他の情操をほとんど持ち合わせていないことは疑いなく、そんな少女にいくら求婚したところで、


「受けます」


「…………は？」


　今度こそ耳を疑う峻護。


　空耳の類たぐいでなければ今、久遠院まつりは承しよう諾だくの返答をしたように思えるのだが。


　そしてまた峻護は、自分の五感を二度つづけて疑うことになる。


　今回は視覚だった。


　何度も目をこすって見直してみたが、間違いない。


　なんと、あの無表情一点張りのまつりが耳まで顔を赤く染め、あまつさえちょっとくすぐったそうに身をよじらせているのである。


　もはや愕がく然ぜんとなるしかない峻護を後しり目めに、まつりは再び口を開いて、


「受けます。おヨメさんになります。わたしもあなたの技量にはずいぶん感心していました。わたしのおムコさんとして、十分な資格を持っていると認めます」


「そうか！　受けてくれるか！」


　しかつめらしい表情が基本の法舜が喜色を満面に浮うかべる。


「求婚を受けてくれて感謝する。して、入にゆう籍せきはいつ？」


「早いほうがいいと思います。早ければ早いほど」


「同感だ。こういうことは早いほうがいい」


　法舜は大きく頷うなずき、


「ではさっそく役所へ赴おもむこう。この時間ではまだ開いていないだろうが、書類上の手続きを迅じん速そくに進め、朝一番で婚こん姻いん届を提出できるように」


　言って手を差し出す法舜。


　こくりと頷き、その手を取るまつり。


「さあ行こう」


「はい、あなた」


　新しん郎ろうと新婦は手に手を取り合って駆かけていく。


　疲ひ弊へいした身体からだをものともせず。


　白み始めた東の空から昇のぼる、朝日のその先を目指すかのように。


「…………あらあら。まあまあ」


　先に立ち直ったのは君江であった。
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「さすがにこれは予想できなかったわ……ともあれあたくしは、あの子の親としての責任を果たさねば。若いふたりだけでは色々と不具合でしょうしね。それでは峻護さん、またいずれ」


　丁てい寧ねいに辞じ儀ぎをしてから、幽ゆう体たいの女性はふわふわと宙をすべって去っていく。


「…………」


　あとにはただ、戦せん闘とうの傷きず跡あとも生々しい神宮寺学園と、未いまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつの峻護が残されて、


「…………あれ？　二ノ宮くん？」


　気を失っていた真由が目を覚ました。


「あれ、もう朝……あ、あれ？　これってどういう状じよう況きよう？　二ノ宮くん、これは一体……？」


「…………。すべては」


　どこか遠い目であらぬ方向を見つめ、峻護は呟つぶやく。


「幻まぼろし、だったのさ。すべては陽ひが昇るとともに霞かすみと消えた、あわい幻……おれは、そう思うことにするよ。ま、思い込みの激しそうなふたりだったし」


「は、はい？」


　回答の意味がわからず、目をぱちくりさせる真由。


　峻護はそれ以上をあえて語らず、


『こういうことも、あるんだなあ』


　と、さしあたり一時的にだけでも自分を納なつ得とくさせられる魔ま法ほうの言葉を心のうちで唱えながら、いつまでもいつまでもあらぬ方向を見つめているのだった……。







おしまい
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　真由と麗れい華か、やきもきするのこと







「うーん……」


　またしてもうなり声が発された。月つき村むら真ま由ゆが数えている限りにおいてでさえ、これでもう二十回目である。


「二にノの宮みやくん、何をそんなに困ってるんでしょう……？」


　うなり声の発生源、二ノ宮峻しゆん護ごが眉み間けんにしわを寄せる姿を遠巻きに見守る真由は、とても気がかりであった。ここ二ノ宮家の洋館に住まう同居人の少年は、何ゆえあんな難しい顔をして考え込んでいるのか。


「どうせまた、くだらないことで悩なやんでいるのですわ」


　同じく峻護を見守っていた同居人、住み込みメイドの北ほう条じよう麗れい華かがそっけなく言った。


「二ノ宮涼りよう子こから無理難題を言いつけられたとか、月村美み樹き彦ひこに変態的行こう為いを強要されたとか。よくある話でしょうに」


「確かにそれはそうなんですが……」


「とはいえ」


　麗華はコホンと咳せき払ばらいして、


「万が一、ほんとうに深刻な事態が訪おとずれているのであれば看過はできません。不本意ながら、ここはあの男の相談に乗るのを良しとしましょう」


　真由の顔がぱあっと明るくなった。


「じゃ、いっしょに聞きに行きましょう麗華さん！」


「ま、どうせろくでもない悩みでしょうけどね」


「まあまあ。まずは話を聞いてみてからですよっ」


　渋しぶい顔をする麗華を、真由が笑え顔がおで引っ張っていく。


　彼かの女じよたちふたりは峻護をめぐる恋こい敵がたき同士ではあるが、こういう時は手を取り合って想おもい人のために尽つくすのが人の道というものであろう。


「二ノ宮くん二ノ宮くん」


　声をかけると、峻護はやや憔しよう悴すい気味の顔を上げた。よほど切実に悩み果てているものらしい。


「ああ月村さん、それに北条先せん輩ぱい。どうしたんですふたりとも？」


「えっと、二ノ宮くんがものすごく悩んでるみたいだったので。わたしたちで何か相談に乗れることはないかな、って」


「ああ──そうか。おれはそんなに深刻そうにしてたのか」


　言って、明らかに無理をしてるとわかる笑顔を作り、


「いや、だいじょうぶだよ。おれひとりで解決できる問題だから」


「そ、そうですか？　あのでも余計なお世話かもしれませんけど、二ノ宮くんほんとにさっきからずっと悩みっぱなしなので。お役には立てないかもしれないけど、話を聞くだけでも少しは気持ちが楽になるんじゃないか、って思うんですけど……」


「いや、ほんとにだいじょうぶなんだ。なんだか余計な心配をさせてしまったみたいで申し訳ない」


　すまなそうに深々と頭を下げてくる。手を差し伸のべるつもりで来ているのに、これではまるで話があべこべだ。


「ちょっとおどきなさい月村真由」


　ここで選手交代、麗華が前に出た。控ひかえめで押おしの弱い真由では、この場は分が悪い。


「二ノ宮峻護」


「あ、はい」


「問題をできるだけ自分の力で解決しようとする、その心意気は大いに結構。今あなたが抱かかえている問題の深刻さは容易に想像がつきますが、その解決に際して安易に他人に頼たよらない自主自立の精神は十分評価に値あたいします」


「あ、はい。どうも」


「ですが、世の中にはひとりではどうにもできないこと、あるいは他人の手を借りて進めたほうが効率のよい物事というのも存在するのです。であればここは頭を下げ、周囲に救いを求めるのが賢かしこい道と言えるのではなくて？」


　北条麗華はメイドであるよりもはるか以前に、北条コンツェルンの次期総そう帥すいであり神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの生徒会長でもある。その言葉には内容以上の説得力があった。


　だが、


「たしかに北条先輩のおっしゃることはもっともなんですが。でもやっぱりこれは、おれが自分で解決しなきゃいけない問題のような気がして」


「なぜです。わたくしたちに相談できない理由とは何なのです。それをおっしゃいなさい、でなければ納なつ得とくいきませんわ」


「いや……すいません。それもちょっと」


「ああもうまどろっこしい！　あなたがそんな深刻ぶった顔で屋や敷しきをうろついていると、空気が重くなってしょうがないのよ！　さっさと白状なさい！」


「あ、なるほど。そこには気づきませんでした。確かに心配させちゃうのも当然ですよね。わかりました、じゃあおれはしばらく家を出て──」


「そういう問題じゃないでしょうこの馬ば鹿か！」


「ま、まあまあ麗華さん、落ち着いて落ち着いて」


　怒いかりで蒸気をあげる令れい嬢じようをなだめつつ、真由がふたたび説得にかかる。


「二ノ宮くん。麗華さんがこれだけ怒おこるのも、真しん剣けんに二ノ宮くんのことを考えてるからだと思うんです」


「そう──そうだよな。ほんとうにありがたいことだと思ってるよ」


「もちろん真剣に考えてるのはわたしも同じです。だから、もう少しなんというか……わたしたちを信しん頼らいしてもらえないでしょうか？　わたしたちっていろいろな縁えんが重なって、こうしてひとつ屋根の下で暮らしているわけで……だったらお互たがいをもっと頼ってもいいと思うんです。そんなに他人行ぎよう儀ぎじゃなくてもいいと思うんです」


「うん……そうだな、そうかもしれない」


　訥とつ々とつと、しかし切実に訴うつたえる真由に、峻護も思うところがあったようだ。


「話してはもらえないでしょうか？　わたしも麗華さんも、全力で二ノ宮くんの助けになりますから」


「…………。わかった。おれの考えが間ま違ちがっていた」


　しばしの沈ちん黙もくの後、峻護は己おのれの非を認めた。


「確かに他人行儀に過ぎたかもしれないな。いっしょに暮らしてて、しかもこうして協力を申し出てくれてるのに……ふたりともほんとにありがとう。ぜひお言葉に甘あまえさせてほしい」


　深々と頭を下げた。決して頭の高い男ではないが、ここまで下した手てに出るのもめずらしい。


　好いた男にこうまで頼られれば、女としては奮起せざるを得ないだろう。


「それで二ノ宮くん」


「いったい何をそんなに悩んでいたんですの？」


「何でも話してくださいね？」


「どんな問題でもたちまち解決して差し上げますわよ」


　我先に、とぐいぐい前に出ながらたずねる少女ふたり。


　峻護にはなおも逡しゆん巡じゆんがあったようだが、やがて腹を決めたらしい。


「うん……よくよく考えたら、そこまで深刻に考え込むことでもなかった気がしてきた。月村さんと北条先輩が申し出てくれたおかげで、なんだか気が楽になったし」


「うんうん」


「さあ早くおっしゃいなさい」


「はい。実は──」


　峻護はもう問題が解決し終わったかのような、肩かたの荷が下りたみたいな顔で、こう言ったのだった。


「とある女性から、告白ってやつをされまして」





　　　　＊





「…………」


「…………」


　笑え顔がおが固まる、というのはまさにこういう状じよう況きようを指すのだろう。


　真由と麗華は、言葉の意味を咀そ嚼しやくするかのような間をしばしおいてから、


「ええと……」


「今なんとおっしゃいまして……？」


「はい。ある女性から愛の告白をされた、と」


「な、なるほど……」


「それはそれは、大儀なことですわね……」


　少女ふたりは、ちょっとイレギュラーな感じの笑顔のままである。


　それに気づくことなく、峻護は事のあらましをざっと説明した。


　見知らぬ相手からの突とつ然ぜんの告白であったこと。相手は文句なくかわいい女の子であったこと。突然の告白ではあったものの、相手の女の子の態度は明らかに真剣なそれであり、真ま面じ目めで深い交際を希望されているということ──etc。
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　だが無論、聞かされる側の少女ふたりは半ば上の空である。


（ど、どうします麗華さん？）


（どうしますもこうしますも……この鈍どん感かん男、よもやよもやそのような相談を、よりにもよってわたくしたちに持ちかけるとは……ッ）


（でも二ノ宮くんは、最初は話すのを嫌いやがってたわけで。そこをわたしたちが説得して聞きだしたわけで、しかもぜったい解決してあげるって大見得切ったわけで……ほら二ノ宮くん、もうすっかり安心しきった顔ですよ？　わたしたちのこと信頼して頼りきっている顔ですよ？）


（知ったことですかそんなもの。ここはひとつ、不ふ埒らちな無神経男にたっぷりとお灸きゆうを据すえて──）


（だ、だめですってば麗華さん！）


　火の気き性しようを持つ令嬢メイドは、表面上の笑顔とは裏腹に早くも暴発寸前である。ここは真由が間をもたせるしかない。


「えーとそれで二ノ宮くん。その告白の返事はいつしなければいけないんですか？」


「いや、特にいつということはないよ」


　峻護いわく、その女の子はこう言ったらしい。


『お返事はいつでも構いません。突然こんなことをして、ご迷めい惑わくをお掛かけしていることは承知しています。でもどうしても気持ちを伝えたくて……だからお返事はいつまでも待ちますし、いつでもだいじょうぶですし、ご面めん倒どうであればお返事がなくても構いません』


　……どうやらいい子であるらしい、と真由は思った。


　思い余って告白したはいいが、突然のことに峻護が迷惑してるのではないかと恐きよう縮しゆくしている姿が目に浮うかぶようである。少なくとも自分の気持ちを無理やり相手に押おし付けるような、そういう自己中心的なタイプではあるまい。


　そして真剣に峻護のことを想おもっているようでもあった。想いが募つのりに募った末、初対面での告白という行こう為いに及およばざるを得なかったのだろう。


　文句なくかわいく、性格もよく、しかも真剣な気持ちをもっている──となれば、これはいよいよ一大事である。


（ど、どうします麗華さん？）


（どうしますも何も……どうするもこうするもできないでしょう、今の段階では）


　令嬢も同じ感想を抱いだいたようだ。体てい裁さいとして笑顔は保ちつつも、その表情の強こわ張ばりはいよいよ厳しくなっている。


「……と、いうわけなんだけど」


　峻護は期待に満ちた顔で身体からだを前に乗り出して、


「ぜひともいいアドバイスをお願いしたい。どうするべきかほんとに悩なやんでるんだ」


「悩んでる、ですってえ……？」


　笑顔のまま麗華がぼそりと呟つぶやいた。


「どの口でそんな無神経なセリフをさえずりますかこの薄はく情じよう者もの。アドバイスも何も、あなたの取るべき道は即そつ決けつの拒きよ絶ぜつ、その一いつ択たくに決まってるではありませんか。必然ともいうべきその道をよもや選ばないというのであれば相応の覚かく悟ごを……」


「えっ？　すいません北条先せん輩ぱい、ちょっとよく聞こえなかったんですが……もう一度お願いできますか？」


「えーとあのっ！」


　真由があわててとりなしに入った。


「麗華さんはつまり、とても難しい問題だからもうちょっと考えさせてほしいと！　そういう意味のことを言ったんだと思います！　ね、そうですよね麗華さん!?」


「そんなわけありますかこのおたんちん。わたくしが言いたいのは──」


「ん、そうか。それはそうだよな。おれだってさんざん考えても答えが出なかったんだ、月村さんと北条先輩だってすぐ答えを出せるわけないか」


　幸いにも麗華の呪じゆ詛そは届かなかったらしい。峻護は真由のとりなしにあっさり納なつ得とくしたようだ。


（それにしても二ノ宮峻護、これほどまでに薄情な男とは……！）


　暴発をこらえつつも、麗華は怒ど髪はつ天をつく気持ちだった。


　彼女にとって二ノ宮峻護は、十年もの間にわたって恋こい焦こがれた相手。しかもお互たがいに将来の約束を交かわし合った間あいだ柄がらなのである。それは子供同士のお遊びでは決してない、真しん剣けんな誓せい約やくであったはずなのに。


（それなのに、ようやく十年ぶりに再会したかと思えばわたくしのことをすっかり忘れていて……それだけでも万死に値あたいするというのに、もし万一にも別の女を選ぶようなことがあれば……）


　一方、おっとりした性格の真由も、今回ばかりは心穏おだやかではありえなかった。


（二ノ宮くん、その子のことどうするつもりなのかな……？）


　麗華が今にも暴発しそうなためやむなく抑おさえ役に回ってはいるが、内心ではハラハラオロオロ、ほとんど泣き出したい気分である。


　彼女は『生命元素関連因子欠けつ損そん症しよう』という特とく殊しゆな症状を抱かかえる少女──いわゆる『サキュバス』と呼ばれる存在、男性の精気を取り入れなければ生きていけない存在だ。


　のみならず、サキュバスでありながら男性恐きよう怖ふ症しようであるという、泣きっ面つらに蜂はちの性質まで背負っている。


　そんな真由が初めて出会った、男性恐怖症を感じずに済む異性。それが峻護なのだ。彼女が峻護に対してどのような感情を抱くに至ったか、容易に想像がつくことだろう。


　恋こい敵がたき同士の少女ふたりは今、同じ気持ちを共有していた。


　今日この日に至るまでひとつ屋根の下で暮らし、恋の鞘さや当あてを演じてきた真由と麗華。


　峻護がそのどちらかを選ぶというなら、わかる。まだしも納得はいく。


　しかしどこの誰だれとも知れぬぽっと出の女性を峻護が選ぶとなれば、運命の女め神がみの非道もここにきわまるというものではないか……。


（──とにかく麗華さん、ここは抑えて）


　平常心を最大限に発揮し、真由はひそひそ声でたしなめた。


（わたしが何とかしてみますから。ここは任せてください）


（あなたに任せる？）


　麗華は固形化した笑顔のまま返答。


（ご冗じよう談だん、いったい何を任せるというのです？　口下手で交こう渉しよう能力もないあなたに）


（でも麗華さん、今すごくキてますよね？）


（真綿で突つっついただけでも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうですわ）


（そんな麗華さんに任せたら、何を言い出すかわからないじゃないですか。わたしたち、いったんは相談に乗ることを引き受けちゃったし。二ノ宮くんの信しん頼らいに応こたえないと）


（信頼を先に裏切ったのはあの男だと思いますけどね）


　などと憎にくまれ口を叩たたきはしたが、真由の主張にも一理あると認めたようだ。


（──わかりました。ここはあなたに任せてみましょう）


（はい。がんばります）


（さして猶ゆう予よはありませんわよ？　わたくしがまだ菩ぼ薩さつの顔をしていられる間になんとかなさい）


　発はつ破ぱをかけられつつ送り出された格好の真由は、コホンと咳せき払ばらい。


「えーと二ノ宮くん」


「うん。なんだい？」


「えーとですね……」


　真由の本心では、できれば相手の女性の気持ちも尊重したいと考えていた。真由自身が抱く気持ちが真剣なゆえに、別の誰かが抱く真剣な気持ちも大事にしたいのである。


「えーとまず、その女の子のことを聞かせてもらえますか？」


　考えた末、まずは無難と思われる線から入ってみることにした。


「でないと、アドバイスするにしてもどうすればいいのかわからないので」


「そうか。うん確かにそうだな」


「その子に対する二ノ宮くんの印象って、どんな感じだったんです？」


「印象？　うん、とにかく可愛かわいい子だったな」


　峻護の表情がゆるんだ。


「可愛い子……ですか」


　逆に真由の方は心穏やかではありえない。


「具体的にどう可愛かったんですか？」


「いや、とにかく真っ直すぐな子だったんだよな。自分の気持ちをありのままに、正直に伝えてきたこともそうだし、それに礼れい儀ぎとかもしっかりしてたし。そういうところが爽さわやかで、なんだか微笑ほほえましくなる感じだった」


「むぐう……わたしとか麗華さんじゃ真ま似ねできないです、そういうのは……」


「ん？　何か言った？」


「あ、いえ何も。ええとじゃあ、その子のスタイルとかはどんな感じだったんでしょう？　たとえばすごいセクシー系だったとか」


「いやいやそれはないよ。ごくごく細身の子だったし、背も低かったし」


「なるほど、細身で背も低い……」


　思わず自分の身体からだを見下ろす真由である。上背もわりとあるうえ、間ま違ちがっても細身とは言えない彼女だった。肩かたこりを誘ゆう発はつしてやまないふたつのふくらみは、メロンかスイカのようなサイズに成長している。ひょっとしてこういうのは峻護の好みでないのだろうか。


「そうだな、あとは……ファッションとかには、けっこうこだわりがある子のように見えたな。おれはそういうのよくわからないけど、かなりおしゃれっぽい服着てたし」


　……それにしても、まだ見ぬ恋敵のことを話す時の峻護の顔はどうであろう。


（なんだか二ノ宮くん……その子のことを話す時の感じが、いつもとちがいます）


　まるでできたばかりの恋人の話をするような、とでもいうのだろうか。


　やたらとこう、ほんわか和なごんだ顔をしていて、要するにひどく幸せそうなのである。


（でもここはがまん、がまん……）


　言い聞かせつつ、真由は核かく心しんに迫せまることを尋たずねた。


「ええとじゃあ、ぶっちゃけて訊きいちゃいますけど。そういうタイプの子のことは、どう思ってますか？」


「ん？　その子のこと？　そうだなあ……」


　天てん井じように顔を向けて考えるそぶり。


　それからいかにも微笑ましそうな表情をして、


「とにかく新しん鮮せんな感じはしたかな？　何しろ今までおれの周りにはあまりいなかったタイプだし。基本、おれにとって女性って生き物は、ひたすら疲つかれるだけの存在だったしなあ」


　いやあ参ったもんだよ、と苦く笑しようする峻護。地じ雷らいを踏ふんだことにも気づかずに。


「……なるほど」


「疲れるだけの存在ね……」


　真由と麗華が低く呟つぶやいた。声が殺気を帯びなかっただけ、まだしも立派というべきだろう。想おもい人から『疲れるだけの存在』などと言われて心穏やかでいられるなら、女をやめて聖人君子にでも転職したほうがいい。


　──が、この問題発言は別に、真由と麗華のことを指しているのではないのだった。彼かれは長年共に暮らした姉の涼子のことを言ったつもりなのである。


　スパルタで容よう赦しやのない二ノ宮涼子は、弟に対して理り不ふ尽じんな仕打ちを重ねること十数年。峻護の女性に対する認にん識しきをややマイナスのものに変えてしまったきらいがある。それゆえの『疲れるだけの存在』発言であり、苦笑なのであった。


　つまるところこの事態は、単なる不幸なすれ違いにすぎない。


　だが不幸なすれ違いこそがもっとも多くの流血を招く、というのが世の常なのである。


　ふたりの少女は無言のうちに、無神経男への復ふつ仇きゆうを決意した。


「……そうですわねえ」


　口火を切ったのは麗華だった。


「これまでの話を聞いてわたくしからアドバイスできることは」


「はい、なんでしょう？」


「告白の返事を伝える際に」


「うん、うん」


「逆立ち歩きで行くこと」


「……は？」


　突とつ拍ぴよう子しもない発言に、きょとんと目を丸くする峻護。


「それと、下半身には衣類を何もつけずに行くこと」


「衣類を何も……って、つまり下半身だけ裸はだかで、ってことですか……？」


「ええそうですわ。ああそうそう、ただし靴くつ下しただけはちゃんと穿はいていくようになさい。そうね、あか抜けない白のハイソックスあたりが理想かしら」


「……あのすいません、おっしゃってる意味がさっぱりわからないんですが……」


「えっ？　知らないんですか二ノ宮くん？」


　驚おどろきを禁じえない、といった顔で真由が割って入る。


「それって、女子高生の間では有名なおまじないなんですよ？　今ものすごく流は行やってて、もう世間的には常識になってるんですけど……そうですか、知らなかったんですか。びっくりです」


「仕方ありませんわ。流行にうとい朴ぼく念ねん仁じんですもの」


　と麗華が合いの手。いかにも無知な峻護を哀あわれむように、といった態ていだ。


「ちなみにそのおまじないの効果は『恋れん愛あいに関するすべての問題がうまくいく』ですわ」


「いや、ていうか……そんな万能なおまじないホントにあるんですか？」


「ええもちろん。だけどそれほど強力なおまじないなんですもの、代だい償しようも大きくて当然ですわよね？」


「ですよねー。それに最近よく見かけますよね、街でそのおまじないやってる子たち。みんながんばってるんだなあ、っていつも思ってます」


「ほ、ほんとに!?　いやでも、おれは一度も見かけたことないんだけど……」


「だって二ノ宮くん、女の子たちが何を考えて何をしてるかとか、ぜんぜん気にして見てないでしょう？　だったら気づかなくて当たり前ですよ」


「いやまあ、確かにそういうのにうといのは事実なんだけど……えっ？　いやほんとにそうなの？　ほんとにそのおまじない信じていいの？」


「いけませんわ二ノ宮峻護！」


「えっ？　えっ？　な、何がです？」


「このおまじないを成功させるためにはひとつ、絶対守らないといけない大前提があるのですわ。それは、このおまじないの効果を決して疑わないこと」


「疑わないこと、ですか……？」


「そうです。疑ってはいけないし、例えばおまじないのことを誰かに話したり訊いたりしたりするのも厳禁。イワシの頭も信心から、という格言を持ち出すまでもなく、なによりまず信じることこそが力の源になるのですわ」


「はあ、なるほど……そう言われると説得力があるようなないような……」


「あ、それと二ノ宮くんもうひとつ。告白の返事をする時の話し方ですけど」


「話し方？」


「語ご尾びには必ず『にゃあ』をつけてください」


「ご、語尾に『にゃあ』？　ちょ、まったく意味がわからな──」


「疑っちゃだめです二ノ宮くん！　疑ったら効果がなくなっちゃいます！」


「まったく、この男は言ったそばから。わたくしたちからアドバイスされる身でありながら、その親切をつまらない不注意によって無にするおつもりですの？」


「す、すいません。あまりにおれの常識からはかけ離はなれた提案だったので……」


　少女ふたりの強い語調に、思わず謝あやまってしまう峻護。


　……その後しばし、真由と麗華によるムチャな提案と説得がつづいた。


　もともと受け身な性格であるし、根っこのところは素す直なおで単純にできている男である。真由と麗華のことを信しん頼らいしていたのもあったろう。峻護は次し第だいに、荒こう唐とう無む稽けいなおまじないの内容を信じる気になってきたようだ。


「うーむ、今の世の中はそんなことになってるのか……いやでもほんとか？　ほんとにそうなのか？　ああだめだ、こうして疑ってちゃ効果がなくなるんだっけ？　うおお、一体どうすれば……」


　深刻な顔をして、提示されたアドバイスを吟ぎん味みしている。


（ま、このあたりが潮時かしらね）


　それを見た麗華がこそっとささやき、真由も苦く笑しようしてうなずいた。
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　感情に任せてデタラメを教え込んだりはしたが、もちろん本気ではない。峻護が青くなったり白くなったりしたのを見れただけで、乙おと女め心ごころをないがしろにした罪のささやかな罰ばつは果たされた。もう十分だろう。


　まあさすがの峻護も、こんな馬ば鹿かげた話を本気にはしないだろうけど──と思いつつ、少女ふたりがどちらからともなく種明かしをしようとした時。


　決然と峻護が顔をあげた。


「……わかった。やってみるよ」


　へっ？


　という表情をしたのは、真由と麗華同時だった。


「ええと二ノ宮くん？」


「本気でおっしゃってますの……？」


「本気だよ。だって、月村さんと北条先せん輩ぱいからせっかくもらったアドバイスだし。ちゃんとやらないと失礼に当たるじゃないか」


　つまり峻護は、それだけ真由と麗華の言葉を重要視してくれてる、ということだろうか。だとしても、いくらなんでもそれは馬鹿正直すぎないか──と思った時。


　彼はさらにこう言ったのである。


「だって、どのみちおれがあの子に──誠実な告白をしてくれたあの子にしてあげられることは、そう多くないんだ。だったらおれは、おれにできる限りのことをして、あの子の誠実さに最大限応こたえてあげたい」


　言葉を失った。


　峻護の真っ直すぐな発言と態度の前に、ふたりの少女は思わずうなだれる。


　そうだった。


　告白した女の子はほんとうに真しん剣けんで、それを受けた峻護もまた真剣にその答えを考えて。


　なのに、自分たちはまるでそれを茶化すような真ま似ねをして。


　彼が誠実だったのは、告白をした女の子に対してだけでは決してなかったのに。


　二ノ宮峻護は、彼女たちが好きになった男は、いつもそういう人であったのに。


「……ごめんなさい二ノ宮くん。バカなことをしてしまいました」


　真由が先に頭を下げた。


「わたくしも謝罪いたします」


　次いで麗華も頭を垂れる。


「調子に乗って荒唐無稽な助言を与あたえたこと、反省いたしますわ」


「えっ？　それってつまり……？」


「さっきのアドバイス、実はでたらめなんです……」


「その……つい、悪乗りしてしまったのですわ。お許しなさい」


「あ。そ、そうなの？　よ、よかった……」


　ホッとした様子の峻護。何も言わなければほんとうに彼は実行したのだろう、効き目などあるはずもないおまじないを。


　示された誠実さに対し、彼なりの誠実さで応えるために。


「二ノ宮くん」


「うん？」


「わたしからアドバイスできることはひとつだけです。二ノ宮くんは、二ノ宮くんがこれだと信じる道を選んでください」


「おれが信じる道……？」


「はい。きっとそれがいちばんです。二ノ宮くんが誠実でいるかぎり、きっとうまくいきます。二ノ宮くんにとっても、告白したその女の子にとっても」


「わたくしはそこまで楽観主義にはなれませんが……」


　と言いつつ麗華もうなずいて、


「誠実さこそが対人関係の基本であり、究極でもあることは否定しません。あなたはあなたなりの答えを、あなたなりのやりかたで提示なさい。おそらくはそれが、もっともよき選せん択たくとなるでしょうから」


「そう、ですか。なるほど……」


　どこか吹ふっ切れたような表情の真由と麗華を交こう互ごに見やってから、峻護はしばし黙もつ考こう。


　やがて顔をあげて晴れやかに笑うと、


「うん。やっぱりそうだよな。誠実がいちばんだよな。そうは思ってたけど踏ふん切りがつかなくて……うん、やっぱふたりに相談してよかった。ありがとう」





　屈くつ託たくのない峻護の笑え顔がおは、普ふ段だんの表情が固いだけにひどく魅み力りよく的てきだった。


　だけど今日ばかりは、その笑顔が苦い。


　真由も麗華も顔では笑いつつ、心の中では不安の嵐あらしが吹き荒あれていた。


　あの朴ぼく念ねん仁じんの峻護をしてベタ褒ぼめされるほどの相手とは……いったいどんな女の子なのだろう？


　そして峻護は彼女に対し、どんな『誠実な対応』をとるのだろう？





　　　　＊





　いったん方針を決めた峻護の行動は早い。


　その日のうちに相手の女の子と連れん絡らくをとり、翌日を返答の日と定め、待ち合わせ場所も設定した。


　真由と麗華にできることは、もはや結果を待つのみである。


　アドバイスを与え、それが受け入れられた以上、これ以上の詮せん索さくは避さけるのがマナー。


　しかし世の中、理り屈くつだけでうまく回れば誰も苦労しないわけで。


（ちょっと月村真由！　押おさないでいただけますこと!?）


（お、押してるのは麗華さんのほうじゃないですかっ）


　ふたりの少女は、壁かべと壁の間のせまい隙すき間まにふたりで入り込み、その時が訪おとずれるのを待ち構えていた。峻護が設定した待ち合わせ場所に程ほど近い、ビルとビルの間である。


　峻護はすでに、約束の時間よりもかなり早く現地入りしていた。


　だが思いのほか距きよ離りの近いところに陣じん取どってしまったため、下手に顔を出せばすぐに見つかりそうなのだ。幸い声だけは十分に届きそうであるから、こうして物もの陰かげにひそんで耳をそばだてるしかない。


（まったく、何が楽しくてあなたとこんなところに……）


（しょうがないじゃないですかあ。それにここへ来ることもここに隠かくれることもふたりで決めたことで……あっ）


（どうしました？）


（どうやら例の子が来たみたいですよっ）


　ふたりして、あわててギリギリのところまで耳を寄せ、やや離はなれたところで交かわされる会話を拾おうとする。


「やあ、こんにちは」


「──すいませ──待──」


「いや、おれが早く来ただけだから。君だって十分に、待ち合わせの時間より早く来てるよ」


　風向きの影えい響きようか、それとも障しよう害がい物ぶつの影響だろうか。気になるお相手の声は、かなり聞き取りにくい。


　会話の断片から察するに、最初のあいさつの後はしばし、あたりさわりのない会話が続いたようである。女の子のほうはともかく、峻護はかなりリラックスしているようだ。返答を定め、覚かく悟ごを決めた男の強さだろうか。


（麗華さん）


（なんです）


（二ノ宮くん……どんな答えを出したんでしょう？）


（…………）


　先日来、一度も触ふれられなかった話題であった。


　もしも峻護が、新たに現れた女の子を選んだとしたら。


　真由も麗華も、これからいったいどうすればいいのだろう。


　あぶらあげをさらわれたトンビのように間ま抜ぬけな顔をして、お付き合いおめでとうとでも祝福することになるのだろうか？


（……さあ、知りませんわ。それを確かめるためにここへ来たのでしょう？　いいから黙だまって──）


（あっ）


（なんですまた）


（どうやら本題に入ったみたいですよっ）


　あわてて身体からだを押し付け合い、聞き耳を立てるふたり。


　現場ではなるほど、話題が佳か境きように入ったようだ。


「君からいきなり告白されたのはおどろいたけど、でもすごくうれしかった。君が本気でおれのことを想ってくれてることも理解できたし」


「ありがとうござ──ホントいきなり──ごめんなさ──」


「いや、いいんだ。君はほんといい子だったし。誠実で、真っ直すぐで──そういう態度はすごく気持ちよかった。断言するし、保証もする。君はほんとにいい子だと思う」


「ありが──うれし──」


「でもごめん。おれは君とは付き合えない」


　緊きん張ちよう感かんの中、気圧が何度も下がったような気がした。


「おれには大切なひとがいるから。ほんとうにごめん」


　真由も麗華も息を呑のんだ。


　彼の言う『大切なひと』が誰を指すのかはわからない。それでも確かに彼の出した答えは、真由と麗華が望んだそれのはずだった。


　なのに、少しもうれしくはなかった。


　今日は恋こい破れる少女の立場に立たされなかったけど、明日はわが身かもしれない──そのシンパシーが、真由と麗華の心に切ない苦さをにじませたものだろうか。


「…………わかりました」


　風向きが変わったのだろうか。ややクリアになった女の子の声が聞こえてくる。


「こうなることは、わかってたと思います。ぜったい不利だってわかってたし、覚悟もしてました」


　トーンの高い、なるほどそれだけ聞いても愛くるしさにあふれるとわかる声が、哀かなしみに震ふるえる。


「でも、だけど。返事はなくてもいいって言ったのに、ちゃんとこうして返事をくれて。あなたはわたしの思ってた通りの、ううんそれ以上のひとで。こんなの、ますます好きになっちゃうじゃないですか。しょうがないじゃないですか」


　切々と訴うつたえる声に、峻護は何も言えないでいる。


　物陰の真由と麗華にもまた少女の想いが伝わり、身体のそこかしこが緊張でこわばっていく。


「おとなしく身を引くつもりでいたけど、やっぱりむりです。だめです。あきらめ切れません」


「いや、でも──」


「お願いしま──あきらめの悪いのはわかって──でももう少し──考えてもらいたいと──」


　状じよう況きようは新たな局面を迎むかえたようであり、しかし間の悪いことにまた風向きが変わったらしい。声がひどくかすれて聞き取りにくくなった。


　少しでも声を聞き取るべく、真由も麗華も限界まで身体を前に乗り出した。


「きゃ──!?」


「はわうっ!?」


　バランスを崩くずしたのは同時。


　ふらりと前のめりになり、真由と麗華はばったり折り重なって突つっ伏ぷした。


　むろん、これで隠おん密みつ行動は台無しである。


「月村さん!?　それに北条先せん輩ぱいも!?」


　露ろ見けんした少女ふたりを見み咎とがめた峻護が驚おどろきの声をあげた。


　真由にせよ麗華にせよ、こそこそ黙ってついてきた気まずさを「あはは……」と笑ってごまかすしかなく──


「え…………？」


「あれ…………？」


　きょとん、としたのもまた、ふたり同時だった。


　峻護の前で行ぎよう儀ぎよく姿勢を正して立っている少女。


　たしかに、かわいい。文句なしにかわいいし、身にまとっている服もひと目で上質とわかるおしゃれなもので、峻護が評価したとおりに間ま違ちがいない。


　でも、だけど。


「な、なんですかあなたたちはッ!?」


　女の子がびっくりした顔で言った。


　トーンの高い、愛くるしい声である。


　だが、いかにも高すぎる。


　女の子というよりは、幼女と表現するのがふさわしいほどに。


「…………ええと二ノ宮くん？」


「…………彼女はいったい誰ですの？」


「えっ？　いや、昨日相談した子だけど？　おれに告白してくれたっていう……」


　どうやら人違いではないらしい。


　明らかに年ねん齢れい一ケタ、多めに見積もってもようやく小学校に上がったかどうかという年とし頃ごろの、とてもキュートな女の子。それがどうやら、真由と麗華をさんざんやきもきさせた相手であるようだった。


「なんてこと……」


「こういうオチですか……」


　脱だつ力りよくしてへたりこむふたり。


　峻護がよほど特とく殊しゆな趣しゆ味みを持ってない限り──ひとつ屋根の下に暮らす経験からいってもその兆ちよう候こうはないわけだが──あの幼女が恋のライバルになるにはあと五年、いや十年はかかるだろう。


「盗ぬすみ聞きしてたんですね」


　魂たましいが抜けたようになっている真由と麗華の頭上に、幼女の怒いかりに震える声が降ってくる。


「なんて失礼で無作法な。とても分別のある大人のすることとは思えないです」


　こまっしゃくれた発言ではあるが、返す言葉はない。申し訳ないと恐おそれ入るのみである。


　しかし今の真由と麗華にとっては、とにかく安あん堵どの気持ちにひたっていたいのが本音なのだった。


　身体も心もゆるみきった少女ふたりの口から、こんな言葉が漏もれる。


「でもまあともかく、よかったですね麗華さん」


「そうですわね。こういうことなら心配するまでもなかったですわね」


「心配するまでも……？」


　放言を聞きとがめた幼女が眉み間けんにしわを寄せる。


　しかしすぐに「ふふん」と勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべて、


「その言葉、そのまま返してあげる。あなたたち程度が相手だったら、すぐにどうとでもなりそうだし」


「……なんですって？」


　売り言葉に買い言葉、麗華が素す早ばやく反応した。


「ふん、素す性じようも知れぬ小こ娘むすめが何を言いますか。このわたくしを誰だと思って──」


「あれ？　おれ言ってませんでしたっけ？」


　この場でただひとり、修しゆ羅ら場ばが始まったことに気づかない峻護がのんきに割って入った。


「その子の母親って、おれでも知ってる世界的スーパーモデルのナホミ・キャンドルですよ？」


『ナホミ・キャンドル!?』


　真由と麗華の驚きの声が重なった。入れ替かわりの早い業界で長年頂点に君臨する美女であり、とりこにならない男はいないとまで言われた伝説の人物ではないか。


「それにその子自身も、その歳としでモデルとして活かつ躍やくしてるそうですから。残念ながらおれは見たことないんですけど」


　言われてみればこの幼女の顔、どこかで見たことあるようなないような。


　それに年齢に見合わぬファッションセンスといい、立ち居い振ふる舞まいといい……たとえ経歴が事実でなかったとしても、氏うじ素性の悪かろうはずがない。近い将来、とんでもない美人に成長する可能性は極きわめて大だろう。
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　おまけによくよく考えてみれば、である。このはるか年下の幼女から学ぶべきことは、真由にも麗華にも多々あるはずだった。そもそも面と向かってちゃんと自分の想おもいを告白できている点だけ取っても、このモデル幼女は年長者ふたりをはるかに凌りよう駕がしているではないか。


「…………」


「…………」


　沈ちん黙もくする人生の先輩ふたりに、幼女が勝ち誇った顔で声を投げかける。


　それは、真由と麗華が自分のライバルであると見み抜ぬいた顔であり、同時にこの程度のライバルならどうとでもなると見下している顔でもあった。


「そういうわけですので、覚かく悟ごはしておいてくださいね？　おばさんたち」


「なっ──」


「なんですってえ……？」


　幼女の挑ちよう発はつに、たちまち状況は沸ふつ点てんに達した。


　年齢も性格もまちまち、しかし想う男は同じな三人の『女』が、火花の散るようなにらみ合いを開始する。


　ひとりだけ場の空気を読めずに「？　？」となっている峻護をおいて、新たなる抗こう争そうの火種がここに産み落とされたのだった……。










おしまい
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　真由、席を立たないのこと







　奇き妙みようであった。


（おかしい）


　神じん宮ぐう寺じ学がく園えん、一年Ａ組の教室。


　ある猛もう暑しよの日、数学の授業での出来事である。


（どうみてもおかしい）


　窓まど際ぎわの列のいちばん後ろ。


　ベストポジションと呼んでいい位置に席を与あたえられている二にノの宮みや峻しゆん護ごはしかし、深く深く眉み間けんにしわを寄せていた。


（月つき村むらさん、いったい何があったんだ……？）


　生き真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんで慎しん重ちよう、典型的なＡ型男の峻護を悶もん々もんとさせているのは、彼かれの目の前の席に座すわっている少女──月村真ま由ゆ。


　峻護の同居人にして被ひ保護者でもある彼かの女じよが、ひどい緊きん張ちようの態ていを示しているのである。


　明らかに通常レベルを大きく逸いつ脱だつした、極きよく度どの緊張だった。


　もともと内気がちで引っ込み思案の傾けい向こうがある少女であり、軽度の緊張状態にあるのはむしろ常態とさえいえるのだが、それにしても今回は尋じん常じようではない。まるで全身の毛を逆立てた猫ねこのようなうしろ姿を見ていると、彼女の抱かかえる心的ストレスがこちらにも伝染してきそうだ。長い髪かみのわずかな隙すき間まから見え隠かくれするうなじは、青くなったり赤くなったりを目まぐるしく繰くり返していて、正面から顔を覗のぞけば完全に人間信号機と化していること疑いない。


　明らかな異常事態だった。


　一体なぜ、彼女はこんな状じよう況きように置かれているのか？


　一体いつから彼女はこんな状態に陥おちいってしまったのか？





　　　　＊





『whyなぜ』のほうは見当もつかないが、『whenいつから』の方は比ひ較かく的てき特定が容易だった。


　峻護が異変に気づいたのは、数学の授業が始まってすぐのことである。


　そして前の授業──体育の時間は、真由の状態はまだ通常どおりだった。


　着き替がえの時間と授業の中休みの時間を含ふくめて、その間はせいぜい二十分程度。真由に注意を向けられなかった時間は、ごくわずかでしかない。


　だが、そのわずかな間に何かしらの劇的な変化が起こったことは疑いなかった。


　峻護はチラリと教きよう壇だんに目を向ける。


　一年Ａ組の数学を担当しているのは伊だ達て教諭。きわめて厳格な授業方針で知られた、学園内の風紀取とり締しまり役やくに任ぜられる武ぶ闘とう派はの教師である。


（よりによってこの時間に、か）


　内心で舌打ちしたくなる。


　本来ならすぐにでも真由に事情を問いただし、事態の打開を図るのが峻護の採るべき道。しかし伊達教諭の授業時間に限っては、その道は自殺行こう為いだった。


　何しろ授業中にトイレへ立つことすら、伊達教諭は許容しないからである。


『私の授業を受けるからには、事前に十分な備えを整えておくことが必ひつ須すである。予習復習は言うに及およばず、あらかじめ用も足しておくように。そのために中休みの時間が用意されているのだからな』


　というのが伊達教諭の持論であり、確かに一定の理に適かなってもいる。その持論を曲げてトイレへ行きたいのであれば、達人級の体術を操あやつる彼を打ち負かさねばならない。


（……トイレ、か）


　ものの例えとしてあげたのだが、それも十分にありうる話だった。


　つまり、真由の極度の緊張はトイレを我が慢まんしていることに由来している、とは考えられないだろうか？


　しばし考えた末、峻護は意を決して立ち上がった。


「先生！」


「──なんだ二ノ宮」


　授業を中断させられた数学教師の眼鏡めがねのふちが、不ふ機き嫌げんそうにギラリと光る。


「質問したいことがあれば授業の後か、あるいは私が許可した後にしろ。それともまさかトイレへ行きたいなどと言うのではあるまいな？」


「いえちがいます。月村さんの体調が優すぐれないようなので、保健室に連れて行きたいんですが」


　教室中の視線が一いつ斉せいに集中し、真由の背中がびくりと震ふるえたのがわかった。


「月村」と伊達教諭。「体調が優れないのか？」


「えっ。あ、あの、いえ、その……」


　しどろもどろの真由へ、伊達教諭は軽くうなずいて、


「よかろう。トイレなどはともかく、突とつ然ぜんの体調不良まで完全に管理せよと言うのは酷こくな話だ。二ノ宮、連れてってやれ」


「はい、すいません。……さ、行こうか月村さん」


「え、あう。あの、その……」


　真由は、峻護と伊達教諭を見比べながらしばらくあせあせしていたが、


「……あの、わたしだいじょうぶです。ご心配おかけしてすいません」


　けっきょくは席を立たず、ぺこりと頭を下げたのである。


「ふむ。いいのか？」


「はい、だいじょうぶです」


「……だ、そうだ。二ノ宮、お前も席につけ。授業をつづける」


「つ、月村さん？」今度は峻護があわあわと、「だ、だいじょうぶなの？　ほんとに？」


「はい、だいじょうぶです。体調はどこも悪くないです」


「いやその……トイレ……」


「？　トイレ？」


「二ノ宮」じろりと睨にらんでくる伊達教諭。「これ以上授業の進行を止めるなら、それなりの処しよ罰ばつを覚かく悟ごしてもらわねばならんが？」


　潮時だった。


　渋しぶ々しぶながら着席し、再開された授業に集中するふりをしながらも、あとからあとから湧わいてくる困こん惑わくの感情を消しきれるわけもなく。


（なぜだ月村さん？）


　相変わらず緊張の気配の消えない背中を見つめながら、峻護は内心で問いかける。


（トイレを我慢してたわけじゃない、のか？……うん、そういうことになるよな、あそこまでお膳ぜん立だてしたのに乗ってこなかったんだから）


　でも、だったらなぜ？


　月村真由に今、なにが起こっているというのか？


（ううむ……）


　開け放たれた窓からは思いのほか強い風が入ってきて、酷こく暑しよにゆだる教室内をわずかばかり涼すずませてくれる。その風に乗って、プールで水泳の授業をしている生徒たちの騒さわぎ声がひどくクリアに聞き取れる。


「それではこの問題を──」


　黒板に設問を板書した伊達教諭が生徒たちを見み渡わたし、ひとりの生徒に視線を固定した。


「月村。前に出てきて解いてみろ」


「……えっ!?」


　原因不明の緊張に襲おそわれている真由は、厳格でもって知られる伊達教諭の授業も上の空だったようである。


「わ、わたしですかっ!?」


「ああお前だ。やってみろ」


　言って、伊達教諭は数歩うしろに下がった。極きよく度どの男性恐きよう怖ふ症しようを抱かかえる真由への配はい慮りよだろう。異性に近づかれるだけであっさり卒そつ倒とうすることも珍めずらしくない真由だが、あれだけ離はなれればまず問題ない。


　ない、はずなのだが。


「あ。う。ええと、そのっ！」


　真由が動どう揺ようもあらわにキョドりながら、なかなか席を立とうとしないのである。


「どうした月村、早くしろ。授業に遅ち延えんが出る」


「は、はい。あのでも……うう……」


「いつも真ま面じ目めに授業を受けているお前にとっては、さして難しくもない問題のはずだが。わからんのか？」


「あ、う、ええと」


「今日の授業をきちんと聞いていれば解けるはず。それを解けんというならペナルティを科さねばならん。ここから先は立ったまま授業を受けるように」


「立ったままっ……!?」


　真由の顔色が紙のように白くなるのが、うしろからでもハッキリわかった。


「あ、あの、先生」


「なんだ月村。この程度の問題にヒントは出さんぞ」


「いえ、その、そうじゃなくて……」


「ふむ」


　眼鏡のブリッジを指でくいっと上げてから、じろりとひと睨み。


「先ほどから気にかけてはいたが、どうにも態度が妙みようだな？」


「えっ!?」


　ぎくり、と肩かたを震ふるわせる真由。


「内職でもしているか、あるいは携けい帯たいをいじっているか。事と次し第だいによってはただではすまさん」


「ち、ちがいます！　そういうわけじゃ……！」


「では教きよう壇だんに立って問題を解け」


　あたかも風雲急を告げるかのような強い風が窓から入ってきて、真由の長い髪かみを波打たせた。


　そういえば誰だれかが言っていた気がする、今日は大型の台風が本土に近づきつつあると。


　一年Ａ組の教室に吹ふき荒あれるは、まさしく嵐あらしの先さき触ぶれか。


「さあ。早くしろ月村」


「う……あう……」


　真由と伊達教諭のやりとりを、教室中の誰もが固かた唾ずを呑のんで見守っている。峻護もまた、必要とあらばいつでも助け船を出そうと身構えているのだが、中々そのタイミングがつかめずにいる。


「……あの、先生！」


　やがて真由は首筋のあたりを真っ赤にしながら、しかし意を決したように、


「問題を解くのは平気です！　ぜんぜん解けます！」


「そうか。ならば黒板に解答を書き出せ」


「あの、それなんですが！」


「ん？」


「この場で解いてもいいですか!?　つまりその、この席に座すわったまま解いてもいいでしょうか、ということなんですがっ！」


「席に座ったまま？」


「はいっ！　座ったままで、ぜひ！」


「ふむ……」


　いぶかしげな表情で真由の様子をうかがっていた伊達教諭だが、


「まあよかろう。挙動は不ふ審しんだが、授業をサボっているわけでもなさそうだ。それでこの問いの答えは？」


「あ、ええと、[image: ][image: ]です」


「よろしい正解だ。それでは次の問いを──」


　糾きゆう弾だんの矛ほこ先さきをゆるめ、伊達教諭は授業の続きを優先させた。


　あからさまにホッとした背中の真由。峻護としてもここは一安心である。


（それと、ひとつだけ断定できることを見つけたな）


　熟じゆく慮りよの末、峻護はある結論を下していた。


（月村さんは、どうあっても『席を立ちたくない』んだ）


　そうとしか考えられない。


　厳格で知られる伊達教諭から『黒板の問題を解け』と言われても一歩も引かず、決して立とうとしなかったのは、そういうことと判断していい。


（それと同時にこの背中のこわばりっぷりからして、月村さんが何かしらの危機状態に晒さらされてるのも確かだ。トイレに行きたいだとか体調が悪いだとかであれば、とっくに解決してていいはずだし）


『真由のピンチ』と『席を立たないこと』。


　このふたつを結ぶ何かさえわかれば、峻護としてもヘルプのしようはいくらでもあるのだが……しかし真由と意思疎そ通つうするための手段は、少なくとも数学の授業の間は存在しないわけで……


　と、その時。


　どっと教室が沸わいた。


「きゃっ──ちょっとあんたたち！　タダ見するんじゃないっての！」


　見れば、伊達教諭に当てられて教壇に上がっていたクラスメイト──綾あや川かわ日ひ奈な子こが、スカートのすそを押おさえて顔を赤くしている。


「ああもうっ！　ちょっと窓閉めてくんない!?　こんな風の強い日に窓あけっぱなんてセクハラ同然よ！」


　どうやら折悪しく吹き込んできた強風のいたずらによって、日奈子のスカートがめくれてしまい、大サービスの御ご開かい帳ちようという次第になったらしい。


　チャンスだった。


「ほら窓閉めてってば！」「あほか、冗じよう談だんじゃねえ！」「このクソ暑いのに窓閉めるなんてトチ狂くるってるぜ！」「ウチの学園クーラーねえんだから！」




[image: ]


　騒そう然ぜんとするクラスメイトたちを尻しり目めに、峻護は素す早ばやくノートの切れ端はしに走り書きして、目の前の席の真由に渡わたしたのである。


「静まれ。授業を続ける」


　直後に響ひびく、伊達教諭の威い圧あつあふれる一声。


　とたんに騒動は止やみ、ふたたび規律正しいリズムでもって数学の授業が再開される。


（さて、どんな反応するかな月村さん）


　メモに記したのはふたつ。


『何かおれにできることは？』


『イエスなら右手、ノーなら左手をあげて』


　である。


　簡潔すぎてほんとうに要点しか伝わらないだろうが、さしあたりはこれで十分であり、同時にこれが限界でもある。真由の反応を見てから、峻護は己おのれの行動の指針を決めることになるだろう。


　右手が上がれば、授業中だろうと何だろうと全力で真由のサポートに動く──まあ、左手が上がったとしても彼女を全力で支し援えんすることに変わりないわけだが……。


　渡されたメモを、真由は伊達教諭の目を警けい戒かいしてこちらを振ふり向かぬまま、急いで目を通したようだ。


　その背中に困こん惑わくの表情が浮ういて、そしてしばし。


　真由がそっと小さく上げた手は、左だった。


（……おれにできることはなし、か）


　ホッと一安心のような、ちょっと残念なような。


（どうせならもっとおれを頼たよってほしかった気もするけど……いや、これはマイナス思考かな）


　どうやら命の危機が迫せまるような事態ではなさそうであり、まずはそれを喜ぶべきだろう。


　しかし真由がピンチに陥おちいっているのはまず間ま違ちがいないわけで、手助けできることはないにしても放ほうっておけるものでもなく、はてさてどうしたものか……


「うげっ!?」


「きゃー!?」


　またしても騒然たる悲鳴が上がった。


「ちょ、なにあれ!?」


「ハチだハチ！」


「でけえ！　スズメバチか!?」


　峻護の高い視力は、教室内を飛び回るその昆こん虫ちゆうをまさしくスズメバチであると断定した。いわずと知れた国内最大級、獰どう猛もうさと猛毒で知られる凶きよう悪あくなハチである。強風に乗って群れからはぐれでもしたか、開け放たれた窓をくぐって侵しん入にゆうしてきたらしい。


「うわこっち来んな！」


「逃にげろ逃げろ！」


　この状じよう況きようでは、伊達教諭もさすがに静まれとは言わなかった。


「落ち着いて教室を出ろ。下手に騒さわげばハチを刺し激げきすることになるぞ」


　冷静な指示を出して生徒たちを誘ゆう導どうしているが、その的確な行動に感心している場合ではない。我先にと避ひ難なんするクラスメイトたちに続いて、峻護も安全を確保しなければならないのだが、


「って、月村さん!?」


　目を見開いた。


　教室中の生徒がひとり残らず席を立ち、避難の態勢に入っているというのに──唯ゆい一いつ月村真由だけが、じっと席についたままなのである。


　スズメバチを撃げき退たいする自信でもあるのかといえば、もちろんそんなはずはなく。不動の体勢で身じろぎひとつしない真由の表情には、危険きわまる昆虫に対する恐きよう怖ふがありありと浮かんでいる。


「月村さん早く！」


　悲鳴じみた声で注意を喚かん起きするが、それでも真由はまぶたをぎゅっと閉じ、肩かたをこわばらせて動かず。


　一体なにゆえ、彼女はそうまでして席を立ちたがらないのか──


「くッ……！」


　いずれにしても峻護にできることはひとつだった。


　クラスのしんがりを務めて退避しようとしていたところを反転、飛び回るハチと真由の間に立ちふさがる。


「二ノ宮くん!?」


　おどろいたような真由の声。しかしそれに応こたえている余よ裕ゆうはない。


　教室内を我わがもの顔に飛行していたハチが、その動きをわずかに変えた。


　騒然とした空気に興奮でもしたのだろうか。気のせいか、なにやら攻こう撃げき色を強めたように見える──と思ったら案の定だった。


　天てん井じよう辺りを旋せん回かいしていたのが一転。


　峻護と真由を目がけて急降下を開始したのである。


「ち──」


　相手は不規則な動きで宙を舞まう昆虫。人間相手ならいざ知らず、優位に立てるかどうかは甚はなはだ疑問だった。


　だが峻護も男の端はしくれであり、腕うでにはそこそこ覚えもある。まして彼の防衛ラインが突とつ破ぱされれば後ろにいるのは無防備な真由だけ。ここは一命にかえても対処しきらねばならない。


　目をすがめ、動きを見み極きわめる。


　小さく、しかしこの上なく凶悪な敵が、果たしてどのラインを通って一撃を加えてくるのか。


（──見切った！）


　くわっ、と目を見開いた。


　間かん髪はついれずに手刀一いつ閃せん。


　襲おそい来る昆虫の飛行ラインに向けて、どんぴしゃのタイミングで吸い込まれ──


「むん」


　刹せつ那な。


　横合いからすっと割って入った人物が、無造作に手を伸のばした──とみた一いつ瞬しゆん後、その指先にはスズメバチがそっと抓つままれている。


「まだまだ甘あまいな二ノ宮」


　空から振ぶりに終わった手刀を呆ぼう然ぜんと見やる峻護を見下ろして、伊達教諭は眼鏡めがねのブリッジをくいっと上げた。


「日々怠おこたらず、腕を上げることだ。そうすれば無用の殺生もせずに済む」


　言って窓まど際ぎわに歩み寄り、指の間でもがいていた獲え物ものをそっと放した。


　昆虫ながら相手の力量を認めでもしたのだろうか。ハチは「まいったまいった」とでもいうように何度か旋回した後、いずこへともなく飛び去っていく。


　さすがは学園随ずい一いちの武ぶ闘とう派は教師。恐おそれ入りましたと舌を巻く峻護の背中に、


「あ、あの二ノ宮くん。ありがとうございましたっ」


「ああいや。けっきょくおれは何もしてないし」


　ぺこぺこ頭を下げてくる真由に苦笑い。


「それより聞かせてくれ月村さん。どうして──」


「さあみんな、席につけ」


　パンパン、と手を鳴らして伊達教諭。


「授業の遅おくれを取り戻もどす。一分どころか一秒が惜おしい。──二ノ宮、お前もだ」


　じろりと睨にらまれては口をつぐむしかない。


　さらには廊ろう下かに避難していたクラスメイトたちもぞろぞろ戻ってきて、けっきょくはその流れに従わざるを得なくなった。


　授業再開。


　教室はふたたび緊きん張ちよう感かんある静けさに包まれ、響ひびくのは伊達教諭の渋しぶい声と板書するチョークの音のみ。


　真由の真意は依い然ぜんとして知れず、彼女の背中が浮き彫ぼりにする極きよく度どの緊張も相変わらず。


（わからない……いったい月村さんに何が起きてるんだ？）


『？』マークで頭の中がいっぱいの峻護である。真しん剣けんな顔で授業を聞いているフリをしてはいるが、正直いってびたいち集中できない。


　猛毒のハチに襲われてもなお、席を動かない。果たしていかなる理由があればそのようなリスクをも無視することができるのだろう？


　あるいは彼女は恐怖のあまり動けなかっただけなのか？


　いやいやそうではない。これでも決して真由との付き合いは浅くないのだ、その程度の判断はつく。


　危機に晒さらされながらもなお動かない理由。それは、彼女にいま降り掛かかっている危機がより重大なリスクを孕はらんでいるからに他ほかならない。


（でも、こうやってさっきからずっと月村さんの後ろにいて、彼女の様子を見ているけど……それらしい何かが見当たらないんだよな）


　とりあえず外的な要因から来るものではなさそうである。ひょっとして誰かから何らかのイジメでも受けているのか……とも考えて、他のクラスメイトの様子も窺うかがってみたのだが、やっぱりそれらしき兆ちよう候こうは見当たらない。


（ということは、原因は月村さん自身にあるのか）


　といって、それがわかったところで為なす術すべがない。先ほどのようなアクシデントがない限り、伊達教諭は授業の流れを乱すことを許さないだろうし。峻護としてはこれ以上のアクションを起こしようがなかった。


（それに月村さん、おそろしく緊張してはいるけど、何か差し迫せまった身の危険に晒されてる、って感じでもないんだよな。ここは様子を見るしか……）


　その時。


「……お？」


「なんだ？」


「なんか揺ゆれてね？」


「え。地じ震しん？」


　まさしく地震だった。


　ゆらりゆらりと、天井から吊つり下げられた蛍けい光こう灯とうが揺れ、次いで重低音の地響きを伴ともなって床ゆかが震動し、


「ちょ、でかいぞ!?」


「きゃあああああ!?」


　一気に本揺れがやってきた。


　……時に、各自治体の教育機関で実じつ施しされている対地震訓練は、せいぜい年に数度。それも事前に予告のある学校行事であるから、ほとんどの場合は遊び半分でこなされるものである。学校側からいかに訓練の重要さを説かれたとて、実感を伴わないのは如何いかんともしがたく、その程度の訓練が果たしてどれほど役に立つか誰しも疑問に思うものだが。


　この時、古くから連綿とつづく由ゆい緒しよ正しい訓練がいかに実効的であるかが証明されることとなった。


　わーわーきゃーきゃー喚わめきつつも、生徒たちの反応は極めて早い。


　ほとんど反射的な行動で、誰もが我先にと机の下に潜もぐりこむ様は、どこぞの国のマスゲームのようにぴったり揃そろっていて、峻護は見ていて感動を覚えたほどだ。


　むろん彼とてボーっとしていたわけではない。むしろクラスの中で真っ先に反応し、素す早ばやく机の下に避ひ難なんしたのだが、


「ちょ──」


　またしても目を丸くした。


　机の下にしゃがみこんだ峻護の目の前、真由の形のいいふくらはぎがきれいに縦に揃っているのが見えたからである。


　つまり、彼女はまだ座すわったまま。


　この期ごに及およんでもまだ動かないというのか。


　それほどまでに動きたくない理由があるというのか。


「月村さん！　早く机の下に！」


　上下左右に揺れる視界の中、必死に声を上げる。


　だがそれでも真由に動く気配はない。


「ええいくそっ！」


　覚かく悟ごを決めるしかなかった。


　おそろしくバランスの取りにくい中、峻護は机の下から這はい出して立ち上がろうとする。


「月村さん！」


　真由はやはり座ったままだった。かちんこちんに表情を固め、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみをさまよわせ、くちびるの端はしをひくひくさせながら、しかしそれでも頑がん固こに椅い子すに張り付いている。


　どんな理由かは知らないが、ここまで意地を張れるなら大したもの──と感心しかけたその時、峻護はとっさに取った自分の行動が正しかったことを知った。


　真由の席のまさに直上。揺れに揺れていた吊つり下げ型の蛍光灯が「ぼきんっ！」という不ふ吉きつな軋きしみ音を上げて外れ、真っ逆さまに落下してきたのである。


「くッ──」


　激しい揺れのために、さすがの峻護も上う手まく立ち上がることができない。


　しかし真由の危機に対して即そく座ざに反応。脳内物質が瞬しゆん時じにあふれ、五体すべてを激しく叱しつ咤たする。


（間に合え！）


　手を伸のばす。


　手だけでなく身体からだも目いっぱいに伸ばす。


　十キロほどもありそうな蛍光灯の塊かたまりが、真由に致ち命めい的てきなダメージを与あたえる直前。


（間に合った！）


　蛍光灯の端っこをかろうじて摑つかみ、渾こん身しんの力で支える。


　真由の頭上数センチ。危あやういところで危機を脱だつした時、危機をもたらした原因たる大地の身じろぎもゆっくりと収まりつつあった。


「うおー、びびったー」


「けっこうでかかったよな、今の」


　クラスメイトたちが口々に騒さわぎながら、机の下から這い出てくる。よそのクラスでもざわめきが巻き起こっているのが廊ろう下かごしに聞こえてきた。


「ふう……危ないところだったよ、月村さん」


「あ、う。あう」座ったままの真由があわあわと、「ありがとうございます二ノ宮くん。さっきといい今といい、何度も……」


「いや、いいんだそんなことは」峻護は笑って首を振ふり、しかし次いでやや厳しい顔になって、「それより月村さん、どうして机の下に潜らなかったんだ？」


「え」


「だって危ないってわかってるはずなのに、それでも椅子に座ったままだなんて。さっきからどうも妙みようだってことは気づいてたけど、それにしても一体どういうことなんだ？　身の安全より優先するべきことでもあるっていうの？」


「う……あの……」


　真由はちらりと窓の外を見、次いでざわめくクラスメイトたちを見やってから、


「だって、こんな状じよう況きようで席から立ったら、とても危ないというか……」


「危ない？　じゃあやっぱり君の身に何か危険が迫せまって？」


「ああいえ！　危険、というのとは少しちがってて！　二ノ宮くんが心配するような種類のことでは全くなくて、でもわたし個人としては大変まずい状況というか！」


「？　どういうこと──」


「けが人はいないようだな」


　峻護の疑念を断ち切るような、冷れい徹てつな声。


　伊達教諭がクラスの状況を見み渡わたしてひとつうなずき、


「蛍光灯がひとつ落ちたようだが、ほかに被ひ害がいもないようだ。余震は高が知れているだろうし、二次被害もほとんど無視できるだろう。さあ席につけ、授業をつづける」


　伊達教諭はごく平静に状況を判断すると、何ごともなかったように授業を再開した。


　確かに小さくはない地震だったが、震度はせいぜい３か４。揺れの派手さに反して被害の少ないパターンだ。実際、真由の頭上に蛍光灯が落ちてきたのは相当に運の悪いアクシデントだったはずである。


　相次ぐトラブルにどこか落ち着きのなかった生徒たちも、伊達教諭のいつもと変わらぬ挙きよ措そに影えい響きようされてか、次し第だいに授業に集中していく。


　ただふたりだけ、相変わらず授業そっちのけな生徒がいた。


（やっぱりわからない……月村さんに何が起こってるんだ？）


　その片割れである峻護は、いよいよ大量の『？』マークを頭の上に浮うかべている。


（とりあえず月村さんの口ぶりからして、おれの出番はなさそうだけど……）


　ようやく真由の口から直じかに事情を聞けたわけだが、確かに生命の危機に晒さらされているという感じではなかった。さしあたりは注意深く様子を窺うかがっているだけで十分そうではあるが、それにしても気になる。


（ううむ……）


　依い然ぜんとして緊きん張ちように背中を強こわ張ばらせたままの真由の後姿を眺ながめながら、峻護は数学の授業など右から左に聞き流しつつ、緊張の原因についてあれやこれやと想像をめぐらすのだった。


（とにかくひとつだけわかっているのは、月村さんはどうあっても席を立ちたくない、ってことだよな）


　窓から入ってくる強風になびく髪かみを押おさえつけながら、峻護はひとつうなずいた。


（よーしわかった。どういう理由があるのか、どんな危機が迫っているのかはわからない。でもおれは月村さんを護まもる。彼女に席を立ってはいけない何かしらの理由があるなら、君が立たないで済むよう全力を尽つくそうじゃないか！）


　心に決め、真由の背中に集中する。


　何しろ今日はトラブルつづき、いつどんなタイミングで彼女に危機が訪おとずれるか知れない。


　峻護はあたかも、戦場で威い力りよく偵てい察さつの任にあたるような緊張感と集中力でもって、己おのれの決意を貫つらぬくべく細心の注意を払はらったのだが──


　まあ世の中こういうものだろう。その後は特に何かが起こるというわけでもなく、案外すんなりと授業が終わってしまった。


（何もなかったな……）


　授業の終わり、休きゆう憩けい時間の始まりを告げるチャイムを聞きながら、拍ひよう子し抜ぬけしつつも一安心の気分である。


（まあいい、とにかく授業さえ終われば自由に動ける。休み時間のあいだに月村さんからゆっくり事情を聞くなり、対策を練るなりすればいい）


　あからさまにホッとした様子で肩かたの力を抜く真由を見て、峻護の顔も自然にほころぶ。おそらく真由も峻護と同じような、いやそれ以上に安あん堵どの表情を浮かべていることだろう。


「うむ。では今日の授業はこれまで。終しゆう了りようの号令を」


「はい。──きりーつ！」


　伊達教諭に促うながされてクラス委員が号令をかけ、生徒たちがぞろぞろと立ち上がって、


（え）


　峻護はきょとんと目を瞬またたかせた。


　あれほど頑かたくなに席を立とうとしなかった真由が、いともあっさり立ち上がったのである。


　だがそれはどうやら、彼女にとっても大失策だったようだ。


　自分のミスに気づいたものか、「あ」と小さく呟つぶやくのが聞こえた。おそらくは長時間にわたって極きよく度どの緊張を強しいられた末にようやく解放され、すっかり油断してしまったのだろう。


「礼！」


　クラス委員が号令し、生徒たちが一いつ斉せいに頭を下げた。


　自然、真由も峻護も倣ならわざるを得ず、ぺこりと頭を下げた──その時である。


　折しも風の強い日であった。


　そして夏服のスカートは通気性を確保すべく、軽くて薄うすい生き地じで作られている。


　びゅわっ、と。


　その日いちばんの強風が吹ふき、開け放たれた窓から躍おどり入って教室を席せつ巻けんして──


　ふわり、頭を下げたまさに目の前にある真由のスカートが、めくれた。


　見てはいけない、ととっさに判断した。しかし完全な不意打ち、とてもじゃないが反応で間に合うタイミングではない。


　同時に峻護にはある程度の余よ裕ゆうもあった。確かに女性の慎つつましかるべき箇か所しよを見てしまうのは好ましくないが、しかし見えたところでたかが布切れ一枚である。見てしまう側の心さえしっかり律していれば、煩ぼん悩のうに煩わずらわされることもなく、穏おだやかな気持ちで──


　甘あまかった。


　いや、これは峻護を責めるのは酷こくだろう。よほど妄もう想そうたくましい人物であったとしても、こんなとっさの間にそのシチュエーションは想定できなかったはずである。


　風をはらんで、スカートがふうわりとめくれ上がった。


　何色かどうかは問題でない。シルクだろうと綿製品だろうと合ごう成せい繊せん維いだろうと関係ない。その部分は通常であれば、きちんとした布製品に包まれてしっかり保護されているはずである──はず、なのだが。





　はいてなかった。
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　……油断していた峻護の視界に、それはテロにも似た暴ぼう虐ぎやくさと唐とう突とつさを伴ともなって飛び込んできて、そして半強制的にその光景を脳のう裏りに刻印する。


「────っ!?」


　あわててスカートを押さえた真由が、真っ赤な顔で振ふり向いた。


　上出来だったと言っていい。


　峻護はそ知らぬ顔で真由と目を合わせ、「？」と小首までかしげてみせる。


「先ほど出した宿題は、次の授業までに必ずやっておくこと。忘れた者には単位を出さん。いいな？」


　言い置いて伊達教諭が教室を出て行く。


　それと同時、緊張感から解放された一年Ａ組の教室にいつもの活気が戻もどってくる。


「どうしたの月村さん？　なにかあった？」


「えっ!?　いえその、だいじょうぶです！　ええとその、見られてないなら……」


「ふうん？　ところでさっきの話のつづきだけど。月村さんだいじょうぶ？　何も問題ない？」


「あ、はい！　だいじょうぶです！　何も問題ありません！　ええほんとに！」


「そう？　ならいいんだけど」


「それじゃわたし、ちょっと用事があるのでこれで……」


　ぺこぺこ頭を下げつつ背中を向け、そして妙みようにぎこちない足取りで向かった先は、友人の綾川日奈子のもと。


「よっ。どしたの真由？」


「あのその、日奈子さんに折り入ってご相談が……」


「んん？　なになに？　え？　なんだって？」


　ぼそぼそと耳打ちする真由の話をふむふむと聞いていた日奈子だが、やがて飲みかけだったお茶を「ぶほっ!?」と噴ふき出して、


「ちょ、はいてないってあんた──」


「こ、声が大きいです！」


「おっとごめん。でもなんでまたそんな……え、水泳の授業の後になくなった？　だったらもっと早く言って……言うヒマがなかった？　そういや更こう衣い室しつ入ったのもいちばん最後……ったく相変わらずトロい……」


　小さな声で事情を話しているらしき友人に、あきれた様子で受け答えしていた日奈子だったが、


「まあいいや、とにかくこっちおいで。なんとかしたげるから」


「うう、すいません……」


　日奈子に連れられて真由は教室を出て行った。かなり内うち股また気味に、スカートをきっちり両手で押おさえつつ。


　峻護はそれを見届けると、自分の席について「ふう」と一息。


　そのまま頰ほお杖づえをつき、窓の外の景色を見やる。


「おーい二ノ宮！」


「ジュース買いに行こうぜジュース！」


　友人の吉よし田だと井いの上うえが、いつものように威い勢せいよく近づいてきた。


「いやーしかし、今日の数学はやたらトラブルばっかだったな」


「まったくだ。ハチやら地じ震しんやら、こんなの年に一度もないんじゃね？……っておい、どうした二ノ宮？」


「鼻血出てるじゃないか。保健室行っとくか？」


「……なあ吉田、井上」


「おう」


「どうした？」


　ふう、と、なんだか哀あい愁しゆうに満ちたというか、どこか遠くを見ているような淡あわい微び笑しようを浮うかべて、峻護。


「夏、だな……」


「はあ？」


「なに言ってんだお前」


　きょとんとする友人ふたりに、しかし峻護は相変わらず淡い笑えみのまま。


　白い雲と青い空をキャンバスに見立て、風の妖精シルフのいたずらと呼ぶにはあまりに刺し激げき的な光景をひとり、自制心に反して反はん芻すうする彼なのだった……。







おしまい
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　峻護、身を固める？のこと　前編







　やさしく揺ゆさぶられる感覚で目が覚めた。


「二にノの宮みやくん。ほら起きて」


「ん……？」


　重いまぶたを開けると、蛍けい光こう灯とうの明かりが峻しゆん護ごの網もう膜まくをきつく刺さしてくる。


　思わずまた目を閉じ、ふたたびまどろみの底へ沈しずもうとすると、さっきよりも強く揺さぶられる感覚が。


「だめだってば二ノ宮くん。まったく、ここしばらくの疲つかれが出ちゃったのかな……ほら、こんなところで寝ねてちゃいけないって」


「ああ……ええ、はい。すいません」


　目じりをこすりながら身を起こし、目を覚まさせてくれた人物に視線を向ける。


　保ほ坂さか光みつ流る。二ノ宮家で峻護と共に暮らす同居人のひとり。


　いまだに意識が覚かく醒せいしきっていないゆえか、小こ柄がらな少年の笑え顔がおがひどくぼやけて見える。


「……ああ……どうも。おはようございます」


「おはよう二ノ宮くん、もうとっくに昼だけどね。よく寝ねれたようで何よりだよ。寝てる場合じゃないとは思うけどさ」


「はあ、すいません。ええと……」


　寝ぼけ眼まなこであたりを見回す。


　白い壁かべ紙がみ。ベージュのカーテンにブラウンの長なが椅い子す。天てん井じようからは小ぶりなシャンデリア。シンプルだが、なかなか上質な作りの部屋である。


　そのこと自体はまあ、何も問題はないのだが。


「あの、保坂先せん輩ぱい」


「ん？　なんだい？」


「ここってどこでしたっけ」


「やだなあ二ノ宮くん。寝ぼけるのもほどほどにしといてくれないと」


「はあ、いえ。すいません……」


　戸と惑まどいつつ恐きよう縮しゆくすると、保坂は苦く笑しようしながらもやや真しん剣けんな眼まな差ざしで、


「ほんとに忘れちゃってるの？　まったくしっかりしてよ、こんな大事な日に」


「大事な日？」


　そう言われたところで初めて気づいた。


　保坂が身に纏まとっている衣装が──普ふ段だん見慣れた学生服ではなく、アイロンのよく効いた黒のタキシードなのである。


　峻護といくつも歳としのちがわない少年の礼装としては、最上級のものと言っていい。


「ずいぶんと立派な格好ですね」


「君がそれを言う？　自分の格好を見てみなよ」


「え」


　呆あきれ顔であごをしゃくる保坂につられ、自分の姿を確かめてみる。


　なるほど、彼かれのことをどうこう言える立場ではなかった。峻護の着ているものはといえば、目にも鮮あざやかなピュアホワイトのタキシードなのである。


（……そうだ。思い出した）


　頭をひと振ふりふた振りして、ようやく意識がハッキリしてきたのを自覚する。


　なるほど、保坂が呆れるのも当然だった。


　今日という日は、二ノ宮峻護にとって一世一代の晴れ舞ぶ台たい。


　一生に一度といっていい、人生最大級の節目の日。





　結けつ婚こん式しき





　の当日ではないか。


（まったくどうかしてる。いくら寝ぼけてたって、こんな大事なことを一いつ瞬しゆんでも忘れるなんて）


　自じ嘲ちようを通り越こして苦笑するしかない峻護だった。たしかに結婚式という重大な式典を控ひかえて、ここしばらくの彼は多た忙ぼうを極きわめていた。寝しん食しよくもろくに取れないほどあれやこれやの準備で奔ほん走そうしていたものだから、本番当日の控え室で気を抜ぬいたところ、ついウトウトしてしまったというわけか。


（ん……あれ？）


　そこまで思い出したところで表情が固まった。


　今日が結婚式だと思い出したのはいいが、それに付ふ随ずいするさらに重要な事こと柄がらが、頭の中からすっぽり抜け落ちていたからである。


　婚こん姻いん関係を結ぶこと、それ自体は非常にめでたい。大いに結構だ。


　しかし結婚というからには、必ず誰だれか相手がいるわけで。


（ええと……おれって一体、誰と結婚するんだっけ……？）


　なんということだろう。


　ありえない。


　だが事実としてどうしても思い出せない。


　二ノ宮峻護はいったい、誰と人生を共有するつもりでこの場に来ているのか……？


　血の気が引く音がする。


　顔色が青くなるのが鏡を見なくてもわかる。


「じゃ、ようやく二ノ宮くんの目が覚めてきたところで」


　そんな峻護の内心も知らぬげに、保坂はにこやかな笑顔で、


「お客さんだよ。君に」


「お客？」


「そう。主役の君に、ひとことあいさつしておきたいってさ。──どうぞ、入って～」


　言って、保坂は部屋のドアを開けた。


「あ、すいませんお忙いそがしいところを。お邪じや魔まじゃなかったですか？」


「平気平気、二ノ宮くんちょっと昼寝してただけだから」


　保坂に促うながされて入ってきた人物を見て──峻護の目がまたしてもまん丸になった。


「わっ。二ノ宮くん、すっごくタキシード似合ってますよ！　わあすごいなあ。わあ」


　純白のタキシードを見て無む邪じや気きに喜んでいるのは。


　男性恐きよう怖ふ症しようのサキュバスにして峻護の同居人であり、そしてまた彼の被ひ保護者でもある少女。


　月つき村むら真ま由ゆ、であった。


「あ、すいません、あいさつが遅おくれちゃいました。……おめでとうございます、二ノ宮くん！　ついにこの日がやってきましたねっ」


「あ……う？　え？」


　混乱する峻護をよそに、真由は心からうれしそうに、


「長い間すごくお世話になってた二ノ宮くんが、今日みたいな晴れの日を迎むかえられて、わたしほんとにうれしいです。ほんと、自分のことみたいにうれしい。おめでとうございます二ノ宮くん。ほんとうに、ほんとうにおめでとう！」


「ああいや、うん。ありが……とう？」


　煮にえ切らない返礼をしつつ、峻護の視線は真由の着衣へ釘くぎ付づけになっている。


　ごく淡あわいピンク色の生き地じで仕立てた、質素なデザインのドレス、であった。


（あ、あれえ？　おかし……くないか？　これ）


　こんがらがる頭を必死に整理しつつ考える。


　真由が着ている服は、どうみても結婚式の主役が着るそれではない。むしろ主役の存在感を妨さまたげず、より引き立てるべくデザインされた服、と言っていい。


　つまり。


　月村真由は、今日という日の主役ではありえない、というわけで。


（月村さんじゃない……のか？）


　峻護が結婚相手に選んだのは彼かの女じよにあらず、ということなのか。


　そんな馬ば鹿かな、と思う。


　峻護と彼女との間には様々なことがあった。


　それはもう、とても言葉では語りつくせぬほどいろいろなことが。


　そしてそれらの出来事を経へた末に、ふたりの間にはある種の絆きずなが結ばれたはずで。


　その絆は、ただの同居人同士の間に結ばれる程度のものでは決してなかったはずで。


　なのに、月村真由が向けてくる笑え顔がおは、親しげではあるけれども、あくまで親しい友人に向けるそれにしか見えなくて──


「あ、すいません。あんまりお邪魔しても悪いですね。それじゃ二ノ宮くん、また後で！」


「あ、ああ、うん。ありが……とう」


　うきうきした様子で部屋を出て行く真由を、引きつった笑顔で見送るしかない。


「ほら二ノ宮くん。ぼーっとしてないで」


　茫ぼう然ぜん自じ失しつ、といった態ていの峻護の肩かたを保坂が叩たたいて、


「今日はまだまだ忙しくなるよ？　君にひとことあいさつしたがってる人たちが、まだたくさん後につかえてるんだから」


　などと言っているそばからノックの音。


「失礼いたしますわ」


　そうして姿を現した人物に、峻護はふたたび愕がく然ぜんとなった。


「あら、なかなかよく似合ってるじゃないの。馬ま子ごにも衣装とはこのことですわね」


「北ほう条じよう……先せん輩ぱい？」


　北条麗れい華か。


　二ノ宮家で峻護と同じ屋根の下で暮らす同居人のひとりであり、そしてまた同じ学園に通う先輩後輩の間あいだ柄がらでもあり──いや、そんな額面上の関係ではとても表現しきれない、濃のう密みつで得がたい多くの時間を共に過ごしてきた、峻護にとってこの上なく大切な女性のひとり。


　……の、はずだ。はずである。


　なのに彼女は呆ぼう然ぜんとする峻護を見て眉まゆをひそめ、


「どんな具合かと様子を見に来てみれば、なんですのそのザマは。こんな大切な日に呆ほうけた顔をして。もっとしゃんとなさい」


「あ、う。はい。ですよ……ね」


「まあよろしいですわ。今日はあなたにとって新たな門かど出でとなるべき日。あなたなりにいろいろと思うところもあるのでしょう」


　そんな風に掛かけられる声には真由と同様、親しい友人に掛ける言葉以上のものはどこにも含ふくまれてなくて。


　そしてまた、彼女の纏まとっている薄うすい水色のドレスも真由と同じく、ごく簡素で控ひかえめなデザインでまとめられたもので。


「ともあれおめでとう二ノ宮峻護。あまり邪魔をしても悪いでしょうし、わたくしはこのあたりで退散いたしますわ。また後ほど」


　そう言い残し、北条麗華もまた峻護のもとを去っていった。


　親愛をこめた、しかし峻護と彼女との関係を思えばあまりにも淡たん白ぱくなあいさつの言葉だけを残して。


（北条先輩でも、ない……？）


　峻護の呆然の度合いは、収まるどころかいよいよひどくなっていく。


　最も関係が深かったはずの少女ふたりは、どうやら峻護の結けつ婚こんの相手ではない。


　であるならば、自分はここで、いったい誰の手を取り、誰と共に人生を歩もうとしているのだろう？
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　いまだに寝ねぼけているのだろうか。


　目が覚めてからしばらくたった今でも、峻護の記き憶おくはひどくあいまいなままだった。


（待て、落ち着くんだおれ。冷静になって状じよう況きようを整理しよう）


　頭を抱かかえ、自分に言い聞かせる。


　確かに峻護は、結婚を心に決めてこの場に来た。


　そのはず、だ。


　長い長い苦労の果てに、ようやくここまでたどり着いたのだ、ということは、漠ばく然ぜんとではあるがしかと覚えている。覚えている、気がする。


　だが、その相手が誰であったかという肝かん心じんなことが、どうしても思い出せない。


（ああくそ、どうなってるんだこれ）


　落ち着いて冷静になったつもりでも、頭の中はぼんやりしたままだった。朝あさ霧ぎりに満ちた深い森の中を歩いているようで、何もかもがいまいち判然としない。


「どうしたの二ノ宮くん？」


　眉み間けんにしわをよせる峻護に、保坂がのほほんとした声を掛けてきた。


「さっきから難しい顔してるけど。なにか気がかりなことでも思い出した？」


「ああいえ、そういうわけじゃ」


　あわてて首を振ふる。まさか『誰と結婚するつもりだったか忘れちゃいました』などとは口にできない。


「そお？　まあ何しろコトがコトだしね、いろいろ心配ごとがあっても不思議じゃないけど。何かぼくにできることがあったら遠えん慮りよなく言ってね？　そのためにぼくがこうしてここにいるんだから」


　どうやら保坂少年は、この場の世話役であるようだ。峻護に声を掛けつつも、この部屋でこまごまとした雑務をこなしてくれている。なるほど、付き人としての経験に富む彼は適役といえるだろう。


（……よし。とにかく今は時間稼かせぎだ）


　タイを結び直しつつ腹を決めた。


　不可解なことは無数にあるが、今はやれることをやろう。


　ここで友人たちを接待している間に、せめて自分が結婚するつもりだった相手が誰であったか思い出さなければなるまい。


　そしてまた祝辞を述べにやってくる人物が結婚相手、ということはないはず。ここで友人たちを迎むかえていれば、峻護が生しよう涯がいのパートナーと決めた女性が誰であるか、おのずと絞しぼられてくるはずである。


　あるいは峻護の妻となる女性が、そのうちこの部屋を訪おとずれる可能性も十分にありうる。そうなればさすがに峻護も誰と結婚するつもりだったか思い出すだろうし、思い出さなかったとしても、会話を交かわしていれば何かしらキーワードが出てくるはずだった──その女性が峻護の妻であるか否いなかを判断できるキーワードが。


「おいーっす二ノ宮くん！　入っていい？」


　そうこうしていると、ドアの向こうから元気のいい女性の声が聞こえた。


　ハキハキと歯切れのいい発音、潑はつ剌らつとした声の張り。


　すぐにわかった。


　峻護の同級生であり、月村真由の親友でもある少女──綾あや川かわ日ひ奈な子こだ。


（まさか綾川さんが結婚相手……？）


　日奈子は見た目がいいだけでなく明るい性格の持ち主で、周囲に何かと細かい気き遣づかいもできる。その上しっかり者だから、家庭運営者としての能力に富んでいることは容易に想像がつく。


　おまけに実家は世界的に名の知れた大だい企き業ぎようを経営しているというオマケまでついてくるのだから、彼女と結婚する男は将来の幸福を約束されたも同然だろう。もっとも日奈子はかなりのオタク趣しゆ味みの持ち主であるから、その点で多少の苦労はあるかもしれないが。


（いや、でもまさか綾川さんとだなんて……いやでもこの状況だと何が起こってもおかしくない気も……）


　何しろ絶対的な本命といえる真由と麗華ですら候補から外れているのだ。日奈子と特別な関係にあったという記憶はないが、ひょっとしてひょっとするかもしれない。


（もしほんとに彼女がお相手だったら？）


　あくまで級友のひとりだと思ってはいたが、綾川日奈子はいい子である。それは折り紙つきで保証できる。


　もし、ほんとのほんとに彼女と手を取り合って生きることを選んだのなら。


　その時はもう、峻護もきっちり腹をくくって──


「いいかな？　入るよ？　失礼しまーす……って、うわー二ノ宮くん、今日はホントにびしっと決めてきたねえ」


　部屋に入ってきた日奈子が、峻護のタキシード姿を見て大げさにおどろいてみせる。


　彼女のドレスはシンプルな淡あわいレモン色。


「ということは綾川さんじゃない、のか。いや、そうだよなあやっぱり」


「ん？　何の話？」


「ああいや、こっちの話」


　ここまでくると、当初の狼ろう狽ばいもいくぶん収まり、多少の余よ裕ゆうも出てくる。


　ぎこちないながらも笑え顔がおを作り、クラスメイトに礼を言った。


「ありがとう綾川さん、わざわざ来てくれて」


「いやいや当然だって。こんなおいしいイベント、あたしが見み逃のがすわけないし。こっちこそ呼んでくれてありがとね」


「いやいや、礼を言うのはやっぱりこっちだよ。綾川さんには何かと世話になったし、呼んで当然だ。むしろ呼ばないとバチが当たる」


「むふ、そう言ってもらえるとうれしいよ。二ノ宮くん一世一代の晴れ舞ぶ台たい、あたしも謹つつしんで参加させてもらうから。しっかりがんばってね？」


「ああ。また後で」


　──日奈子が退出すると、ほとんど息をつくヒマもなく次のノックがあった。


「入るぞ？　構わんか？」


　ややハスキーで、きりりと引き締しまった声。


　これもすぐにわかった。


　北条麗華の付き人のひとりであり、北条家のメイド長でもあった少女。


　霧きり島しましのぶだ。


（まさか彼女が……いや、さすがにそれはないか）


　内心で首を振る。


　確かに少々きつめなところはあるものの、女性としてのしのぶのスペックは極きわめて高い。名家中の名家である北条家でメイド長を務めていたことからもわかるとおり、家庭の内におけばよく家を護まもり、家庭の外に出れば大いに稼かせぎ頭がしらとなってくれるだろう。加えてすらりとした長身としなやかなスタイルの持ち主とくれば、もはやケチをつけるのは失礼に当たるのではあるまいか。


　守ってよし、攻せめてよし、眺ながめてよし。


　女性として極めて魅み力りよく的てきなのは間ま違ちがいない。


　とはいえ峻護との交流は決して深くはなかったし、むしろ時に敵意に近い感情さえ向けられたこともあったはず。そんな彼女と、果たしてそのような関係を持つに至るほどの絆きずなを結べていたかどうか、甚はなはだ疑問である。


　しかしあり得ないことが立て続けに起こっているこの状じよう況きよう、まさかのまさかということもひょっとしてありうるのでは──


「……なんだ貴様、妙みようちきりんな顔をして」


　入ってくるなり、しのぶは眉間にしわを寄せた。


「五分間息を止める訓練をした後に、抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうのギャグ映画と号ごう泣きゆうモノの恋れん愛あいドラマを同時に観みているみたいな、そんな顔だな」


　……そこまでひどい顔だったのだろうか。というかどんな顔だそれは。


「まあいい。ともあれ貴様とは何かと奇き妙みような縁えんはあったし、世話になったこともないではない。ひとこと祝いを言いにきた」


　ふ、と表情をゆるめて、


「おめでとう二ノ宮峻護。貴様みたいな軟なん弱じやく者ものがこのような栄えい誉よに与あずかれるとは予想だにしていなかったが、ともあれめでたい。その幸せ、じっくりかみ締しめることだ」


「はあ、うん。ありがとう」


「本番まであと少し。それまで最後の自由を楽しんでおけ。今日から先、貴様という男からは一いつ切さいの自由が剝はく奪だつされるのだからな」


　いかにも彼女らしい表現だったかもしれない。


　確かに世間一いつ般ぱんでは、結けつ婚こん生活というものは人生の終着点であり、男にとって生涯の監かん獄ごくとなる──などと揶や揄ゆ含ぶくみに言われることもあるわけで。


「ありがとう。忠告は謹んで受け取っておくよ」


　だが多少の皮肉を言われても、峻護は心安らかな気分で返答することができた。


　しのぶの着ている服はダークグレーのパンツスーツ──間違っても結婚式当日を迎むかえている女性の格好ではないわけで。だったら峻護としては、たとえ罵ば詈り雑ぞう言ごんを山ほど浴びせられたとしても菩ぼ薩さつのような顔を保つことができただろう。


「ふん。それではまた後でな」


　軽く鼻を鳴らしつつ、霧島しのぶは部屋を出ていった。


（彼女もシロ、か）


　ホッとしたような、ちょっぴり残念なような……そしてそれよりなにより、どうにもこうにも落ち着かない気分である。


　まあそれも当然で、結婚式を直前に控ひかえているのに肝かん心じんの結婚相手が誰だかわからないとなれば、峻護でなくとも平静でいられるわけはないのだが。


（それにしても一体、おれが結婚する相手って誰なんだ？）


　月村真由。


　北条麗華。


　綾川日奈子。


　霧島しのぶ。


　峻護の近しい範はん囲いにいたはずの女性はもう、かなりの数が候補者から除外されている。


　残る人物といえば──


　とその時、部屋のドアが勢いよく開いた。


　ノックも何もなし、まるで雪崩なだれのように躍おどり込こんできたのは、


「いよお──────っす！　峻ぽん、元気にしてたかいっ!?」


　七色に染め分けた髪かみ。生まれてからこの方、喜き怒ど哀あい楽らくの『喜』と『楽』だけに浸つかって育ってきたような、あまりに底そこ抜ぬけすぎる笑顔。


　そして、峻護の通う神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの第二校医でもある女性。


「虹にじ絵え先生!?」


「そおだよーお、七なな沢さわ虹絵サマのご登場だよーお！」


「お、お久しぶりです先生。わざわざ来てくれたんで──」


　ろくにあいさつを交かわす間もなかった。


　乱入してきたのは虹絵だけではなかったのである。


　彼女の後ろからにゅっと顔を出したのは、


「よう二ノ宮。なかなか男前になってるじゃないか、ん？」


　よくよく見れば美人なのに、それを台無しにするかったるそうな表情と、口にくわえた禁きん煙えんパイポ。


　生徒指導担当教師のひとりにして、峻護が所属する一年Ａ組の担任。


「仲なか丸まる先生！」


「うん、その仲丸由ゆ希き衛えだ。少々面めん倒どうくさかったが来てやったぞ」


「すいません先生、ありがとうございま──」


　言いかけて、しかしすぐに悟さとった。


　虹絵と由希衛だけではない。その後ろにもまだまだたくさんの女性たちがいて、順番もへったくれもなく次から次へと声を掛かけてきたのだ。


「押オ忍ス、師し匠しよう！　お久しぶりです！　師匠の晴れの舞ぶ台たいと聞いて、遅おくればせながら馳はせ参じました！　押忍！」


　竜りゆう崎ざき流柔じゆう術じゆつ総代。峻護を師と慕したい、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつが身上の竜崎流を極めんとする格かく闘とう少女、竜崎アキラ。


「ふん……べつにあんたのことなんて祝いたくもなかったけど、ライバルが名めい誉よの舞台に立つとあれば無視することもできないし。あいさつだけはしに来てやったよ」


　神宮寺学園に所属する生徒のひとり。峻護を恋こい敵がたきとしてライバル視する、ちょっとばかり百ゆ合り趣しゆ味みをもった男装の少女、如月きさらぎ純じゆん。


「わたしの刃やいばから逃のがれた末に、こんな分をわきまえない幸運を摑つかむとは。やはり機会あるうちにあなたを血祭りに……もとい、除じよ霊れいしておくべきだったようです。まあでも時すでに遅おそし、かくなる上は神しん妙みように、あなたの門かど出でを祝うとしましょう」


　タフネスだけなら天下無む双そう。日本刀やチェーンソーを振ふり回し、除霊と称しようする傷害行こう為いを繰くり返す暴走巫み女こ少女、久く遠おん院いんまつり。


「ふふ……女の戦場を目まの当たりにしてビビッてるだけの青びょうたん、ってイメージしかなかったアンタが、なかなかどうして出世したもんじゃないか。あたしからもひとこと祝わせとくれ」


　アフロじみたパーマと、力士と見まがう見事な体型は見まちがえようもない。ザ・ジャパニーズＯＢＡＴＹＡＮ。スーパーマーケットに舞まい降りた特売のヴァルキュリア（新婚時代は超ちよう美人）、誰が呼んだかその名もずばり、クイーン。


「わたしも今日は素す直なおにお祝いしたい気持ちです。あなたを好きな気持ちに変わりはないけど……今日あなたの旅立ちを見送れることを、うれしく思います。ぐすん」


　母親は世界的スーパーモデルのナホミ・キャンドル。年ねん齢れい一ケタにして深い恋を知る女──ええと、名前なんだっけ？


「みんな……」


　呆ぼう然ぜんとつぶやく峻護。


　人、人、人、であった。


　さして広くもない部屋に、懐なつかしい顔やよく知った顔があとからあとから詰つめ掛けてきては、口々に声を掛けてくれるのだ。


「いやー、あたしゃ鼻が高いよー峻ぽん！　ちゃっかりきっかりハッピーなゴールを駆かけ抜けちゃってえ、このこのお！　まあそれもこれも、あたしがこまごまと面倒を見てきたおかげだねっ！」


「ちょっと待った七沢先生、自分の手て柄がらのように言わないでもらいたいな。面倒を見てきたというなら、担任であるわたしこそ賞賛されて然しかるべきじゃないか？」


「押忍、僭せん越えつながら自分も師匠の弟で子しとして、師匠を陰かげながら支えてきた経歴もあるであります、押忍。というわけで、自分もたくさん褒ほめられていいと思うのです、押忍」


「……ま、ぼくとしては別にどっちでもいいけど。これで二ノ宮峻護が恋の鞘さや当あてレースから脱だつ落らくしてくれるなら御おんの字だ、面倒なライバルがひとり減ってせいせいする」


「手柄、ということならわたしを忘れてもらっては困ります。今の彼があるのはすべて、わたしの愛あい刀とう・鬼おに断たち丸まるが彼を刀のサビとしなかったゆえ。でなければ、そもそも彼は今日の栄えい誉よに与あずかれないわけですから」


「ま、あたしゃ別に恩着せがましいこた言わないけどさ。今さらあたしが編み出した特売の必殺テクニックを伝授しても仕方ないしねえ……あたしにできることはただ、あんたがあんたの務めを精せい一いつ杯ぱい果たせるよう、せいぜい応おう援えんすることぐらいさね」


「わたしもしてあげられることは何もないけど……でもわたし、モデルの仕事がんばります！　あなたの雄ゆう姿しを見習って、がんばってあなたみたいな立派なひとになります！」


　誰も彼もが一いつ斉せいにセリフを投げつけてきて、返事をするどころか誰が何を言ってるかさえ把は握あくしきれない。


　それでも、心の奥おくからじわりと温かいものがこみ上げてきた。


　ここに集つどったのはいずれも懐かしい顔ぶれであり、峻護の人生を確実に彩いろどってきた女性たちだ──どういう色に染めたかはともかくとしても。


　いずれもウェディングドレスとはとても思えない服装で、その言動からしても峻護の結けつ婚こん相手じゃないのは明らかだったが……そんなことはもう、どうでもよく思えてきた。


　いや、結婚相手が誰だかどうでもいいわけではないのだが、でも確かにこの時の峻護はそんな気持ちでいたのだ。


　だって、みんながこんなに祝福してくれる。


　二ノ宮峻護の門出を、こんなに温かく見送ってくれる。


　だったらもう、彼の将来は約束されているようなもの──そう断言したってちっとも大げさじゃない。


　誰を将来の伴はん侶りよに選んだか、もはや思い悩なやむまい。


　選んだからには堂々と、胸を張って全力を尽つくすのみ。


　そうしてその女性と、死に至るまでつづく幸福の道を拓ひらきつづけようではないか。


「おう！　なんだなんだ、ずいぶん賑にぎわってるじゃないか！」


「俺おれたちが居ない間に楽しく騒さわごうだなんて、そうは問屋が卸おろさねえ！」


　喧けん騒そうが満ちる部屋の中に飛び込んでくる、さらに騒がしい声がふたつ。


「吉よし田だ！　それに井いの上うえも！」


　峻護のクラスメイトにして大の悪友、吉田平へい介すけと井上太た一いちだった。


「ちょっと失礼、道を開けてくんな！」


「よーし、みんなこっちちゅうもーく！　注目お願いしまっす！」


　ふたりは人ひと垣がきを搔かき分けて峻護の左右に陣じん取どり、手を叩たたいて声を張り上げる。


「この場は友人代表を買って出たこの俺、吉田平介と！」


「そしてこの俺、井上太一が仕切らせていただきます！　ヨロシク！」


「というわけで……ちょーっと想定外だったけど、この場でここまで盛り上がっちまっては仕方ねえ！」


「かくなる上は、このエネルギーを発散させるための何かが必要！　そうは思わねえかみんな!?」


　わあっ！　と歓かん声せいを上げる来客たち。


　ノリのいい友人ふたりが、高まった場のテンションをうまく導き、一定の方向性を持たせてさらなる高みへと引き連れていく。


　そして彼らの選んだゴールは──


「おっしゃ！　というわけで胴どう上あげだ！」


「二ノ宮の野や郎ろうをこの場で胴上げしてやろうぜ！　天てん井じよう破るくらい、思いっきり高々とさ！」


　抵てい抗こうする間はなく、またその意志もなかった。


　本日最大の歓声が怒ど号ごうのように響ひびくや、一斉に密集してきた来客たちの無数の手が峻護の身体からだを支えて、


「そお──────れッ！」
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　舞まい上がった。


　決して小こ柄がらではない峻護の胴どう体たいが、まるで羽根のように軽々と宙を舞い上る。


　一回。


　二回。


　三回。


　そこから先は数えるのをやめた。


　何度も、何度も、何度も、何度も。


　無重力体験を繰くり返しながら、峻護は満面の笑えみだった。


　ひどく満たされていた。


　これまでいろいろなことがあった。


　二ノ宮峻護の人生は、不幸と災さい難なんの連続だと思っていた。


　きっと不幸と災難にまみれたまま墓に入ることになる……そう思っていた。


　そういう星の下もとに生まれているのだ、だから仕方ない、と諦あきらめてる節さえあった。


　でもちがった。


　二ノ宮峻護はここで、ついに人生の頂点を極きわめたのだ。


　それも、こんなにも多くの人たちから祝福されながら──





　……いつまでもつづくかと思われた胴上げも、やがてゆっくりと止やんだ。


　いまだ熱気の冷めやらぬ中、どの顔にも抑おさえきれぬ興奮と喜びがある。


　まるで、峻護の幸福をみんなで分かち合っているような。


　誰かの幸福がまた別の幸福を呼び、その幸福がまた別の幸福の呼び水になっているかのような、そんな輝かがやかしい正のサイクル。


「よーし、この場はとりあえずこれで終しゆう了りよう！」


「この先の楽しみは後に取っておこうぜ！」


　吉田と井上が再度号令を下すと、来客の面々はひとりふたりと部屋をあとにし始めた。


　いずれも満足げな顔で、峻護にひと言ふた言声をかけながら。


「うーん……」


　満面の笑みを浮うかべ、多幸感にひたりながらも、峻護は声に出してはこう言った。


「こんなに幸せでいいんだろうか、おれ。こうも幸せだと、そのうち罰ばちが当たりそうというか、ツケが回ってくるんじゃないかって、なんだか心配になってくるな」


「馬ば鹿か野や郎ろう、そんなわけあるか」


「胸を張れ二ノ宮。おまえは立派だよ、親友の俺たちが保証する」


　部屋に残っていた吉田がウインクで、同じく井上が親指を立てて、それぞれ請うけ合ってくれる。


「ああ。感謝してるよふたりとも。ほんとうに」


「なあに軽いもんよ。この程度だったらいつでもヘルプしてやるぜ」


「じゃあな二ノ宮、そろそろ行くぜ俺たち」


「ああ、吉田も井上もほんとにありがとうな」


　部屋を出て行こうとする友人たちへ心から礼を述べながら、


「それじゃ、あとでまた式場で会おう」


「ん？」


「式場？」


　怪け訝げんそうな顔で吉田と井上が振ふり返る。


「式場って何の話だ？」


「え？　いや、式場っていったらそりゃもちろん……結けつ婚こん式しきの式場の話だけど？」


「結婚式？」


　いよいよ怪訝そうな顔をお互たがいに見合わせてから、友人たちは声をそろえて、


「なに寝ねぼけたこと言ってんだ二ノ宮？」


「誰とどこで結婚するつもりだよ？」


「………………え？」


　キョトンとする峻護へ、友人たちは再び笑顔で、


「じゃあな二ノ宮」


「がんばれよ。俺たちからお前に贈おくれる言葉はそれだけだ」


　ばたん、と部屋のドアが閉まる音。


（え？　何？　どういう……こと？）


　一度は安定を見たはずが、ふたたび襲おそってくる混乱。


（結婚式、じゃない？　だったらどうしてみんな祝ってくれたんだ？　なんでおれはこんな正装をしてる？　結婚式場じゃないならそもそもここはどこだ？）


　解決したはずの疑問がまたしても鎌かま首くびをもたげ、さらなる疑問を引き連れてくる。


　不安と猜さい疑ぎ心が限界に達して、峻護はうしろを振り向いた。


　そこには彼の世話役を買って出てくれたはずの保坂光流が、紅茶をいれたり部屋の片づけをしたりと、自分の仕事を黙もく々もくとこなしている。


「保坂先せん輩ぱい」


「ん？　なんだい？」


　つい先ほどまでの大おお騒さわぎの最中も、静かに成り行きを見守るだけだった保坂が、笑顔で首をかしげてくる。


「どういう、ことです？　これからいったい何が始まるんです？」


「やだなあ二ノ宮くん、ひょっとしてまだ寝ぼけてる？　ほんとしっかりしてよ、今日は『大事な日』なんだからさ」


「…………」


「さ、そろそろお迎むかえが来るころかな。二ノ宮くん一世一代の大おお舞ぶ台たいだよ」


　保坂が言うのと同時、ノックと共にドアが開いた。


「二ノ宮くん、心の準備はできましたか？」


「時間ですわ。そろそろ行きますわよ」


　月村真由と北条麗華。


　峻護ともっとも近しい少女ふたりが、どちらも最上級の微び笑しよう──今となってはどこか胸むな騒さわぎを覚えさせるような──で、彼の出立を促うながしてくる。


「…………」


　長い長い間を取った後、峻護は無言でうなずいた。


　今ここでじたばた足あ搔がいても始まるまい。まずは状じよう況きように従ってみるしかない。


　それにしても、これはいったいどういうことなのだ？


　これからいったい何が始まろうとしている……？


「さ、二ノ宮くんこっちへ」


「そんな顔をするものではありませんわ。覚かく悟ごはとっくにできているはずでしょう？」


　極ごく上じようの微笑を崩くずさないまま、ふたりの少女が再度促し、峻護はもう一度うなずいた。


　そうして彼は。


　何が待ち受けているかも知れぬ場所へ、もはや何を意図しているのかも知れぬ人たちの望むままに──


　ドアを押おし開け、部屋の外へと足を踏ふみ出した。







後編につづく





　峻護、身を固める？のこと　後編







　ドアの向こうはステージだった。


「な……なんだ？　これ」


　きょとん、とした声を漏もらした峻しゆん護ごの前に広がるのは、巨きよ大だいなアリーナスタジアム。


　それもそんじょそこらの巨大さではない。


　視力のいい峻護の目をもってしてすら、前後左右の広がりも奥おく行ゆきも見み渡わたせぬ、おそらくは人類が長い歴史の中で生み出してきたあらゆる産物よりも巨大な、超ちようド級の入れ物ハコ。


　そのメインステージに──あたかもそこに独り立つ者を圧あつ倒とうするためだけに作られたかのような、大海に浮うかぶちっぽけな島みたいな場所に、彼かれは立っていた。


「ここは……一体……」


　だが呆あつ気けに取られていられたのは一いつ瞬しゆん。


　静せい寂じやくを破って突とつ如じよとして上げられた地鳴りのような歓かん声せいに、峻護は思わず身をすくめる。


　そしてようやく彼は気づくのだ。


　まるで巨人が使うお椀わんのような形をしたアリーナを埋うめ尽つくす、文字どおりの人の海に。


　峻護をぐるりと取り囲む、天高くまで積み上げられた階段席に、人々がすし詰づめ状態でずらりとひしめいていることに。


　彼らの視線はひとりの例外なく峻護に注がれ、誰だれもが拳こぶしを突つき上げ、裂さけんばかりに口をあけて声を張り上げていることに。


　もはや言語としては聞き取れぬ言葉の渦うずが、峻護の鼓こ膜まくのみならず五体すべてを震ふるわせていることに。


「みなさん、たいへんお待たせいたしました！」


　いや、ひとつだけ聞き取れる言葉が背後から。


　振ふり向けば、司会者よろしく一歩離はなれて控ひかえていた真ま由ゆが、いつの間にか手にしていたマイクを握にぎって笑え顔がおを振りまいている。


「本日の主役、二にノの宮みや峻護くんが遅おそまきながらのご登場です！　どうぞ盛せい大だいに歓かん迎げいしてあげてください！」


　一段と激しい歓声が上がり、思わず後ずさる。


　想像してみるがいい。幾いく万、幾十万、いやあるいはそれ以上の人々が、一いつ斉せいに狂きよう喜きの声を叩たたきつけてくるのだ。後ずさりで済んだだけ拍はく手しゆものだろう。


「みなさま、どうぞご静せい粛しゆくに」


　熱狂する群集を煽あおっていた真由に代わり、同じく司会者然と振ふる舞まっていた麗れい華かが優ゆう雅がに一礼して、


「これより二ノ宮峻護から皆みなさまへ向けて、ひと言あいさつがございます。ご静せい聴ちよういただければ幸いですわ」


　たったそれだけのことで、狂きよう騒そうを極きわめていた場が噓うそみたいに静まり返る。


　次いで、峻護のシルエットを浮き彫ぼりにするスポットライトが当てられて。


（……って、おいおい。あいさつって言われても……）


　いったい何を言えばいいんだ？


　まったく状じよう況きようがわからない、自分の身の上に何が起こっているかもわからないこの状況で、いったい何を？


「あー……」


　渡されたマイクを手に口を開いてみるものの、もともと雄ゆう弁べんとは言いがたい峻護の口から流れるようなスピーチが出てくるはずもなく。


（どうすりゃいいんだよ……）


　不安。焦しよう燥そう。


　一時は収まっていたはずの感情が、精神の奥深くに穿うがたれた井い戸どからじわりと染み出てくる。いっそ逃にげ出したいが、彼でなくともこの状況でケツをまくれる人間はいまい。


　しん、と張り詰めた空気が、峻護の長い沈ちん黙もくを受けて微び妙みような気配になりつつある。


　猶ゆう予よはなかった。無我夢中で口を開いた。


「あ、あの、みなさん！」


　そのひとことで、群集はふたたびピタリと静まり返る。


「おれの──いえ、ぼく……のため？　にお集まりいただき、今日はほんとうにありがとうございます。お礼の言葉もありません。ええと、ほんと、おれがこんな場所に立ってもいいのかな、っていうか、今でも信じられないというか……」


　途と方ほうもない数の人間が、ひとり残らず自分の言葉に耳を傾かたむけているのが肌はだでわかって、どうしても視線が泳ぐ。


「ともあれ、これだけたくさんの人が一箇か所しよに集つどったということだけを取っても、ほんとにすごいことだと思います。感謝してます、心からほんとうに。ほんとうにどうも、ありがとうございました」


　ぺこり、頭を下げる。


　下げたまま、顔を上げられない。


　そりゃそうだ。


　なんだこのあいさつは？


　ほんとにこんなのでいいのか？


　いや、いいはずないだろう、こんな論ろん旨し不明のあいさつが通るわけ──





　どっ





　……とでも文字表記するしかないような、それは異様な音だった。


　大歓声。


　それはもう、音による暴力とすら呼べる、すさまじいものだった。


　思わず顔を上げた峻護に向けて、さきほどに数倍するエネルギーが叩きつけられる。


　ためにためた後に解放された、膨ぼう大だいなエネルギー。


　地球が真っ二つに割れるのではないかと疑うような轟ごう音おん。


　やがて天変地異のような熱量の塊かたまりは、峻護の名を呼ぶ声に統一され、太く長い濁だく流りゆうとなってアリーナの隅すみ々ずみを席せつ巻けんする。


　まさしく熱狂だった。


　ひとりの少年の名を連呼する音は、龍りゆうがうねるようにとぐろを巻き、そのまま天空高くまで駆かけ上っていくかのような──そんな錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。


　その中心で峻護は、呆ぼう然ぜんたる表情をゆっくりとほぐしていった。


（そうだ。何も心配することはない）


　だって、こんなにもたくさんの人々が祝ってくれている。


　今日は晴れの日、門かど出での日。


　果たして峻護の何にこれほどの期待をかけてくれるのかはわからないが、今さらそんなことを思い悩なやむのは無意味なように思えた。


　期待を掛かけられたなら、それに応こたえるのが男の道ではないか。


　もはや何も悩むまい、迷うまい。


「ありがとう。みんな、ありがとう」


　今や峻護には、ギャラリーに手を振って応じる余よ裕ゆうまであった。


　惜おしみなく笑顔を振りまきながら、内心で腹を決める。





　さあ、おれはここで何をすればいいんだ？


　おれはなんでもやるぞ。


　何なら一曲歌ってもいい。


　さあ。


　おれの役割が何なのか、今すぐ示してくれ──





　視線をやり、道を指し示してくれるはずのふたりを見た。


　月つき村むら真由。


　北ほう条じよう麗華。


　彼かの女じよたちが、二ノ宮峻護の立場と役割を明確にしてくれるはず──


「さあみなさん。長らくお待たせ致いたしました！」


　真由が一歩進み出、群集に向けて満面の笑顔を咲さかせる。


「本日この瞬しゆん間かんをもって、二ノ宮くんの有するあらゆる権利が剝はく奪だつされました！　ただただ皆さま方に滅めつ私し奉ほう公こうするためだけに生きる、忠実な下げ僕ぼくと化したのです！」


　…………。


　え？


　なんだって？


「そう。たった今より、二ノ宮峻護は二ノ宮峻護としてのすべてを失うのですわ」


　さらに麗華も進み出て、朗々たる弁べん舌ぜつで語りかける。


「頭のてっぺんから足の先、髪かみの毛から爪つめの一枚一枚に至るまで。すべては二ノ宮峻護をのぞく、あらゆる人たちに帰属することになるのです。嗚あ呼あ……こんな喜ばしいことが、果たして人類の歴史上にかつて存在したでしょうか」


　まてまて。


　何を言っている？


　いったい何がどうなってるんだ……？


「これらはすべて、二ノ宮くんが自ら望んだこと」


「自らを押おし殺し、その身をみなさまへ捧ささげた勇気ある男へ、どうぞ盛せい大だいな拍はく手しゆをお願いいたしますわ！」


　真由と麗華のアナウンスに応じて、本日最大の歓かん声せいがアリーナを埋うめ尽つくした。


　ただひとり、主役であるはずの峻護だけが蚊か帳やの外。


（ええと……なんて言ってたっけ？）


　ふたりの少女が下した宣告を反はん芻すうする。


　権利剝奪。


　滅私奉公。


　二ノ宮峻護のすべては、二ノ宮峻護をのぞくすべての人たちのモノ。


（冗じよう談だん、だろ？）


　長い人生を歩んできたわけではない。


　でも決して短い人生だったわけではない。


　苦労多く、幸さち薄うすかった。


　そんな人生を乗り越こえた果てに彼を待っていたのはこんな未来だったのか。二ノ宮峻護がたどり着いたのはこんな結末だったのか。


　あらゆる自由を奪うばわれ、自分以外の誰かのためだけに存在する。


　そんな、ばかげた結末。


「おれは──」


　熱ねつ狂きようの渦うずの中心でひとり、頭を抱かかえることすらできぬまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつを絵に描かいたような態ていで立ち尽くす。


　意志のコントロールを離はなれたくちびると舌が、無意識のうちに呟つぶやきを発した。


「そんなこと、望んで、ない」


　ちいさな呟きだったはずである。


　ともすれば発した当人である峻護ですら聞き取れないような、そんな声だったはずだ。


　なのに、





　ぴた





　っと止やんだ。


　峻護の周りを異形の怪かい物ぶつのように取り囲み、うねりを上げていた歓声が。


　まるでスイッチを切ったような唐とう突とつさで、有から無へと。


「え……？」


　不気味な静けさだった。


　人間味のカケラもない、機械的な切り替かわりの早さだけがそうさせるのではない。


　耳の奥おくがツーンとなるほどの静せい寂じやくの向こう側にある、何か。


　悪意？　ではない。


　敵意？　いやそれもちがう。


　針のように突つき刺ささる、数え切れぬほどの視線の、その向こう。


　失望？


　虚きよ無む？


　それとも──


「二ノ宮くん」


　平へい坦たんな声。


「今さらそんなことを言うんですか？」


　振ふり返れば、真由の口から。


「これはもう決まったことです。十分な覚かく悟ごもあるはずです」


　声だけではなく表情まで平坦だった。


　月村真由とは、峻護にこんな顔を向けてくる少女だったか？　それもこれも、峻護がこの状じよう況きようを受け入れなかったせいなのか？


「でも──ちがう。おれはやっぱりこんなの、望んでない」


「本当に？」


「当たり前じゃないか！　そもそもこれのどこが晴れの日だっていうんだ!?　めでたくも何ともない、おれにとって何のメリットがある!?」


「でも確かにあなたが望んだことなのですわ、二ノ宮峻護」


　今度は麗華の口から。


「認め、そして従いなさい。あなたの運命に。あなたの宿命に」


「ちがう！　おれは望んでない！　望むわけがない！」


「本当にそうかしら？」


　激しくかぶりを振る峻護と対照的に、麗華は無機質なまでに冷れい淡たん。




[image: ]


　彼女だけではない。


　真由も、そしてアリーナを埋め尽くす女性たちも──


（女性？）


　ハッと目を瞠みはる。


　どうして気づかなかったのだろう。


　この場を埋め尽くし、峻護ただひとりに視線を集めている群集の誰だれひとりとして、男性の姿はない。


　例外なくみな、女性ばかりなのだ。


「あなたを信じて集つどってくれた彼女たちを」


「裏切るんですの？」


　峻護を挟はさみ込こむようにして立つ真由と麗華から、冷静で冷れい徹てつな指し弾だん。


　にじみ出つつある脂あぶら汗あせもそのままに、峻護は周囲に視線を走らせる。


　怒おこり出すわけでもなく、騒さわぎ出すわけでもなく。


　幾いく万幾十万の女たちは皆みな、ただただ峻護に視線を集めている。まるで魚類のそれみたいに感情の読めない瞳ひとみで。


「くっ──」


　どうしてそんな風におれを見る？


　おれが悪いのか？


　でもおれが何をしたっていうんだ？


　なにも身に覚えはない。ないはずだ。こんな風にいたたまれない思いをする理由なんて、なにも──


　気づけば走り出していた。


　何もかもから背を向けて、一目散に。


　真由も麗華も何も言わない。数あま多たの群集たちも何も言わない。


　遁とん走そうを開始した峻護の背中に、ただただ得体の知れない視線をじっと刺してくるだけ。


（逃にげたのか、おれ？）


　懸けん命めいに走る。


（でも逃げるって、どこへ？）


　わかるはずもない。


　ついさっきまで彼が待機していたはずの部屋の扉とびらが目に入った。


　おぼれる者が藁わらをも摑つかむ気分で、扉をぶち破る勢いで部屋に飛び込んで、


「…………え？」


　たたらを踏ふむようにして立ち止まる。


　そこはさっきまで確かにあったはずの部屋ではなかった。


　いや、そもそも部屋ですらない。


　ただの、暗くら闇やみ。


　一寸先も見えない、そもそも部屋としての態ていをなしているかどうかすら判別できない、真の惣つつ闇やみだけが広がっている。


「────っ！」


　振り返る。


　真由が、麗華が、無数の群集が、ひきつる峻護の顔を、魚の目で。


　あそこへは戻もどれない。戻りたくない。


「くそっ！」


　走った。


　苦手な食べ物を飲み込む時みたいに顔をしかめながら、決死の覚悟で闇の中へ躍おどり入る。


　壁かべも天てん井じようもなく、足をつけているはずの床ゆかすら本当に存在しているのか判然としない空間を、まさしく闇雲に走った。


「くそっ──くそッ！」


　行き先も方向感覚もないまま走っているにしては、どこにも何にもぶつからなかった。


　それがまた一層、峻護の心を千々にかき乱す。


　壁か何かに頭をぶつけて失神してしまえるなら、そのほうがまだ幸せだったろうに。


　なんなのだ、この不安と焦しよう燥そうは。


　後から後から湧わき上がる、胸を押おしつぶすような、喉のどをかきむしりたくなるような、この感覚は。


　こんなのおれは望んでない。


　望んでない。


　望んでないのだとすれば。


　だったら誰か仕組んだやつがいるはずだ。


　この馬ば鹿かげた茶番を仕組んだ誰かが。


　誰だ。


　誰がおれを、


「悪いけど俺おれらとはちゃうなあ」


　声。


　ハッと立ち止まって振り返ると、そこに知った顔がふたつ。


「そうどすな。峻護はんの今の苦境は、ウチらなんも与あずかり知らへん」


　奥おく城しろたすく。


　そして奥城いろり。


　峻護の同窓にして、因いん縁ねん浅からぬ一組の男女。


　闇をくり抜ぬくようにして浮うかび上がるふたつのシルエットが、峻護へ微び苦く笑しようを投げかけている。


「奥城たすく……お前じゃ、ないのか？」


「ああ。俺は関係あらへん」


「いろりさんも……？」


「はい。ウチかてなんも」


「じゃあ……じゃあいったい誰が？」


　すがるように問いかける峻護に、たすくといろりは不思議そうに顔を見合わせる。


　そうしてまた峻護に視線を戻して微苦笑するのだ。


　まるで『わかってるはずだ』とでも諭さとすかのように。


「────っ」


　ふたたび踵きびすを返し、闇の奥へと走り出す。


　だめだ。このふたりじゃ頼たよりにならない。そしてまたこのふたりが元げん凶きようでもない。


　どこだ。どこにいる。


　おれをこんな目に遭あわせたやつ、おれをこんな風に苦しめようとするやつは。


　いったいどこでふんぞり返り、冷笑し、おれを操あやつる糸を弄もてあそんでいるんだ？


「どこにも居はせん」


　またしても響ひびいた声に、峻護は急停止を余よ儀ぎなくされる。


「そんなもの、銀河の果てまで駆かけたところで見つからぬ。なぜなら始めから存在せぬからな」


　くちびるを吊つり上げ、獰どう猛もうな瞳ひとみで彼を射抜いていたのは。


　神かむ戎いの血族の大立者たる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの姫ひめ君ぎみ、ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタイン。


　その左右にはふたりの従者──ギュンター・ローゼンハイムとシャルロッテ・ローゼンハイムの姿が。


「存在しない……って、どういうことですか。ヒルダさん」


「言葉どおりの意味だシュンゴよ。貴様を今のごとき憂うき目に遭わせた者、貴様に塗と炭たんの苦しみを味わわせている者、そんな者はどこにもいない」


　酷こく薄はくな宣告だった。


　ギュンターとシャルロッテを交こう互ごに見やる。しかし彼らもまた主と答えを同じくしているようで、何ひとつ救いを差し伸のべようとはしてくれない。


「諦あきらめよシュンゴ。選ぶべき道はひとつしかない」


　そう言ってヒルダは、彼女にしては珍めずらしい──というか未いまだかつて目にしたことのない──表情をした。


　哀あわれみの目を向けたのである。


　峻護へ。


　うろたえ、くちびるを嚙かみ、震ふるえる身体からだを両足でやっと支えている男へと。


「くそっ！」


　無我夢中で背を向けた。


　ちがう。


　おかしい。


　こんなはずではない。


　こんな馬鹿げたことあってはならない。


　否定の言葉の渦うずで頭の中をぐちゃぐちゃにしながら、なおも足あ搔がく。駆ける。


　暗くら闇やみの中、どこへ行くとも知れず、ただただ離はなれたくて、逃にげたくて、何もかもを振ふり切りたくて。


（なんでこんなことになったんだ──？）


　どこにもいないという。


　誰のせいでもないという。


　誰かが峻護に邪じや心しんを抱いだき、彼を害そうとしているわけではないという。


　ではなぜ？


　どうして二ノ宮峻護はこんな苦境に陥おちいっているんだ？


「決まってるじゃない」


　またしても声。


「あんたが泥どろ沼ぬまに嵌はまる原因を作ったのは、他ほかでもないあんた自身。そうでしょう峻護？」


　はあ。


　はあ。


　息を切らしながら立ち止まり、だが今度は振り返りもしなかった。


　長年聞きなじんだ声。振り向くまでもなくわかる。


「おれが悪いっていうのか──姉さん」


「そうよ」


　姉・涼りよう子この声には、常のように弟をからかったり弄んだりするそれではなく、あたかも学究の徒のごとき沈ちん着ちやくさと公平さがあった。


「戻もどりなさい峻護。あんたの務めを果たしなさい」


「そんな……だっておれは、」


「……とまあ涼子くんはこう言っているが。僕ぼくは必ずしも、力の限りに遁とん走そうする君を否定したりはしないがね」


　別の声が聞こえた。


　姉のすぐ隣となりに立っているはずの誰かから。


「人間というやつはいついかなる時、いついかなる場合においても正しく、また称しよう揚ようされる行動を取れるわけではない。また正しいと判断した行動が、いついかなる時、いついかなる場合においても正しいとは限らないだろう。まあ……我ながら詭き弁べんか戯ざれ言ごとのたぐいを口にしているとは思うがね」


「美み樹き彦ひこ、さん」


　涼子の相棒たる男の声は、ひどくやさしく棘とげもなく──だが同時に辛しんらつで遠えん慮りよもない。


「あるいは君の取った行動が、長い時を経へて評価を新たにすることもあり得ないわけではない。その一点に期待して、歴史に判断をゆだねるのもいいんじゃないか……僕はそう思ってるよ。案外まじめにね」


「…………」


「さあどうするんだい峻護くん？　君の選せん択たくを示してもらおう」


「…………。おれ、は」


「さあ」


　口ごもる峻護に、美樹彦が再度うながす。


「さあ」


　美樹彦だけではなく、涼子が。


「さあ」


　右隣に現れたたすくが。


「さあ」


　左隣に現れたいろりが。


「さあ」


　さらにヒルダ、シャルロッテ、ギュンターまでも。


「さあ」美樹彦が。


「さあ」涼子が。


「さあ」「さあ」たすくが、いろりが。


「さあ」「さあ」「さあ」ヒルダが、シャルロッテが、ギュンターが──





「黙だまれッ！」





　悲鳴じみた咆ほう哮こうが轟とどろいた。


　ただただ暗闇だけが埋うめ尽つくす無機質な空間さえも圧する、その痛切な響ひびきに峻護は驚おどろき、その声が自分の口から発されていることに気づいてもっと驚いた。


「何だ、何なんだ、おれが何をした、おれに何をしろってんだ!?　みんなして寄ってたかって──ふざけるな、冗じよう談だんじゃない、いい加減にしろッ！」


　堰せきの切れた感情は止とどまるところを知らない。


　正気も、正論も、正道も──何もかもいっしょくたに、濁だく流りゆうとなって押おし流す。


「もういやだ、もう何も聞きたくない、もう何もかもたくさんだ！　頼たのむからもう放ほうっておいてくれッ！」


　固くまぶたを閉じ、身をよじるように言い放つ。


　何も、誰からも、応こたえはない。


　そればかりか気配すら消えた。峻護を囲んでいた人々の気配が、ひとつ残らず。


「…………？」


　恐おそる恐るまぶたを開けると、そこは白い廊ろう下かだった。


「え？」


　見まちがいではない。


　床ゆかも壁かべも天てん井じようも、白一色。


　峻護が着ているタキシードのピュアホワイトでもなければ、アイボリーに近い色でもなく、青み掛がかった感じのそれでもない。


　ただヌメリと白い、どうにも茫ぼう洋ようとした印象を与あたえる廊下が、ひたすら真っ直すぐに延のびている。


　そして前方にはふたりの少女。


　淡あわいピンクのドレスを纏まとった真由。


　同じく淡いブルーのドレスを纏った麗華。


　峻護を先導するようにして、廊下の先を歩いている。


「……夢？」


　目をごしごしこすり、激しく瞬まばたきする。


　背後を振り返れば、たったいま出てきたばかりの──はずの──部屋の扉とびら。


「どうしたんです二ノ宮くん？」


　真由が歩きながら振り返り、怪け訝げんそうに首をかしげた。


「ああ、いや。なんでも……ない」


　白昼夢の類たぐいなのか？　たったいま見ていたものは。


「顔色悪いですねえ。緊きん張ちようのせいですか？」


「あ、うん。そうだな、そう、かも。なんかこう、変な光景を見たというか変な体験をしたというか。それで、まあ、うん」


「？……どうしたんでしょう麗華さん。二ノ宮くん、さっきからおかしいですよね」


「まったくですわ。とっくに腹はくくったものと思っておりましたのに」


　はあ～～～～っ、と大げさなため息をついてから峻護をキッと睨ねめつけて、


「しっかりなさい二ノ宮峻護、そんな景気の悪い顔を公衆の面前にさらすわけにはいきませんことよ？　これからあなたの結けつ婚こん式しきが始まるのですから」


「……え」


「え、じゃありません。ひょっとしてあなた本当に寝ねぼけてますの？」


「えっ？　ああいえそんな、まさか！　寝ぼけてなんか！」


　あわてて首と手を振ふりながら、混乱した頭を整理する。


　そうだ、そうだよな。やっぱり今日は結婚式じゃないか。おれは何も間ま違ちがってなかったわけだ、うん。


（夢、でよかったよ。まったく……）


　ホッと胸をなで下ろす。


　それにしてもひどい悪夢だった。何だったんだあれは一体。


「さあ二ノ宮くん、気を取り直して」


　真由がニコリと笑い、先へ進むよう促うながした。


「みんな今か今かと待ちわびてるんですから。しゃんと背筋を伸のばして、びしっといきましょう！」


「ああ、そうだな。まったくその通りだ」


　まだ気分の悪さは残っていたが、峻護もしっかり笑え顔がおを返した。こんなところで新しん郎ろうがシケた顔をしているなど言ごん語ご道どう断だん、それは文句の付けようのない正論。


　さあ、いざ覚かく悟ごを決めて結婚式の会場へ──


（ん？　あれ……？）


　ふいに、とても大切なことに思い至った気がした。


　思わず足を止め、しかしそれと同時、


「さあ。着きましたわよ二ノ宮峻護」


　目の前に大きな扉が迫せまっていた。


（……やっぱ、何か変じゃないか。これ）


　だって、何だか見覚えのある気がするのだ。


　この状じよう況きよう。


　この大きな扉。


　そしてじわじわせり上がってくる異様な緊張までもが。


　なんだか見覚えがある光景のような、いや確かに自分はこんな状況を経験したような、それもついさっき、


「さあ二ノ宮くん。行きましょう、新たな船出へ、新たなステージへ」


「みなさん待ちかねていますわよ？　あなたに人生のすべてを託たくすべく集つどった──あなたと結婚するために集った、数え切れぬほどの女性たちが」


　背筋が凍こおりつく。


　待ってくれ、そんな、話がちがう、そんな話おれは知らな──


「これから先のあなたの人生は、あなたを除くすべての女性たちのもの」


「おめでとう二ノ宮峻護。二度とは戻もどれぬ一方通行の道を、たったひとりでお往いきなさいな。片道切きつ符ぷただ一枚をにぎりしめて、ね」


　制止する間はない。


　そこからは立て続けだった。


　ゆっくりと扉が開く。


　前方に広がる巨きよ大だいなアリーナ。


　そこを埋うめ尽つくす女性たちの大観衆。浴びせられる大だい歓かん声せい。


　またしても峻護は圧あつ倒とうされ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし──しかし今度はそれだけでは終わらなかった。


「────っ!?」


　雲うん霞かのごとき人々の群れが、ひとり、またひとりと席を立ち、狂きよう喜きのままに殺さつ到とうしてきたのである。


「ちょ────」


　あわてて踵きびすを返そうとして、そこでまた愕がく然ぜんとさせられた。


　扉が消えていたのだ。


　それだけではなく、真由と麗華の姿までもが消えて、


「なんだよ、これ」


　もはや意味を成さぬ声を口々にあげ、女たちが背後から押おし寄せてくるのが、わかる。


「なんなんだよ……」


　為なす術すべはない。迫り来る、まるで津つ波なみのような大観衆を前に、いったい何をどうすれば峻護ひとりの力で対処できるというのか。


「なんだってんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　絶ぜつ叫きようもまた、もはや無意味。


　振り返れば世界のすべてを飲み込まんとするかのような、得体の知れない塊かたまりが押し寄せ、峻護を圧殺──





　　　　＊





　……するところで悲鳴を上げた。


　いや、上げるつもりが上げられなかった。極きよく限げんまで喉のどが乾かん燥そうし、声帯を震ふるわすことすら満足にいかなかったらしい。


（い……生きて、る？）


　思わず両手をみた。


　指が折れるでも肌はだが裂さけるでもなく、まったくの無傷。ただし肌の色は死体も同然の青白さ。


　それと、玉を成して浮うきあがる汗あせ。


　手のひらだけではない。喉ではなく表皮をぬめらすのに使われた水分が、肌着の繊せん維い一本一本にまでたっぷりしみこんでいるのがわかる。おそろしく粘ねん度どの高い、何か変な色でもついていそうな、気持ちの悪い汗だった。


「あー……あ……んっ……おっ？」


　渇かわきすぎてヒリヒリ痛む喉に、どうにか唾だ液えきを流し込もうとして悪あく戦せん苦く闘とうしているところへ、


「やあ二ノ宮くん。調子はどうだい？」


　かけられた声にハッと顔を上げる。


　保ほ坂さかだった。


「いい夢みられたかな？」


　ニッコリ笑いながら、冷えた紅茶の注がれたグラスを渡わたしてくれる。


　それを一息に飲み干して、


「ああいえ……いい夢とはとても……」


「そう。そりゃご愁しゆう傷しようさま」


　グラスを返しつつ、まだ夢うつつのままあたりを見回す。


　白い壁かべ紙がみ。ベージュのカーテンにブラウンの長なが椅い子す。天てん井じようからは小ぶりなシャンデリア。シンプルだが、なかなか上質な作りの部屋である。


「…………」


「よっぽど嫌いやな夢をみたらしいね」


　口をあけて呆ほうけている峻護へ苦く笑しようしながら、保坂。


「安心して。夢の中でさらに夢をみてる、ってことはないから。ここはちゃんとした現実だよ、保証する」


「…………」


「そんな迷子の小犬みたいな目で見ないでよもう、かわいいなあ。何ならほっぺたをつねってあげようか？」


「ああいえ、だいじょうぶです。ちょっとほんと、夢見が悪かったから……」


「だろうね。まあそれと知ってて起こさなかったんだけど。どんな夢みてるかも想像ついたし」


「…………？」
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「まあでも、いちおう聞いてみようかな。どんな夢を見てたの？」


「ああいえ。その」


「話してみなよ。口外はしないし、話せば少しは楽になるかもだし」


「…………」


「それより何より、『世話人』のぼくとしては放ほうっておくわけにもいかないんだよね、今の君をさ。ちょっと鏡で自分の顔見てみる？　ぜったい引くから」


　そう言われてまでだんまりを決め込む気はなかったし、自分ひとりの中に今みた夢をため込んでおくのもぞっとしなかった。


「……なるほど、ね。ホントにいかにもな夢だなあ」


　話を聞き終えて保坂は一笑。


　峻護の対面のソファに腰こし掛かけて、


「アリーナを埋め尽くす無数の女性は、君が感じているプレッシャーの質と量。どこともしれずどこまでも続いている暗くら闇やみは、君が感じている君のこれからの未来。その他もろもろ含ふくめて、まさしく今の君にふさわしい夢だよね。二ノ宮くんの心しん理り状じよう況きようを端たん的てきに表していると思うよ」


「よくわかりますね」


「あはは、素人しろうとのぼくでもそれぐらいわかるって。みんなが君ぐらいわかりやすい夢を見てくれると、夢ゆめ占うらないを生業にしている人もずいぶん楽できると思うけど」


「はあ」


「ま、ぼくの夢判じなんてどうでもいい。問題なのは、問題の根本が思ったより根深いかもしれない、ってことかな」


「…………」


「神かむ戎いたる身と力を取り戻した今の君でもまだ不安なんだ、ってことにも驚おどろくけど。まあ無理もないか。君が選んだ道のりの長さと険しさを考えると」


　うんうん頷うなずき、じっと峻護の瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。


　笑え顔がおと、しかしクスリとも笑ってない目。


「でも、おれが選んだ道ですから。保坂先せん輩ぱい」


「知ってるよもちろん。君が苦労して、さんざんのたうち回って、その末に選んだ道だ。いや摑つかみ取った道、だよね」


　言いながら、保坂は自分のグラスに紅茶を注ぐ。


「ここへ来るまで、いろいろなことがあったねえ」


　遠くを見るような目をして、保坂は懐なつかしそうに語る──さして遠い過去でもないエピソードを。


「生命の危機にさらされた月村さんが行方ゆくえ不明になって、二ノ宮家や北条家を始めとする神戎十氏族の関係がキナ臭くさい感じになって──そしてあの日を迎むかえた」


　あの日。


　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインの肝きも煎いりで、国内の主だった神戎たちが一堂に集結し、一いつ触しよく即そく発はつの気配が最高潮に高まった、あの日。


　あらゆる運命の糸が、その日その時その瞬しゆん間かんを終着点として一気に収束し、多くの人たちに一大転てん換かん点をもたらすことになったのだ。


「ぼくはその場にいなかったから、後で人づてに話を聞いただけだけど。ほんと、見てきたことのように頭に浮かぶよ。その時の君の顔、声、その他もろもろが」


　そう。


　あの時から峻護の長く険しい道のりが始まったのだ。


　もっとも大切なふたりの少女を前に、人生最大の宣言をぶちあげたあの時から。


「あれからもう、ずいぶん経たったような気がします」


　峻護は感かん慨がい深げに微び笑しようして、


「いや、むしろあっという間だったのかな？　変な話だけど、自分ではちょっとよくわからないんです。なんだか時間の感覚が狂くるってるというか……あまりになりふり構わず、立ち止まらずに突つっ走ってきたからでしょうか」


「わかるよ。君の苦労にはとても及およばないけど──ぼくだってひとりぶんの人生を背負うことになったからね。自分以外の女性の人生をさ」


　人生の先達たる威い厳げんを少しでも出そうというのか、保坂はしかめっ面つらをして肩かたをすくめて見せる。


「心中お察しします」


「いや、それにしてもほんとうに紆う余よ曲きよく折せつあったもんだ。ほんとうにいろいろなことがあって、物事があれこれ回りまわって、そしてぼくと君は今ここにいる」


「はい」


「ぼくと君は友人であるのみならず、時にライバルであり、敵同士でもあった。ひょっとしたら今でもそうかもしれない」


「ですね」


「それでも君は、この役目にぼくを選んだ。ぼくの実務能力だけじゃなくて、そういうのもぜんぶ込こみでぼくを買ってくれたんだと思う。数いるほかの友人たちを差し置いて、ね。その期待に、及ばずながら応こたえたいとも思ってる」


「ありがとうございます。ほんとうに感謝してます」


「というわけで、ぼくはここしばらくの間、ぼくが思いつくあらゆるケースを想定して、あらゆる手を打ってきた。その手を今、ここで使ってみてもいいよ？」


「…………？」


「わからない？　つまり逃にげ道を用意してあるってことだよ──今のこの状況から君を救い出す道を、ね」


　峻護は沈ちん黙もくした。


　保坂の言っていることがわからなかったからではない。その逆である。


「なにしろあの北条家で長年裏方を務めてきた、このぼくが言うんだ。『あらゆるケース』『あらゆる手』っていうのは、文字どおりの意味と受け取ってもらっていい。その信しん頼らい度どの高さも保証するよ」


「…………」


「具体的な手段は言わないでおくけどね。知らないで済むならそれに越こしたことはないし、ぼくとしてもいろいろ奥おくの手を使ってるから、なるべく人の目に──君をふくめて──触ふれられたくはないところだし。でもこれだけは断言する。ぼくは、君の決断をリセットすることができる。何もかもをなかったことにして、ゼロからやり直させることができる。必要なら名前も姿も国こく籍せきも変えて──ぼくには、そういうことができる」


　保坂の言葉が真実かどうかも、峻護は問い質たださなかった。


　彼の笑わない目。


　彼のこれまでの経歴。


　彼の声の普ふ段だんと変わらないトーン。


　そして彼と峻護との、一ひと筋すじ縄なわではいかぬ関係。


　これらすべてが、保坂光みつ流るの言葉が噓うそでも冗じよう談だんでもないことを明確に示している。


「君がぼくを選んだのは、ひょっとしたらそのあたりをどこかで期待してのことなんじゃないかって、邪じや推すいしてね。ぼくのいちばん得意なやりかたで気を利きかせておいた。余計なお世話だったら謝あやまる」


「…………」


「さて。それじゃ、ぼくのおせっかいが本当に余計なお世話なのかどうか、聞かせてもらいたい」


　白い壁かべ紙がみ。


　ベージュのカーテンにブラウンの長なが椅い子す。


　天てん井じようからは小ぶりなシャンデリア。


　そしてふたりの男。


　他ほかには何ひとつ、音ひとつない。


「二ノ宮くん。この先君を待っているのは夢でも幻げん覚かくでもない、紛まぎれもない現実だ。本当に君はこの海を泳ぎきれるのかな？──きっとその海は月明かりすらない、真っ暗な嵐あらしの海だと思うけど」


　視線と視線が絡からみ合う。


　にらみ合っているわけでもないのに、あたかも火花の散るような、そんな視線の交こう錯さくだった。


「……ほんとうに、できるんですか？　おれを逃がすなんてこと」


「できる」


「たとえば今、この場でおれがこっそり姿を消して、まったく別の人間として、まったくちがう人生を歩むこともできる、と？」


「もちろん」


　保坂の態度も、声も、微動だにしない。揺ゆるぎない。


　それどころか、単なる友人ではない、ひとかたならぬ関係の男──二ノ宮峻護に対する、清せい冽れつなまでの真しん摯しさと誠実さがあった。


　彼の目は明快に語っている。


　ぼくは君のために、君が選ぶ未来をサポートするために、全身全ぜん霊れいでもって尽じん力りよくする。たとえ君がどんな未来を選せん択たくしたとしても──と。


「保坂先せん輩ぱい」


　微笑する。


　これほどの男からこれだけの支持を受けられる幸運を、心から感謝した。


「ありがとうございます、ほんとうに。助かりました」


「──いやいや。どういたしまして」


　謙けん遜そんするように首を振ふる保坂。


　その瞳ひとみにわずか──本当に微量の──無念さと諦てい念ねんが浮うかんだようにも見えたが、それもほんの一瞬。


　すぐに彼らしい、底そこ抜ぬけの笑え顔がおに戻もどって、


「わかった。それじゃさっそく、君を逃がすための指示を部下に──」


「え？　ああいえ、ちがいます。ありがとうと言ったのはそういうことじゃなくて」


　あわてて手と首を振り、保坂の勇み足を抑おさえるように笑って、


「ありがとうございます先輩。おれの弱さを、まだ心の中にこびりついていた弱さを、浮き彫ぼりにしてくれて。助かりました」


「んん？」


　怪け訝げんそうに首をひねる保坂。


「すると、ぼくが用意したとっておきは必要ないってことだね？」


「はい」


「ふむ。それは構わないけど、君の言う意味がわからないな……心の中の弱さがどうこうってのは……ん？　ひょっとして」


　納なつ得とくしたようにポンと手を叩たたき、苦笑い。


「なるほど。本当に強くなったねえ、君」


　そんな風に言われると、なんだか自分がとんでもないカッコつけみたいに思えてきて、急に照れくさくなってきた。


「つまり自分で自分を試ためした、と。そのためにわざわざぼくに逃げ道を作らせたんだね？　そうか、そのためにぼくを選んだのか。逃げ道を作る能力と老ろう婆ば心しんのあるぼくを」


「まあ……そんなとこです。お恥はずかしい」


「いやはや、ほんと変わったねえ。したたかというか、図ずう々ずうしいというか、ふてぶてしいというか……しばらく前の君からじゃ考えられないよ。わざわざ自分から危ない橋を渡わたってみせるような、しかもそこをきっちり乗り越えてみせるような真ま似ねをしてみせるなんてさ」


「ほめすぎですよ。そんなに順序立てて考えてたわけじゃないし、自分に自信があったわけでもない。保坂先輩が動いてくれるかどうかも半々でした。ましてこの土ど壇たん場ばになってあんな夢を見るなんてのは予想のしようがない。傍はたから見るとシナリオどおりみたいに見えるかもだけど……実際は偶ぐう然ぜんに偶然が重なって、やたらよく見えるだけです」


「でも、君はきっちり示してみせた」


　峻護の照れ隠かくしを揶や揄ゆするかのようにウインクして、


「君は確かに強くなって、でもいまだに弱さもたくさん残ってて、だけど今の君にはその弱さをはるかに上回る強さがある。現に今でも君の顔色は悪いし、手もちょっとばかり震ふるえてるけど、それでも前に進む強さがある」


「いつまでも未熟で困ってます。──さて」


　ピュアホワイトのタキシードをひるがえして立ち上がった。


「そろそろ行きましょう。おれが行かないと始まらない」


「ああ、そろそろ時間だね」


　保坂もまた漆しつ黒こくのタキシードのすそを払はらって席を立ち、


「いってらっしゃい二ノ宮くん。さっきは夢から覚めて戻って来れたけど、今度はそうはいかないよ？」


　おどける保坂に微び苦く笑しようしてみせ、扉とびらの前に立つ。


　ネクタイを直し、深呼吸ひとつ。


　真っ直すぐに、ただ前だけを見み据すえると、少年くささの残る顔が一人前の男のそれになる。


「二ノ宮くん。ひとつだけ聞いていいかな」


「はい？」


「君はいま──幸せかい？」


　まいったなあ、と峻護は内心苦笑した。どうやら想定していた以上に心配を掛かけてしまったらしい。


　なるほど、自分はついさっきまで悪夢にうなされていた男だ。


　顔も青ければ手も震えている。


　心臓はバクバクだし、できることなら逃げ出だしたいとも思う。


　だがそれでも、今の二ノ宮峻護は迷いなく、ためらいなくこう言えるのだ。





「ええ。もちろん」





　──と。


「……オーケー。航海図も羅ら針しん盤ばんもない海へ漕こぎ出す君に、幸さち多からんことを。──さあ、いってらっしゃい」


　恭うやうやしさすら込こめて一礼し、保坂がゆっくり扉を開ける。


　途と端たん、扉にさえぎられていた喧けん騒そうが、まるで拘こう束そくから解放されたかのようにあふれ、峻護の全身を包んだ。


　ホールに満ちる、明るく温かい光。


　その光の逆光になった女性のシルエットが峻護に気づいて振り返り、笑顔を咲さかせ、そして──







おしまい





　another side　そのころのヒロインたち







「いよいよですわね真ま由ゆ」


「ええ。いよいよですね麗れい華かさん」


　異口同音にそう呟つぶやき、ふたりの少女は沈ちん黙もくした。


「長い……道のりでしたわ」


「はい。まったくの同感です」


　白い壁かべ紙がみ。ベージュのカーテンにブラウンの長なが椅い子す。天てん井じようからは小ぶりなシャンデリア。シンプルだが、なかなか上質な作りの部屋である。


　そしてまた、ふたりの少女が身に纏まとっているのも、白。


　処女雪のごとき清せい冽れつな白のシルクで仕立てられた、見る者の心を捉とらえて放さない華か麗れいなデザインの──見事なウェディングドレスだった。


　しかし鮮あざやかで艶あでやかなドレスとは裏腹に、少女たちの表情はひどく深刻で。


「……わたくし、結けつ婚こん式しきってもっともっと幸福感に満ちあふれたものだとばかり思っていましたわ」


「今日は本当に意見が合いますね。わたしも同じことを考えていました」


「わたくしたち、幸せなのかしら？」


「もちろんそのはずです。少なくとも今日この日を迎むかえることが決まって以来ずっと、わたしは人生最大の幸福を味わってきました」


「なのに、どうしてわたくしたちはこんな顔をしてるのかしら？」


「それはむしろわたしのほうが訊ききたいくらいです」


　沈黙。


　不安の色が色いろ濃こく出た四つの瞳ひとみが、交こう錯さくする。


「……あの男、ほんとうにわたくしたちを選んで正解だったのでしょうか」


「わたしたち以外の誰だれを選ぶというんです。それにわたしは、自分が峻しゆん護ごくんに選ばれるに足るだけの女であると確信していますし。……確信していた、のですけど」


「わたくしたち、あの男を幸せにできるかしら？」


「もちろん全力は尽つくします。尽くしますけど、でも努力が実らないこともままあるのが人生ですから。たとえそうなったとしてもわたしたちのせいではないと思います。たぶん。きっと」


「というか、冷静に考えるとやっぱりヘンですわよね、この結婚。わたくしたちふたりと同時だなんて……」


「やめてくださいそんな、何を今さら。そんなことは最初からわかっていたことじゃないですか。それでもこれは峻護くんが決断したことで、それにわたしたちふたりにとっても決して悪い話じゃなくて、また三人でいっしょに暮らせるなら何の不満も──」


「ああああああっ！」


　唐とう突とつだった。


　麗華が頭を抱かかえて立ち上がり、いやいやをするように身もだえする。


「何なのこの気持ち！　何なんですのこれ!?」


「落ち着いてください麗華さん。今さらじたばたしても始まりません」


「だってもうがまんできなかったんだもの、仕方ないでしょう!?　ああ……ほんとうに何なんですのこの気持ちは!?　どきばくして、うねうにょして、むがむごしたこの気持ちは!?」


「よくわからない擬ぎ音おんばかり並べられてる感じですが、なんとなく理解はできます」


「ひょっとして……この気持ちが、恋こい!?」


「いえ。他のどんな可能性がありえても、それだけはありえないと思いますが」


「というか真由！　あなた口ではずいぶん冷静なこと言ってますけど、自分の姿を鏡で見てから物をお言いなさい！　自分の尻尾しつぽを追いかける犬みたいにぐるぐるその場を回って、ずっと親指をがじがじ嚙かんで……狼ろう狽ばいの度合いでいえば、あなたのほうがよっぽどひどいじゃないのよ！」


「…………ハッ!?　本当です、いつの間にわたしはこんな真ま似ねを!?　これはいけません、非常によくないです。何か対策を考えないと。麗華さん、何かいい方法はありませんか？」


「そ、そんなことわたくしに訊かれても……と、とにかくこういう時は、何か気を紛まぎらわせることをするべきです！　そうね、たとえば腕うで立たて伏ふせとか！」


「腕立て伏せ──なんというグッドアイデアでしょう。発明王の称しよう号ごうは、エジソンではなくあなたに付けられるべきです麗華さん。それではさっそく、どちらがたくさん腕立てをできるか競争しましょう」


「望むところですわ！　負けませんわよ真由っ！」


「……いい加減にしてくださいふたりとも」


　やれやれ、とため息をつきながらたしなめる声。


　この場の──式場の控ひかえ室における世話人を任されている、霧きり島しましのぶのものであった。


「腕立て競争なんてしたら、せっかくのメイクも着付けも台無しですよ。そろそろ本番なんですから、取り乱すのもそのあたりで」


「しのぶ！　あなたは先に済ませてしまった立場だからそう言えるのです！」


　麗華が取り乱したまま喚わめく、


「それにあなたのケースはもっと普ふ通つうでまともなものだったでしょう!?　少しはわたくしたちの立場にもなってごらんなさい！」


「確かにおふたりほど怪かい奇きで奇き天て烈れつな結婚ではありませんでしたが。わたしのことをどうこう言うより、二にノの宮みや峻護の立場になって考えてみてください。今ごろあの男はどういう気持ちでいるのか──あなたたちですらこの有様なんですから、これからあなたたちを背負っていこうとしているあの男の心境はいかばかりか」


「そんなのわかってます！　でもそうじゃなくて、そういう理り屈くつの問題じゃなくて──あああもうッッッ！」


　頭を抱え、さらなる悶もん絶ぜつ地じ獄ごくに沈しずむのだった。


（……やれやれ。ほんとうに大だい丈じよう夫ぶなのか？　このふたり）


　しのぶは再度のため息。


　真由にせよ麗華にせよこういうことがあるから困る。今日この日を迎えるに当たって研けん鑽さんに次ぐ研鑽を重ね、ようやくいっぱしの花はな嫁よめらしくなったというのに──それでも時おり、それも決まって肝かん心じんなところで、こんな弱さをさらけ出すのだから。


（婚前鬱マリツジブルーというのは誰にでもあるものだろうが、それにしてもこんな土ど壇たん場ばでやらなくてもいいのに。しかもこんな重度なのを）


　神かむ戎いとしての本来の姿を取り戻もどし、並みの人間より数段上の知力や体力を備えているはずの彼かの女じよたちですら、人生最大の土壇場ではこのように取り乱す。婚こん姻いんというものがもたらす魔ま性しようの陥かん穽せい、これがそうなのであろうか。


「ああ……もうダメ！　もうダメですガマンできません耐たえられません！　こんなストレスのたまる状じよう況きように耐えるなんてぜったいムリ！」


「同感です。もしいまこの場に悪魔が現れて、わたしを救ってくれると誘ゆう惑わくしてきたら、きっとうっかり乗ってしまうでしょうね。たとえ魂たましいを売り渡わたしてでも」


「真由。この際ですわ、いっそのこと最終手段を採りませんこと？」


「最終手段？」


「逃にげるのですわこの場から。いっそ何もかもを投げ出して、どこか遠くへ──そしてわたくしたちふたりで人生をやり直すのです」


「名案です。どうしてこれまで気づかなかったんでしょう、そんなすばらしい手段があることに。麗華さん、やはりあなたはエジソンを超こえる天才──」


「決まりですわね。そうとなったら善は急げ、さっそく高飛びの手続きをしなくては」


「ちょ、ちょっとちょっと！」


　話がどんどん妙みような方向にそれてきて、さすがにしのぶも割って入った。


「いい加減にしてくださいふたりとも！　冗じよう談だんだとしても笑えないし、気の迷いにしても度が過ぎますよ!?」


「しのぶさんは引っ込んでいてください」


「まったくですわ。わたくしたちの新たなる門かど出でを邪じや魔まするというのであれば、たとえあなたでも容よう赦しやしませんことよ!?」


　だめだ。目が本気だ。完全にパニックになっている。


　しのぶは腹を据すえた。自分はこの場の責任者、何が何でも花嫁たちの愚ぐ行こうを止めなければ。


「ふたりとも、これ以上世よ迷まい言ごとを口にするならわたしにも考えが──」


「くく。可愛かわいらしいものだな」


　声がした。


　いつの間に姿を現したものか。室内のソファにひとりの少女が陣じん取どり、悠ゆう々ゆうと足を組んで控え室の狂きよう騒そうを見物していたのだ。


「この期ごに及およんでそれほどの醜しゆう態たいを晒さらせる羞しゆう恥ち心しんのなさに、余はまるで新種の珍ちん生物でも発見したような気分だ。実に見苦しいが、むしろ一周まわってある種の愛着が湧わいてくるのを抑おさえきれぬ。なんなら我わが居城の一いち隅ぐうにあばら屋を与あたえ、愛あい玩がん動物として飼ってやってもよい」


「!?　あなたは──」


「ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタイン！」


　取り乱していた少女ふたりが一転、警けい戒かいも露あらわに金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみをにらみつける。


「……何しにきたんです？」


「まさかあなた、まだ二ノ宮峻護のことを諦あきらめてなかったんですの？」


「諦める？　言っている意味がわからんな」


　神戎たちの頂点に立つ女王は鼻で笑い、


「そもそも余は結婚などという形式に囚とらわれる必要を見み出いださぬゆえ、今回のことも黙もく認にんしていたに過ぎん。シュンゴが余のモノになることはすでに決定事じ項こう、一時的に貴様らに預けておいても大過ないと判断したまで。だがしかし──」


　ぺろりとくちびるを舐なめ、尊大な視線で真由と麗華を値ね踏ぶみする。


「気が変わった。今すぐシュンゴを余のモノにしてもよい……いや、むしろそうすべきだな。一時的にせよ貴様らのような雑ざ魚こにあの男を預けるのは、いかにも惜おしい」


「な──」


「なんですってえ……？」


「さて、こうしている時間も惜しいな。さっそくシュンゴのところへ赴おもむき、奴やつを我がモノに──」


「ちょおおおおおおっと待ったああああああ！」


　と叫さけんだのは真由でも麗華でもなかった。


「二ノ宮くんの争そう奪だつ戦に参加表明するのはあなたたちだけじゃない、このあたしが待ったを掛かけさせてもらうよっ！」


「日ひ奈な子こさん──!?」


　級友にして親友でもある少女の突とつ然ぜんの乱入に、真由が目を丸くする。


「争奪戦とはどういうことです……？」


「もちろん文字どおりの意味！　それ以外の意味は何もなああああいッ！」


　ショートカットの髪かみを振ふり乱し、テーブルを壇だん上じように見立てて躍おどり出て、


「実はあたしも『二ノ宮くんっていいな』って思ってたのよね、昔から！　というわけであたしも彼かれのお嫁さん候補として名乗り出させてもらう！」


「そ、そんな。日奈子さんこれまでそんなことおくびにも──」


「それにほら、二ノ宮くんって真由と麗華さんのふたりを同時に面めん倒どうみるっていうしさ！　そこにあたしひとり入ったとしても、まあそんなには問題にならないよねっ！」


「あら。そういうことでしたら、わたしも数に入れてもらっていいでしょうか？」


　またしても声。


『今度は誰!?』とばかりに目をむいた真由と麗華の前に現れたのは、


「わたしの場合は既すでに相手がいる身ではありますが、その相手がどうにも頼たよりないところのある男性ですし。か弱い女の身としては、将来の保証と保険を厚くしておく意味でも、別の頼たのもしい男性を見み繕つくろっておきたいところなんです」


　アルカイックスマイルで中々にエグいセリフをのたまったのは、奥おく城しろいろりであった。


「峻護さんでしたら頼り甲が斐いもありますし、それに女性に対して甘あまいところもありますし。まあわたしひとりの面倒を片手間で見るくらいなら、問題なくこなしてくれるでしょう。……というわけでわたし、二ふた股またかけても問題ないですよね？」


「問題あるに決まってるでしょう！」


「ええまったくですわ！　ふたりの男性の間を渡り歩くような真ま似ねをするなど、たとえるならば兄きよう妹だい間で不ふ埒らちな関係に及ぶほどに不健全な行こう為い！　断固として認めるわけには──」


「あら。それはわたしに対する挑ちよう発はつ＆挑戦と受け取っていいのかしら、麗華ちゃん？」


　千客万来、またまた別の声であった。


「だって、これからわたしも立候補しようとしてるんだから。峻護のお嫁よめさん候補に──峻護の姉であるこのわたしが、ね」


「二ノ宮涼りよう子こ!?　あなたまでいつの間に！」


「ていうか涼子さん、いま何て言いました!?」


「峻護の争奪レースにわたしも参加する、って言ったの。嗚あ呼あ──美しき姉と、これから男盛ざかりを迎むかえようとしている旬しゆんな弟との禁断の愛──燃えるわあ」


　そんなことを口にするのだった。火照った頰ほおと、潤うるんだ瞳ひとみで。


　真由も麗華もそろって顔を青くした。涼子の目はあたかも本気そのもののように見えたし、彼女は口にしたことを本当に実行しそうだったので。


「そんな──姉きよう弟だいでそんなことするなんて！　おかしいです、ぜったいだめです！」


「まったくです！　許されませんわよそんなこと！」


「──ほう。そういうことなら、わたしらはアリってことでいいのかな。なあ、七なな沢さわ先生？」


「んー、そーだねえ。話の流れでいくと、そういうことになるかもだあね、仲なか丸まる先生！」


　そろそろうんざりしてきた、という顔を真由も麗華もした。


　次なる闖ちん入にゆう者──仲丸由ゆ希き衛えと七沢虹にじ絵えは、さも当然そうな顔をして、


「二ノ宮はマメだしよく気がつくし従順だし、わたしの旦だん那なにぴったりだと思っていたんだ」


「炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、なーんでもござれだもんね！　オンナとしてはやっぱ、そういうお婿むこさんが欲ほしくなるもんだよねっ!?」


「『ねっ!?』じゃないです！　自重してください！」


「というかあなたたちも聖職者の端はしくれでしょう!?　生徒に手を出すなどというあさましい真似は断じて──」


「押オ忍ス！　そういうことでしたら、僭せん越えつながら自分にも師し匠しようと結ばれる権利があると思います、押忍！」


「月村さんを思いとどまらせるために、二ノ宮と先に結ばれる……そういう非常の手段も、この際はアリかも……」


「もしわたしと結ばれれば、一生わたしから離はなれることができなくなるわけで……つまりわたしの刃やいばをもってしても仕留めきれなかった唯ゆい一いつの相手の生せい殺さつ与よ奪だつを、常にわたしが握にぎるということですね。なるほど、これは逆転の発想かも」


「ふむ……青びょうたんだと思っていた坊ぼうやも、なかなかいっぱしの男に育ったみたいだしねえ。あたしもまだまだ老ふけ込こむ歳としじゃない、もう一旗あげられるように気張ってみるとするかね」


「一度はあきらめたけど、どうやらまたチャンスがやってきたみたいです。将来性と若さの点ではわたしがいちばんだし、これは本気で狙ねらっていけるかも……」


　──と、しのぶが聞き取れた声はここまでだった。


　というのも、雪崩なだれを切ったように後から後から乱入者たちが押おし寄せ、さして広くもない控ひかえ室はたちまち彼女たちによって制圧されてしまったからである。


　そしてドアの近くに立っていたしのぶは、不運にも女たちの下した敷じきになってしまったというわけだった。


　ろくに声も上げられない状態で圧あつ迫ぱくに耐たえている間、あちこちで口論や小こ競ぜり合いが起こっていたようだが、もちろんしのぶには何の手出しもしようがない。


　ただ、誰かがこう口走ったのだけは鮮せん明めいに覚えている。





「だったら競争だ！　二ノ宮峻護に最初に抱だきついた者の勝ちとする！」





　……耳を疑ったが、ほんとうである。確かに誰かがそう言った。


　そしてまた呆あきれることには、その場に居るしのぶ以外の全員がその提案に乗り、我先にと控え室を飛び出していったことだった。


　女たちは狭せまいドアに取り付き、押し出されるように駆かけ出していく。


　あとには津つ波なみが引いた跡のようなありさまの部屋と、しのぶだけが残された。


「…………やれやれ」


　乱れた服装を正しながら、ため息。


　なんという騒さわがしく、落ち着きがない連中であろうか。神聖なる結けつ婚こん式しきを直後に控えていると知っての振ふる舞まいとは、とても思えない。


「……とはいえ、いかにもらしいじゃないか」


　しのぶの漏もらした苦く笑しようは、しかし安あん堵どまじりのそれだった。


　いったい誰が示し合わせたものか、あるいはまったくの偶ぐう然ぜんが重なったファインプレーの結果だったのかも知れないが──彼女には十分に想像がついたのである。


　真っ先に部屋を飛び出していったのが誰であるかを。


　目をむいて駆けて行く彼女たちの顔から、ついさっきまでのモヤモヤなど完全に吹ふっ飛んでいたであろうことを。


「心配することもなかった、かな？」


　真由も麗華も、どうやら良い人脈に恵めぐまれたらしい。


　だからこうして、落ち着くべきところに落ち着くことができる。


　きっと今後、どのような苦難が待ち受けていたとしても。


　試し行こう錯さく誤ご、紆う余よ曲きよく折せつの末、彼女たちは進むべき道を見つけ、その道を真っ直すぐに進んでいくことができるだろう。


　誰も彼も、何もかもが、足りないもの、欠けたところだらけなのだ。


　それでもきっと、ひとりひとり、ひとつひとつが集まり、互たがいを補い合って、そうしてひとつの未来へと邁まい進しんしていくにちがいない。


「とはいえ災さい難なんなのは、やはりあの男か」


　ホコリを払はらいながら立ち上がり、ひとりでずいぶんと色々なものを背負うことになりそうな男のことを思う。


　ふちの欠けたグラスを拾い、シャンパンの代わりに紅茶を注ぐ。


「やはり、いかにもらしいじゃないか。奴やつには実にふさわしい結末だ」


　一笑し、ひとりグラスを掲かかげてしのぶは呟つぶやくのだった。





「ご愁しゆう傷しようさま──そしてお幸せに。二ノ宮峻護」







おしまい
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　あとがき







　ごぶさたしております、鈴すず木き大だい輔すけです。


　この『おあいにくさま二にノの宮みやくん７』にて、シリーズの登場人物たちは晴れてお役御ご免めんと相あい成なりました。ねぎらいの意味もこめて、彼らにはゆっくり休息を取ってもらうとして、この稿は彼らの親たる私が埋めたいと存じます。しばしお付き合いのほどを。





　　　　＊





　さて、このシリーズが始まって足かけ五年。月並みな話ではありますが、まことに感かん慨がい深いものがあります。


『二ノ宮くん』は私にとって、公私ともに亘わたるパートナーみたいなものでした。


　寝ても覚めてもいつも一緒。


　一日たりとて『二ノ宮くん』のことを考えない日はなく、意見の衝しよう突とつもすれ違いも日常茶飯事。


　三行みくだり半はんを叩きつけて別れてやろうとしたことも、一度や二度ではありません。





　それでもここまでくることができました。


　たぶん、他ならぬ『二ノ宮くん』だったからこそ。





　そして今、我々は固い握手を交わし、笑顔でお別れすることができます。


　作者から作品へ、心からの感謝を。長い間ほんとうにありがとう。





　イラストの高たか苗なえ京きよう鈴りんさん。


　初代担当Ｓさん、現担当のＫさんを始めとする編集部の方々。


　制作、営業、広報、流通や書店の方々。


　そして読者の皆さま。


　至いたらぬ作者と作品を支えてくださいましたこと、あらためて御礼申し上げます。


『二ノ宮くん』シリーズ、これにて卒業です。


　作者と作品がそうしたように、最後も笑顔で、ぜひ。





　　　　＊





　さて。


　シリーズをひとつ終えたものの、私も作家の端くれ。作家たるを続けるためには新しい相棒を見つけねばなりません。


　でもって実はもう、目星をつけてあったりします。


　新シリーズのお披ひ露ろ目めは、順調にいけばおそらく夏あたり。


　願わくばそいつとも一いち蓮れん托たく生しようの関係でやっていきたいと思っています。皆さまの変わらぬご支持をいただければ、これに勝まさる幸いはありません。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを願って。
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真由、罠におちるのこと




　　ドラゴンマガジン２００８年４月号




峻護、あやしげなブツを受け取るのこと




　　ドラゴンマガジン２００８年９月号




真由、また追われるのこと




　　ドラゴンマガジン２００８年３月号




真由と麗華、やきもきするのこと




　　ドラゴンマガジン２００８年７月号




真由、席を立たないのこと




　　ドラゴンマガジン２００８年11月号




峻護、身を固める？のこと　前編




　　ドラゴンマガジン２００９年１月号




峻護、身を固める？のこと　後編




　　書き下ろし




another side　そのころのヒロインたち




　　書き下ろし





おあいにくさま二にノの宮みやくん７





鈴すず木き大だい輔すけ
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